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　天が震ふるえた。

　嵐あらしの訪おとずれのようだった。轟ごう音おんとともに海面が波打つ。浜はま辺べの木々が傾かたむき、葉を散らす。

　これは竜りゆうの咆ほう哮こうだ。怒いかりに満ちたその激しい鳴き声が天を搔かき乱し、烈れつ風ぷうを招く。

「竜の君」

　彼女は荒あれ狂くるう天を見上げて、つぶやく。

　墨すみ色いろの厚い雲を割って竜が降りてくる。長い胴どう体たいを荒あら々あらしくうねらせ、縦じゆう横おう無む尽じんに宙を駆かけ巡めぐりながら、地を目指す。

　どうして、と彼女は泣きたい思いで竜を見つめる。今生ではもはや二度と会うことはないだろうと覚かく悟ごしていた。自分は生まれ育ったこの地で散る定めなのだと。

　だから来世に夢を見た。もしも生まれ変わることができたら、毎夜、恋こいするように月を見上げて、あなたの幸さちを想おもおう。

　そのとき、ひとめだけでもいいからあなたに逢あいたい。そんな祈いのりをこめて。

　──けれど、本当の望みは違ちがう。

「つむじ曲がりな心優やさしい竜の君、あなたのそばで、生きたい」
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　天の都にある竜りゆう宮ぐうで、どうやら三日月の秘儀が行われたようだ。

　そのしるしに、地上を照らす月光の路みちから煌きらびやかな神か車ぐるまがするすると降りてくる。

　天空暮らしの貴人が乗る輿こしで間違いない。屋形を彩いろどる数々の花。両りよう袖そでを覆おおう絹の糸毛の色は優美な月白、舞まう鳥が刺し繡しゆうされた浮ふ線せん綾りようの帳、頸くび木きにおさまるのは黄金の虎とら。輪りん廻ねを表す大きな銀の車輪は、まわるたびに[image: 鱗]りん粉ぷんのような淡あわい光を放つ。

　神車の渡わたりに気づいた地上人──里人たちは、その幻げん想そう的な光景にしばらく見み惚ほれていたが、やがて顔を強こわ張ばらせる。里人にとって高貴なる者の存在は、自分たちの生活を脅おびやかす禍まが神かみに等しい。おまえの娘むすめは誉ほまれある神か奴め冶や古こに選ばれた、これは大変な僥ぎよう倖こうであるゆえ真心を尽つくして大役を果たせと宣のたまい、是ぜ非ひもなく愛する家族を攫さらっていく。

　神車は月光の路を途と中ちゆうで曲がり、海岸へ向かっている。里人たちがそちらを見やると、ちょうど数人の海女あまが慌あわてた様子で駆けつけてくるところだった。
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「大漁だわ……！」

　その夜、一人の乙女おとめが浜辺で歓かん喜きに打ち震えていた。

　年の頃ころは十五、六だろう。腰こしかけた岩に垂れるくらい伸のばされた豊かな黒くろ髪かみ、玻は璃りのように澄すんだ大きな瞳ひとみ。衣ころもは腰と胸に巻かれた布のみで、白魚を思わせる瑞みず々みずしい肌はだが大だい胆たんに晒さらされている。全身を濡ぬらして輝かがやくその姿は月から舞い降りた姫ひめ神がみか、あるいは漁師を惑まどわす人魚かというほど儚はかなげで愛らしい──はずが、残念ながら色々台無しというより他ほかになかった。

　本来はふっくらとした愛らしい唇くちびるなのだろうがいまは寒さで紫むらさき色いろに変わっている。なおかつ顔には欲よく望ぼう丸出しの笑えみが広がり、奇き妙みような具合に口角が歪ゆがんでしまっていた。見開かれた目はぎらぎらと光り、飢うえた獣けもののような鬼き気き迫せまる雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。

「でもどうしたんだろ、今日に限って鮑あわびや栄螺さざえがこんなに採れるなんて……。あっ、やった、鮑玉が入ってる！」

　脇わきの木き桶おけには今夜の収しゆう穫かくである貝が山盛り。そのひとつを慣れた手つきで割り、乙女はぐふりと怪あやしい笑い声を上げる。

　鮑玉とは真しん珠じゆのことだ。漁村に暮らす里人は、海の恵めぐみの一部を御み贄にえとして天てん都とに進しん献けんせねばならない。が、こうした小さな玉なら、この一帯の海女を取り仕切る兎う美みの頭かしらも目こぼししてくれるときがある。

　他の海女たちは、さすがに水み無な月づきであっても夜の漁は身にこたえるとぼやいて少し前に震えながら緒お屋やへ戻もどった。海岸に設けられた木造りの簡素な小屋だ。

　漁は当番制なので、仕事を割り当てられた海女はそこで一時的に寝ね泊とまりする。

　緒屋に戻る海女たちは「紗さ良ら、あんたのために歌ってあげるからね」と言って、此こは御み食けつ国くに、日か月づきよ金か突づきよ潜かづぐ乙おと子ごに幸結べよと、しばしかろやかな海歌を響ひびかせていたのだが、漁を終えて陸おかに上がってみればもはや声はなく、静けさを強調するような波の音が聞こえるばかりである。海歌とは、海人あまを守る護ご歌か。なぜ途と絶だえているのかと疑うべきだったが、紗良の意識は木桶いっぱいの貝のほうに向いてしまっている。

　これで粉薬を作りたい。真珠は装身具の他、薬としても重宝される。女に活力を与あたえるのだ。過か酷こくな漁が祟たたり、漁村の女は調子を崩くずしやすい。今日の漁でも一人、咳せきがとまらぬ者がいた。兎美頭を拝おがみ倒たおして、ひとつふたつ、玉を譲ゆずってもらおう。当分のあいだ分け前が減るだろうが、健すこやかさだけが取り柄えなのだし、ひもじさにも寒さにも慣れている。

　紗良には親がいない。五年前に、生誕の地である弧こ張ばり村──その近くの海岸に出現した海の物の怪けたる悪あしき鬼おに、水み鹿か神がみに殺された。

　だが紗良は、自身を哀あわれな幸無し子だとは微み塵じんも感じていない。

　里人たちは、孤こ児じとなった紗良をかわるがわる育ててくれた。だから弧張り村の全員が大事な家族だ。羽のように柔やわらかく身を包んでくれるあたたかな情を、今度は自分がたくさん返したい。

「今日の漁、かなりおいしい。もう一回潜もぐろうかなあ。でもちょっと身体からだが冷えすぎたかな」

　手に乗せた貝を見つめてにやついていたが、ふと冷静になる。

　今夜はなぜか手元がよく見える。というより、月がやけに明るい？

　おかしいと紗良は疑念を抱いだく。天を飾かざっているのは鋭えい利りな三日月、闇やみを蹴け散ちらすほどの強い光を地に注げるはずがない──。

　夜空に目を向け、紗良は固まった。頭上を、黄金の神車の列が渡っている。

　茫ぼう然ぜんと見守るあいだに次々と神車が浜辺に到とう着ちやくする。

　輿の前まえ簾すだれが開き、そこから青、白緑、黄き蘗はだ色いろ、なよやかな袍ほうに平ひら緒おに表うえの袴はかまにといった麗うるわしい天上人たちが現れる。──実際のところ彼らは無位の中級官かん吏りにすぎないのだが、天上人とそうそう接する機会のない紗良には天都に存在する細かな序列などわかりようがない。ひたすら圧あつ倒とう的な存在として映る。身なりも雰囲気も雅みやびやか、神しん仙せんめいた幻想的な美しさだ。

　彼らは大胆な磯いそ着ぎ姿の紗良を見ると、あからさまに顔をしかめた。

　天上人は基本として肌を晒さないものだが、そういった事情もやはり紗良にはわからない。ただ、官吏の蔑さげすむような視線を受けてなんとなく羞しゆう恥ちを覚える。

　官吏の一人が紗良に近づき、冷れい淡たんな態度で問う。

「葉月の十の宮、三日月夜に生まれたる紗しやの娘に違いないか？」

　ぽかんとしていると、官吏は手にあった扇おうぎで口元を隠かくし、紗良を睨にらんだ。慌てて「はい」とうなずいたが、細かいところを訂てい正せいさせてもらえるなら、生まれたのは十の日ではなくその翌朝だ。日を違えている意味を考えるより早く、官吏が不信感たっぷりに問いを重ねる。

「紗の名を持つなら、織おり女めとなるのが習わしではないか？　なぜ海女の真似まね事ごとをしている」

　そりゃ織物より漁のほうがここでは手っ取り早く稼かせげるからに決まっているでしょ、という身も蓋ふたもない返答は、吐はき出す寸前でなんとか堪こらえることができた。もしも口にすれば、こちらを見る官吏の目がさらに冷たくなりそうな予感がある。

　里人は大たい抵てい、親の職に関かかわる名を与えられる。それが子の加護となるからだ。

「……ふん、孤児だったか？　なら仕方がない」

　官吏は勝手に納なつ得とくしている。どうやら親から機はた織おりの技わざを継つげなかったせいと勘かん違ちがいしたらしい。そんなことはない。親切な里人たちが紗良に多くの生きるすべを授さずけてくれたのだ。そのおかげで機織りも、得意とまではいかないが一通りこなすことができる。

「まあいい、誉れに沐もくせ」

「誉れ？」

「──頭こうべを垂れよ」

　馬ば鹿か者が、という叱しつ責せきが聞こえてきそうな苛いらついた声だったが、岩の上に座っている紗良のほうが、彼より目線が高いのだ。その状態で頭を垂れるというのも間ま抜ぬけに思える。

「甕みか月づきの儀ぎにて、鳴弦つるうちがおまえを神奴冶古に定めた。貴あてなる神竜に身を捧ささぐという大役、天理を知らぬ里人にはこれ以上ない栄えい誉よであろう」

　紗良は呆気あつけに取られた。なに言っているんだろう、この居い丈たけ高だかな天上人は。

　はじめはそんな感想しか出てこなかったが、じわじわと理解が追いつく。

　甕月儀。貴なる神竜。神奴冶古。

　──徴ちよう令れいだ。

　遥はるかな天都に入府し、天上人に仕える奴やつこ……冶古にされるのだ。

　そのなかでも神か奴めと冠かんされるのは、神しん霊れいに等しい存在に奉ほう仕しする奴ど隷れいと決まっている。そして官吏は甕月儀、神竜と口にしていた。

　天都には荒あらぶる四神の竜が住む。噂うわさ話ばなしで聞いたことがある。天都では三日月夜に行われる儀式で、彼らの世話係を選ぶという。神じん祇ぎ庁ちようの鳴弦人が月の形の弓を鳴らし、水をはった甕かめを覗のぞく。そこに映る里人を召めし抱かかえるのだとか。

　衝しよう撃げきを受けて固まっていると、岩にぶつかる波に混ざって、複数の足音が耳に届く。

　浜はまのほうに駆かけ寄ってきたのは、家族同然の村の者や海女たち。どうやら紗良が漁に精を出すあいだに、緒屋の海女が月光路を渡る神車を発見し、村の者を呼んできたらしい。

　彼らのなかに交じるもっとも若い娘に目をとめ、紗良は内心あっと声を上げる。

　──選ばれたのは私じゃない！

　葉月の季節に生まれたのは紗良だけではない。

　姉し妹まいのように仲なか睦むつまじく育った紗さ和わ子こという娘がいる。彼女が、十の日の生まれなのだ。

　自分の片割れに等しい存在である彼女を、紗良は凝ぎよう視しする。

　紗和子は、いままでに見たことがないというほど悲ひ愴そうな面おも持もちをしていた。

　見つめ合って、気づく。とうに紗和子は自分が選定されたことを知っているのた。今夜のうちになにか神がかりな知らせがあったのかもしれない。

　紗良は慌あわてて岩から飛び降りた。その際、木桶に足があたり、砂の上に貝が散らばる。

　そちらを見る余よ裕ゆうもなく紗和子に駆け寄る。しがみつくようにして手を握にぎり合ったとき、紗和子の隣となりにいた精せい悍かんな顔立ちの若者と視線がぶつかった。商人や神かむ人びとらで結成された里座の護衛を務める武人だ。彼もまた、紗和子と同じくらい悲痛な表情を浮うかべていた。

　二人は夫婦めおとになる約束をしている。若者のほうが、階級が上だが、市で彼を見かけた紗和子が惚ほれに惚れ、村中を巻きこみながらも見事恋こいを成じよう就じゆさせたという経けい緯いがある。

　紗和子の諦あきらめが浮かぶ暗い瞳を見た瞬しゆん間かん、紗良は官吏のほうに勢いよく身体を向け、その場に平へい伏ふくした。

「神霊の奴として召されしこと、上無き誉ほまれでございます。身命を賭としてお役目に励はげみます」

　一いつ拍ぱくののち、紗和子が小さく悲鳴を上げた。

「なに言ってるの紗良！　神み渡わたりの報を受けたのはあたしよ、あんたじゃな──痛!!」

　紗良はとっさに後ろ手で彼女の臑すねを叩たたいた。力を入れすぎたのか、紗和子が身を屈かがめ、涙なみだ目めになって臑を押さえる。若者は口を挟はさんでいいのかわからない様子でおろおろした。

「……なんだ？　そちらの里人が紗の娘むすめなのか？」

　官吏がいぶかしげに扇を軽く振ふる。

「私です！」「あたしです！」と紗良と紗和子は同時に挙手し、睨み合った。

「どういうことだ。里人風ふ情ぜいが我われらをたばかるつもりか」

　官吏の声に怒いかりがこもったときだった。

「どちらでもよいだろう」

　官吏とは別の、若い男の声が横から割りこんできた。鬱うつ陶とうしげな響きがはっきりとこめられている。自分たちにとっては生死が絡からむ重大な問題なのにどちらでもいいなんて、そんなむごいことをよくも言える──紗良はむっとしながら、声のしたほうに顔を向けた。

　後こう尾びの神か車ぐるまから、長身の男が片手で簾を押さえて出てくる。袴の裾すそが汚よごれるのもかまわず榻しじから降り、ざくざくと音を立ててこちらへ歩いてくる。

「紗だろうが蛇じゃだろうが、些さ末まつなこと。しばし動く手足があればそれでよい」

　男の痛つう烈れつな発言に、官吏が絶句している。紗良たちも違う意味で言葉を失っていた。

　姿を現したのは、心痺しびれるような美しい男だったのだ。仮に紗良が風ふう雅がを解する天上人であったなら、ここで技と情熱を尽つくし美辞を連ねたろうが、あいにくそこまで豊富な学はない。すぎた美び貌ぼうは暴力、というどうにも武骨な言葉がまっさきに脳のう裏りをよぎる。

　──天上人ってすごい。

　紗良は瞬まばたきも忘れて見入る。二十前後の年ねん齢れいだろうか。冷ややかさの滲にじむ瞳ひとみは月の光の粉でも振りまいたような煌きらめく黒色。短い黒くろ髪かみも、神車に取りつけられている小さな灯ひを受けてか、銀河のようにちらちらと輝かがやいている。装しよう束ぞくは色いろ鮮あざやかな青の単衣ひとえに、黒の穀こめ紗しやの袍、浮き織りの白袴。冠かんむりをせず挿頭かざしのみにしているのが心こころ憎にくい。多色の小花がよく似合っている。

「そもそも甕月儀など、里人攫さらいを道理と欺あざむくための詭き弁べんにすぎぬ」

　目を白黒させる官吏を見下ろし、冠かんむり直衣のうしならぬ花直衣姿の美貌の男は際きわどい発言を続ける。

「どうせ数年酷こく使しすればすぐに死ぬ。か弱い里人は都たる図と京きようの気とも合わぬ、仕えし竜りゆうの神気にも耐たえられない。泥どろ人にん形ぎようと変わらぬ脆もろさよ」

　遠えん慮りよも容よう赦しやもない男の言葉に、紗和子がひゅっと息を吞のむ。

　神か奴め冶や古ことして選ばれた里人は二度と帰ってこない。誰だれもが知っている。徴令は人ひと身み御ご供くうそのもの。だからこそ三日月夜の神車の訪おとずれは里人たちを戦せん慄りつさせる。役目の放ほう棄きは許されない。逆らえば神竜の怒りを買い、地の人々が見捨てられてしまう。

「そ、そのようなことを、由ゆ衣い……」

　慌てふためく官吏の言葉を、男が一睨みでとめる。

　年は若いようだが、官吏よりも貴たつとき身分なのだろう。だが、文官にも武官にも見えない。

「それで」と男が視線をこちらに投げてくる。まるで塵ちり芥あくたを見るような、凍こごえた目つきだ。

「どちらの娘だ」

　紗良と紗和子は全身を緊きん張ちようさせながら顔を見合わせた。入府すれば確実に数年で死ぬ。

　近い未来にもたらされる死を想像することは、やっぱり恐おそろしい。だから一瞬、怖おじ気づいてしまった。観念した様子で紗和子が震ふるえる唇くちびるを開く。──その瞬間、身体からだが燃えたように思えた。紗良は腰こしに力を入れて立ち上がり、掠かすれた声を発した。

「わ、私です！　私が行かせていただきます！」

「ばかっ、紗良！　あたし！　あたしが行くのよ！」

　夫婦の誓ちかいをかわした若者が悲しげに瞳を揺ゆらし、紗和子、と小声で呼びかける。紗和子は彼を見上げると、泣きそうな顔をした。

　花直衣の貴人は鬱陶しげに紗良たちを眺ながめまわすと、小さく吐と息いきを漏もらした。

「……より健康な娘はどちらだ」

　その問いかけに、紗良たちはふたたび顔を見合わせた。

　つまりこれは、「長期の労働に耐たえうる健康な女を連れていく」という意味だろうか。

「──当然ながら！　私です！　健康と言えば私です、なにせ生まれたときから熱ひとつ出したことがありません！」

「紗良ったら！」

「海にも長く潜もぐれます、一日中働いても倒たおれません！」

「なっ……、あたしのほうが、繕つくろい物が得意です！　紗良なんて本当に下手で下手で！　数年かかってやっと売り物にできるような衣ころもが縫ぬえたというくらい不器用だし。力任せに機はたを織って何度踏ふみ板を壊こわしたことか」

「壊れる織り機が悪いのよ！」

「普ふ通つうは壊さない！」

　紗良は内心呻うめいた。繕い物の得手不得手は女にとって重要な問題だ。もちろん、得手とする女のほうが重宝される。

　──他ほかになにか自分を売りこめるような特技ってあったっけ!?

「そうだ！　私は身寄りがないので死んでも後あと腐くされがありません。存分に使ってください！」

「紗良!!　ふざけたことを言わないで！」

　天上人の前だというのに、紗和子が顔を真っ赤にして怒ど鳴なり声を上げた。本気で怒おこっている、あとで謝らなきゃ、と思う。

「それに、学はありませんが、文字は読めます！　ものを数えることもできるし、琴ことや笛も多少は嗜たしなんでおります。どんな労働も厭いとわず笑え顔がおでやり遂とげる自信が──ごふっ」

　肝かん心じんなところで咳せきこんでしまい、紗良は青ざめた。

　すっかり頭に血がのぼってしまっていたために忘れていたのだが、濡ぬれた磯いそ着ぎのままである。散々海に潜り、身体が冷えきっている。微び妙みように手足も震えているし、唇なんて紫むらさき色いろだ。

　まずい！　これだとすぐ死にそうだって誤解される!!

　実際、花直衣の男の視線が厳しくなっている。

「見てください、この通り紗良は頻ひん繁ぱんに身体を壊すんですよ、たった一度海に潜っただけでこんなに震えて……高貴な方々にお仕えする体力なんてとてもありません」

　ここぞとばかりに紗和子が追つい撃げきした。

「ちょっとやめて紗和子、私が健康なのはよく知っているくせに──げほっ、ぐぇ」

「ほら、無理をするからよ！」

　堪こらえようとすればするほど咳せきが出る。

　花直衣の男が近づいてきた。紗良は咳きこみながらも紗和子を背に庇かばった。他の里人たちは、すっかり血の気を失った表情でその場に平伏する。

「ほ、本当に身体は頑がん丈じよう──ごふっ、私が、ぜひっ」

「──おまえを連れていく」

「だめです、紗和子には情をかわした相手がいるんだから──えっ？　がふっごほ」

　花直衣の男は、紗良の頭をぽこんと軽く扇おうぎで叩いた。

　健康そうな女じゃなくて、いまにも死にそうに見える女を連れていく……？

　なぜ？　混乱する紗良を、彼は疎うとましげに見つめて言った。

「それにしても磯いそ臭くさい。せめて着き替がえる時間はくれてやる。早くせよ」
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「ばか！　ばか紗良！　絶対に許さないから！」

　よろよろと緒お屋やへ戻もどり、着替えるために磯着を脱ぬぎ捨てていると、あとを追ってきた紗和子に泣きながら叩たたかれた。と言っても、本気の暴力ではない。赤子のような弱々しい力だ。

「あたしが選ばれたって言ったじゃない！」

「でも、どっちでもいいみたいだったし。紗良も紗和子も似たようなもんだわ」

　少なくとも彼ら天上人にとっては、入れ替かわったところでなんの問題にもならない。

「よくないわ！　なんにもよくない。だいたいさっきの言い草はなんなの？　身寄りがないとか後腐れがないとか、あたしたちの前でよく言えたわね！」

「嫌きらいになったでしょ？」

「ならないわばか！　あんたはあたしの妹分でしょ、さっきの取り消しなさいよ、なんて薄はく情じような子なの。言っていいことと悪いことの区別さえつかないあんたがどこへ行くっていうのよ」

　紗和子がわんわんと声を上げて泣く。頰ほおを転がる涙なみだは真しん珠じゆのように丸い。紗良はそれをとても美しいと思った。指先でそっと涙を受けとめる。割れてしまうのがもったいない。

「ねえ、紗和子が恋こいした人と一いつ緒しよになって元気な子どもを産んで、いつも幸せでいてくれたら私だって幸せだわ。それは、私の幸せそのものだわ」

「なに言ってるの、本当にばかなんだから……。二度とここに帰ってこられないのよ、あたしたちと会えなくなって、あんたは平気なの？」

「会ってるときだって、会っていないときだって、私は紗和子たちが恋しいわ。だからどこにいたって同じでしょ？」

　紗和子が泣きじゃくるせいで、こちらまで鼻の奥が熱くなってくる。困ってしまう。

「神仕えの身になるのよ。きっときれいな衣をもらえるだろうし、飾かざり物だってたくさんくれるだろうし……お腹なかが膨ふくれるくらい食べることだってできる。どう？　私は紗和子から栄えい誉よを奪うばったの。恨うらみなさいよ！」

　幸せになれ、限りなく幸せになれと祈いのりをこめて、一日違ちがいで生まれた姉妹のような紗和子の頭を撫なでる。
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　まさか自分が天上人の神か車ぐるまに乗るなんて。

　紗良は物見に顔をくっつけて外を覗のぞいた。屋根から垂れ下がる月白の糸毛の向こうに、夜空が広がっている。身を乗り出して、地上の様子を確かめる。

　故郷たる弧こ張ばり村はどのあたりだろうか──あの篝かがり火びがちらちらと輝く海辺だろうか？

　もしもあの火が永遠の別れを告げる自分のために焚たかれたものならば。そう考えた瞬しゆん間かん、神車から飛び降りたい衝しよう動どうに駆かられ、紗良はぎりっと軋きしむほど奥歯に力をこめた。

　神車に乗ったばかりだというのに、もう紗和子たちのもとに帰りたくなっている。だらしのないことだと自分を叱しかる。けれど焦こがれる心をとめる方法を知らないのだ。

「慎つつしみがない。おとなしくしないか」

　ち、と舌打ちが響ひびく。寂さびしさの泉に浸つかり切っていた紗良はその音に驚おどろき、肩かたを揺らした。途と端たん、ふわっと上品な香こうの匂においが自分の身から漂ただよってきた。正しく言うなら、借りた長衣からだが。

　いましがた舌打ちした男──目の前に座っている花直衣の貴人が、屋形の床ゆかに腰を下ろすと同時に「磯臭くてたまらぬ」と長衣をこちらへ放ほうってきたのだ。よほど耐えかねるのか、先ほどから扇で顔の下半分を隠かくし、そっぽを向いている。

　そんなに臭いならなぜ一緒の神車に乗ったのだろうかと不思議に思うが、他は官かん吏りが使用して満員だったのかもしれない。

　屋形の隅すみには灯とう蓋がいがあり、その上に蓮はす形がたの小さな油あぶ瑚ごが燃えているため、貴人の表情もよく見える。油瑚は小こ鯨くじらの脂あぶらを煮に詰つめて作られる蠟ろうだ。砂さ漠ばくを越こえた向こうにある西さい藍らん国からの輸入物であり、たとえ天てん都との者であろうと、下級官吏じゃまず手に入らない。

　目の前の貴人は要するに立派な家いえ柄がらの公きん達だちなのだろう。

　顔の下半分を隠していてもわかる美び貌ぼうを、紗良はまじまじと見つめる。

　──確か、天都では四つの家門が帝みかどを中心にして争っているんだっけ？

　なにぶん政争とは無む縁えんの地上生まれであるため、天上人の勢力図がてんでわからない。

　天の島と地の島、両方を統治するこの稀まれなる国を『右う記きノの國くに』という。

　かつては浮城乃国という文字をあてていたが、令れい封ほう五五〇年、つまり七百年前に改名されている。理由は至し極ごく単純で、長い年月放置していた地上人の統とう御ぎよもそのあたりから視野に入れ始めたためだ。ゆえに天空のみを示す文字を廃はいした。

　天空に浮うかぶ島は十二角形を描えがく。これは十二支を表しており、陰おん陽みよう道どうの十二天将、日の刻、月の数をも示している。そのため十二の方角にはそれぞれ天門が設けられ、巨きよ木ぼくのように大きな厳いかめしい天将像が配置されている。

　この天の国土を榔ろう月げつ府ふと呼び、中央に築かれた正方形の都を図京と称しようする。そこに天地の統治者である榔ろう帝ていを立て、天上人らは政まつりごとを行っている。

　一方、里人の紗良たちが暮らす地上は山さん月げつ府ふと称されている。

　国土の形は一枚の桜の花びらに似ている。同じ国の民たみとはいえ天と地にわけられた者のあいだには、身分という、舟ふねでも越えられぬ果てのない河が流れている。土地の広さや戸こ籍せき数なら圧あつ倒とう的に山月府が上なのだが、生活面での豊かさは比ひ較かくにもならない。

　なにしろ山月府には、榔月府に常に存在する神しん竜りゆうの守りがない。

　榔月府の東西南北には四つの宮がある。そこには半神半人たる竜が住む。

　紗良は、その竜に奉ほう仕しするという役目を与あたえられたのだ。

　竜は慈じ悲ひ知らずの戦いくさの将、山河に生じる悪あつ鬼きを退け、海から目覚める水み鹿か神がみを嚙かみ殺す。

　粗そ暴ぼうであり残ざん虐ぎやくでもあるという。そしてひどく大きく醜みにくいのだという。胴どうは蛇へび、全身に[image: 鱗]うろこが生えており、鞭むちのような髭ひげを持つ。怪かい鳥ちようのような足と角も持つ。

　一歩違えば悪神へ変ずる恐おそれのある凶きよう暴ぼうな竜を、かつては鎮しずめる巫かんなぎがいたというが、いまの世では聞いたことがない。

　だから天上人は、竜を崇すう拝はいする一方で忌き避ひの念を抱いだき、無位の里人に世話を押しつけようとする。なにしろ里人は掃はいて捨てるほど存在する。

　里人にとっては天の都で暮らすだけでも相当の負担となる。天と地では大気の層が異なるため、変調をきたしやすい。だがいまは、この長衣から薫かおる上品な香のおかげか、さほど息苦しさを感じずにすんでいる。

「おまえを選んだ俺が恨めしいか？」

　貴人は扇を下ろし、陶とう器きのような白い頰を歪ゆがめて尋たずねる。嘲あざけっているようにも、苦く悩のうしているようにも見えた。

「里人は脆ぜい弱じやくにすぎる。おまえはそのなかでもとくにか弱いのだろうな？」

　先ほど咳せきこみ、身を震ふるわせていたせいで完全に誤解されている。

　だが病弱と判断されたおかげで冶や古こに選ばれたのだ。それなら誤解を解かないままでいたほうがいいのではないか？　答えあぐねているうちに、貴人が眉み間けんに皺しわを寄せる。

「か弱くて、どうせ瞬またたく間に死ぬのなら、いいだろう。身寄りもないと言っていたな」

「はい。でも、私は丈じよう夫ぶですので、貴とうとい方のもとで長くお仕えできればと願っております」

　すぐに散る命だから新しい冶古を探そう、などと思われても困る。

「丈夫？　おまえのどこが？」

　貴人は苛いらついたように低い声で言うと、突とつ然ぜん紗良の手首を摑つかみ、身を引き寄せた。

「恐ろしいほど瘦やせ細っているくせに。なんだこの枝のような頼たよりない手首は？　まこと骨の代わりに枝でも入っているのか？」

「!?」

　貴人も驚いている様子だったが、紗良のほうが動どう揺ようが激しい。

　──美しさが神こう々ごうしい領域に入っている……！

　目が眩くらんだ。真珠のような肌はだとはこのことか。髪かみはつやつや、睫まつ毛げもみっしりと長く、潤うるむ瞳ひとみに悩なやましげな影かげを作っている。わりと厚めの唇くちびるは桜の花びらを撫でつけたように淡あわい色をしている。少し前に村の市で見かけた絵巻物の天てん女によを思い出す。その絵巻から飛び出してきたと言われたら、素す直なおに信じてしまいそうだ。なよなよとしているわけではないし、態度も口調も常に威い圧あつ的なのだが、全体的にきらきらしい。まさに眉び目もく端たん整せいという言葉が当てはまる。

「女めの童わらわよりも小さいぞ」

　これではろくに働けないと改めて感じたのか、貴人はその秀しゆう麗れいな顔に懸け念ねんの色を滲にじませた。

「神か奴め冶や古この労働の過か酷こくさを教えてやる。ただ四宮に住む竜の世話をするだけではない。肝かん要ようなのは禊みそぎの仕事だ」

「禊……」

「竜は怪を食す。だが食くらうたび身に穢けがれがまとわりつく。その穢れを削そぎ落とさねば神たる力が遠のいてしまう。祈き禱とうなどでは取り除けぬ」

「……岩の苔こけを落とす感じでしょうか？」

「苔!?」

　貴人は衝しよう撃げきを受けている。国の守護を司つかさどる竜りゆう神じんに対し、さすがに苔というたとえはまずかったか。紗良は慌あわてて言い添そえる。

「兎うさぎの毛皮を剝はがす感じのほうが近いでしょうか」

「毛皮！」

　貴人は宝玉みたいな目を限界まで見開き、掠かすれた声を発した。もっと衝撃を受けたようだ。

「なんたる野や蛮ばん。おまえは穢れどころか竜の[image: 鱗]までも剝がすつもりなのか？」

「[image: 鱗]……あっ、じゃあ魚の[image: 鱗]取りというほうが……？」
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　次し第だいに貴人の表情が硬かたくなってくる。あまりにもたとえに品がないと思われたのかもしれない。だが、その日その日を生きることで精せい一いつ杯ぱいな地上人に、花香かおるような美しい表現を期待されても困る。

「不ふ遜そんにすぎる。俺に向かってよくもそのような口を利きく」

　怒おこらせたかと紗良は緊きん張ちようする。高貴な人間との会話なんてはじめてだ。なにを言えば気に入ってもらえるのか、本当にわからない。

「わずかに力をこめるだけでおまえの腕うでなど砕くだけ散るぞ」

　貴人は不快さを隠かくさぬ口調で吐き捨てると、紗良の手首を摑んだままの指に力をこめた。

　痛い、と声を上げようとして、喉のどに呼気が引っかかり、盛大に咳きこんでしまう。

　紗良は青ざめながら自分の口を片手で覆おおう。この貴人は紗良を病弱だと思いこんでいる。病の気を吹ふきかけようとしたなどと誤解されてはたまらない。

「愚ぐ劣れつな上に騒そう々ぞうしい。俺は神なる身。里人ごときが近づける者ではない、頭を下げぬか」

　貴人にいきなり頭を摑まれた。打ちよう擲ちやくでもされるのかとぎゅっと身を縮める。

　──が、違ちがった。

　紗良は目を瞬かせる。確かに頭は下げた……力ずくで下げられた。

　──でもこれって膝ひざ枕まくらになってない？

　もしかして貴人は気づいていないのだろうか。

　あなたの膝の上に私の頭が乗っているんですけれども……。

　戸と惑まどいが強まる。黙だまっているのも後ろめたく、「あの」と起き上がろうとすれば、片手でぐっと頭を押さえつけられる。

「目め障ざわりだ。沈しずんでいろ」

　貴人にとっては鬱うつ陶とうしい里人を床ゆかに平へい伏ふくさせた感覚なのかもしれないが、現実はどう見ても膝枕。むしろ紗良は楽な体勢で侍はべっている状態に等しい。

「ああ、この髪はなんだ？　ごわごわする。女のものではない」

　上から貴人の絶望した声が降ってくる。

　ごわごわしていて当然だ、ずっと海に潜もぐっていたのだから。

「この感かん触しよくは……藪やぶを搔かき分けているかのような……、葦あしが絡からまっているかのような……」

　貴人の口調が次第になにかを見み極きわめんとするような集中したものに変わってきている。それがちょっとおかしい。

　そんなに私の髪って硬いの、と少しばかり情けない気持ちにもなるが。

　放ほうられる言葉も態度も心が霜しもげそうになるほど冷たいのに、紗良の髪の感触を確かめる手はずいぶん優やさしい。かわいがられているかのような錯さつ覚かくを起こしてしまう。

　紗良は人に触ふれられるのが好きだ。秋の足音が聞こえる頃ころには紗和子や親しい女たちと獣けものの子のように身を寄せ合って暖を取る。彼女らの張りのある肌やあたたかな吐と息いき、かすかに立ちのぼる甘い汗あせの匂においに、身も心もぬくぬくとなるのだ。

　天上人も、同じなのだろうか。

　これから天てん都とで冶古となる。まだ信じられない。もしかしたら本当は漁の途と中ちゆうで人魚にでも惑まどわされ、射ぬ干ば玉たまを溶とかしたような黒い海の底でとっくに死んでいるのかもしれない。そして泡沫うたかたの夢を見ているのか。ぎこちなく頭を撫なでる貴人の手も、薫る香こうも、車輪を軋きしませながらきらきらした黄金の月光路をのぼる神か車ぐるまも、すべて幻まぼろし。この世は露つゆの世あかず降るは涙なみだ雨あめ、もみちもつゆに濡ぬれにけりと、村に流れてきた目の見えぬ流浪人が朗々、歌っていたのを思い出す。

　──結局、十二天門のひとつに到とう着ちやくするまで紗良は膝枕をされ続けた。
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　紫むらさき藍あい青水白緑黄桃もも橙だいだい赤茶黒と、榔月府の天門はそれぞれの色で区分されている。

　このうち桃とう天てん門もんの大路のみが帝みかどのおられる中央の図京に通じている。他ほかの路みちは迷めい路ろのように入り組んでおり、最終的には小山や池、田畑などに行き当たる。

　不意の敵てき襲しゆうを想定してこういった蜘蛛くもの巣を連想させる複雑な路を巡めぐらせているが、帝てい都と並びに官庁においては地の裏側に存在する異国の法制が様々な面での基底となっている。

　噂うわさでは、そこは千年続く、平らかなる安あん寧ねいの世の国なのだとか。里人の紗良にとっては異国もこの榔月府も全部、派手やかな絵巻物語のうちに存在する幻げん影えいの世界にすぎない。

　──そのはずだったのに。

　現在、迎むかえの神車と官かん吏りが並ぶ桃天門を前にして、紗良は茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態だった。

　ここで車を替かえるため、一いつ旦たん降りたのだが、それどころではない。

　──これは山じゃないの？　本当に門なの？

　腰こしを抜ぬかしそうになるほど巨きよ大だいな桃色の門が聳そびえている。篝かがり火びに浮うかぶその門は、地の社にあった鳥居と同様の造りだ。二本の主柱に支えられた反りのある笠かさ木ぎには辰たつの飾かざりが載のっている。扁へん額がくには『桃とう架か』の文字。袖そで柱ばしらの手前には天将の像が置かれ、一帯を睥へい睨げいしている。これも巨大で、夜ということも相まってか、いまにも動き出しそうな迫はく力りよくがある。

　それに、夜空に浮かぶ三日月が、とても近い。

「なにをしている」

　苛いら立だたしげな言葉とともに、ばさっと被衣かずきを放られて、紗良は我われに返った。

　狩かり衣ぎぬ姿の官吏と対話していた貴人がこちらを振ふり向き、軽く睨にらんでいる。借り物の長衣はさすがに着用したままじゃいけないだろうと思い、それを車箱のなかに置いてきたのだが、どうやら余計な気をまわしすぎたようだ。貴人はわざわざ官吏に被衣を用意させたらしい。

「見み窄すぼらしい姿を晒さらすな」

　言葉のきつさに少し胸が痛くなったが、それ以上にほっとした。

　被衣に身を隠すと、不思議とわずかに息苦しさが和やわらぐ。威い容ようを誇ほこる桃天門のほうに意識を奪うばわれていたが、地上とは異なる大気の薄うすさに知らず身が強こわ張ばっていたようだ。

「来い」

　貴人が不ふ機き嫌げんな顔つきで紗良に命じ、桃天門まで利用した神車よりやや小こ振ぶりの庇ひさし車ぐるまへ歩いていく。濡ぬれ羽ば色いろの屋形に優美な青紫の几き帳ちようがかけられた車だ。

　貴人のあとを追おうとして、葵あおいの狩衣姿の少年に鋭するどい視線を向けられる。

　年は十四、五か。紗良より若じやつ干かん下に見えるが、ずいぶん老ろう獪かいな雰ふん囲い気きがある。供ぐ奉ぶする車くるま副ぞいや舎人とねりというには年若すぎるし、なにより身なりが召めし使いのそれとは違う。

　気け圧おされた紗良が立ち止まると、少年はそのさまを冷ややかに一いち瞥べつし、貴人に恭うやうやしく声をかける。

「畏かしこき竜たつの神かみ由ゆ衣い王おうに、辰たつ弥み庁ちようの僕ぼくなる草、白しろ長ながの督かみが拝み奉たてまつりてここに奏す」

「その口上は聞き飽あきた。いいから本題に入れ」

「私に黙って勝手な行動をされては困ります」

　白長督と名乗った少年は慇いん懃ぎんな態度を崩くずさず、ずばずばと批判を口にした。

　これに動どう揺ようを見せたのは背後に控ひかえていた官吏たちだが、当人はどこ吹く風といったふてぶてしさ。振り向くこともなく、さらなる苦言を舌に乗せる。

「私は竜神の宮を取り仕切る長官です。こうも気まぐれに地上をふらふらされますと、いざというとき補ほ佐さしかねる」

「その程度のつまらぬ才なら迷わず退け」

「王、頑がん是ぜ無ないことをおっしゃるな。あなたの稚ち気きは時として変事を招くとわかっていらっしゃるでしょう」

　む、と貴人が──由衣王が顔をしかめ、袖で口元を隠す。

　紗良は彼らのやりとりを驚おどろきの目で見つめていた。

　由衣王？　まさか皇族だったのか。

　道理でこの気位の高さ。言われてみればうなずける。

　が、いくつか気になる言葉があった。たつのかみ。たつみちょう。ひょっとすると、皇族であり四竜りゆうに関かかわる神官でもあるという意味なのか。

「ともかくも。そちらの里人が秘ひ儀ぎにて召めした冶や古こですか。──ではここで私が預かり、確かに躾しつけましょう」

「よい」

「よいとは？」

「ひ弱な女だ。躾けるあいだにすぐに死ぬ。手間をかけるまでもない」

　由衣王の言葉に、白長督が値ね踏ぶみするような視線をこちらへさっと向けてくる。

「日々身を清めさせれば、少しは延命できますよ」

「それで幾いく月つきすごせると？」

　由衣王が、夜の色の瞳ひとみをじわりと細めて薄く笑う。顔かたちも端たん整せい、立ち振ふる舞まいも典てん雅がであることは間ま違ちがいないが、どこか人外じみた猛たけ々だけしい気配を感じてしまい、紗良はどきりとする。はじめは祟たたられまいとすばやく目を逸そらすも、ふたたびそろりと見てしまいたくなるような、抗あらがいがたい恐こわい魅み力りよくがある。

「たやすく散るなら、俺が好きにしても問題はあるまい」

「獣のごとく嬲なぶるおつもりですか」

「いつものこと」

「王の方々が側そばつきとなる神か奴め冶や古こをそうも虐しいたげられるから、彼らはなお病やみ、短命となるのですよ。ご自重くだされよ」

「腐くさるほど生まれ落ちる里人に敬意を払はらえとでも言うのか？　正気か。潰つぶれたのなら、また新たな蟻ありを捕つかまえてくればいいだけの話だろう」

「まことつむじ曲がりでいらっしゃる。そも、捕まえる気すらお持ちでない。本来なら数名、いや少なくとも十数名は召し抱かかえねば宮の手入れもままならぬというのに、王の方々は皆みな、今日まで秘儀などせぬと突つっぱねられた」

　白長督が片手で額を押さえ、嘆たん息そくする。

　由衣王のほうはと言えば、意地悪な顔をして扇おうぎを弄もてあそんでいる。

「どうしてそれほど秘儀を疎うとまれるのか」

「恨うらみがましい目をするな」

「恨みたくもなります。おかげでもう一年も、辰弥庁の官が冶古の真似まね事ごとをする始末」

「なるほど。宮人らが、おまえになんとかしてくれと泣きついたか。我らを恐おそろしい、煩わずらわしいと感じるなら放ほうっておけばよいものを」

「とんでもない。一人で衣ころもをあらためることもできぬでしょう」

「うるさい」

　話を聞いているうちに紗良は怒いかりやら悲しみやら寂さびしさやらに襲おそわれ、自然と頭が垂れた。一日でも長く生きて紗和子たちに災わざわいが訪おとずれないよう励はげむつもりだったが、こうまで人扱あつかいされないと、自分っていったいなんだろうと思えてくる。

　いや、ここで挫くじけてどうする。幾いく年とせもしぶとく生きて、やあ、すぐに死ぬと思いましたか残念でした！　とこの美しく酷こく薄はくな貴人たちに胸中で高らかに言い放ってやろう。

　身分の高さ低さは自分ではどうにもならない。だけど心の高さ低さは自分だけが変えられる。「蓮はすは泥どろに咲さく、おまえもそういう者になりなさい」と紗良を育ててくれた村の長老が言っていた。そうなりたいと思う。

　負けてなるものか、と自らを鼓こ舞ぶして顔を上げたとき、由衣王と視線がぶつかった。

「この鈍にぶい冶古はまだわかっておらぬ」

　由衣王は小首を傾かしげて笑えみを深めた。

「俺が竜だぞ」

　彼は大きな一歩で距きよ離りを詰つめると、被衣を扇の先でついとずらし、紗良の顔を覗のぞきこんだ。

「西の路みちの果て、宵よい霧ぎりの宮みやの竜神、由衣王。俺を見て、古いにしえの時めく榔ろう帝ていはこう感かん嘆たんした。これはゆえなき美しさであると。それから本ほん性しようを見てこう畏い怖ふした。これはゆえなき醜みにくさであると。反する由よしをまとうゆえに、こう呼ばれる」

　紗良は息を吞のむ。

「おまえは神の皮をかぶったおぞましい怪かい獣じゆうに侍はべるというわけだ」

　人への憎ぞう悪おを瞳に隠かくすこの貴人が、竜なのか。
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　紗さ良らは濡羽色の庇車に乗せられた。桃ももの木の垣かきを巡めぐらせた桃とう天てん門もんの大路を渡わたり、西へ曲がる。白天門の大路には白はく木もく蓮れんの垣、赤天門の大路には梅の垣というように植しよく栽さいされる種類が決まっているのだとか。なんにせよ、道々が季節の花木で溢あふれるのなら、まるで楽土のような都だ。あるがままに草花が月日を巡る山さん月げつ府ふとは、人が暮らす場所さえ違う。

　中央奥側に位置する大だい内だい裏りは一辺がおよそ百六十路。わずかに南北の路のほうが長く設計されている。（※一路＝十メートル）

　ちなみに、天てん都との路の整備は苑えん部ぶ庁ちようが指揮を執とっている。

　図と京きようには十二庁が存在する。先の苑部庁に、貢こう物もつの類たぐいを管理する隠おき蔵くら庁ちよう、軍を抱える褐かち部ぶ庁ちようなどだ。なかでも重要なのは禁きん裏りの政まつりごと全ぜん般ぱんを司つかさどる紀きの務つかさ庁ちよう、祭事関連を司る織しき部ぶ庁ちよう、宮中全般の采さい配はい権を持つ繚りよう部ぶ庁ちようだ。その他ほかに、竜神を祀まつる辰たつ弥み庁ちようが設けられている。こちらは司法を管かん轄かつする犀さい部ぶ庁ちようや陰おん陽みよう博士を抱える紀務庁などの干かん渉しようを受けつけない。宮中にありながら独立した令制として存在する。ただ、そうはいっても現実問題として、織部庁からの奏上を撥はね除のけることは不可能だ。宮中の神事に関わる要望にはやはり耳を貸すより他にない。

　庇車は、大内裏側へは向かわず、由ゆ衣い王おうの城がある宵よい霧ぎりの宮みやをまっすぐに目指している。彼に、慎つつしみを欠いた行こう為いはやめろと窘たしなめられたため、車箱から路の様子を確かめることもできない。だから紗良はおとなしく座っているのだが、由衣王からの視線が痛い。

　なぜこの方はこうも不ぶ躾しつけにじろじろと自分を見るのだろう。

　というよりもなぜまた同じ車に乗せたのだろう。

　臭くさい見み窄すぼらしい鈍いなどと、散々悪態をつかれている。よほどこちらの存在が気に食わないに違いない。不思議と老成した雰ふん囲い気きを持つあの白しろ長ながの督かみとの会話でも、それは明らかだ。

　だったら目の届く場所に置かなければいいのよ、と紗良は捻ひねくれた思いを抱いだく。

　だいたい予想はしていたが、まったく前ぜん途と多難である。きっとことあるごとに暴言なり体たい罰ばつなりが与あたえられるのだろう。天上人たちからの風当たりが強くてつらい、なんていうかわいい範はん囲いの苦痛ではすまなそうだ。いまからうんざりしてしまうが、とにかく目立たず、口答えせず、地に落ちる影かげのようにひっそりと生きるしかない。しかし粗そ末まつな扱いでいっこうにかまわない。心は、地上の里人たちに捧ささげてきた。じゅうぶんすばらしい日々をすごした。

　これから死ぬ瞬しゆん間かんまで灰色の日々が続いたとしても笑顔で耐たえ抜ぬける。

「……なにを考えている？」

　どこか警けい戒かい心しんをうかがわせる、刺とげ々とげしい口調で由衣王が問う。

　この身だけでは飽あきたらず、頭のなかの考えまでも全部差し出せというのだろうか。

「畏かしこき竜の方、恐おそれ多くもお答えします。図京があまりにも立派で美しく、天の皆みな様さまも月よ花よとたとえずにはいられぬほどに麗うるわしくていらっしゃるので、本当に私などに大役がつとまるのかと、我が身の卑ひ小しようさを嘆なげいていたところでございます」

「心にもない鬱うつ陶とうしい弁明はよせ」

　由衣王はぱちんと、閉じた扇で自分の腿ももを軽く打った。

「ああ、おまえもやはり退たい屈くつだ。世辞に虚きよ言げん、勘かん気きを恐れて顔色をうかがうばかり。だから里人などいらぬというのに」

　反論したくなる気持ちを殺して、ひとまず謝罪をしようと頭を下げかけたとき、急にがたっと庇ひさし車ぐるまが揺ゆれた。ごろごろと屋形のなかを転がってしまいそうな紗良の身を、由衣王が力強い腕うででさっと抱だきとめる。びっくりしながら由衣王の顔を見上げた直後に、庇車が停止する。

「何事だ」

　紗良を抱えながら、由衣王が外へと問う。すぐには返事がない。外がざわついている。

　由衣王は眉まゆ根ねを寄せると、「ここにいろ」と強い口調で言い捨ててすばやく几き帳ちようを開き、浅あさ沓ぐつさえ履はかずに出ていった。紗良はしばらくそわそわしていたが、好こう奇き心しんには勝てず、そっと几帳から顔を覗かせた。夜の刻、空気は生ぬるく、うっすらと霧きりがかかっている。

　──他の神か車ぐるまがとまってる。

　前方に、数台の神車が見える。が、どうも様子がおかしい。

　こちらの屋形を引く黄金の虎とら──羽う羽ば獅しという、天上人のみが所有できる天の獣けもの──も警けい戒かいするようにひっきりなしに尾おを振ふっている。手前の神車をじっと見つめ、紗良は悲鳴を飲みこんだ。前まえ簾すだれの部分におどろおどろしい大きな女の顔が浮うかんでいる。屋形から、大女がぬうっと顔を突き出しているような感じだ。幻まぼろしか、それともあたりに漂ただよう霧が物の怪けのように見せているのかと何度も瞬まばたきをして確かめたが、やはり女の顔で間ま違ちがいなかった。ぎょろぎょろと目玉が動いている。その動きに合わせて、面おも輪わを包む乱れ髪がみもぬらぬらと蠢うごめいていた。

「朧おぼろ車ぐるまか？　陰陽師はなにをしている」

　由衣王の声が耳に届く。視線を巡らせば、朧車と呼ばれた怪あやしい乗り物の横に、由衣王が立っている。彼のそばには松明たいまつを持つ官かん吏りや羽う羽ば獅し童どう子じ、白長督、それに見知らぬ長身の貴人が二人いた。羽羽獅童子とは、羽羽獅を恙つつがなく歩ませる者のことだ。

　紗良は、ぽかんとした。はじめて目にするその貴人たちが、由衣王に引けを取らぬほど姿が美しかったからだ。一人は女のように髪が長いが、なんとも独特な色合いだった。肘ひじのあたりまでは赤あか菊ぎくのように鮮あざやかだが、そこから下は徐じよ々じよに薄うすまり、下部は雪のように白くなっている。両耳の位置に、髪と同化しそうな赤菊の花と色いろ濃こい緑の葉の飾かざりをつけていた。衣は卯うつ木ぎの袍ほう、重ねは若葉色。武官のような出いで立ちではないのに、なぜか片手に太刀たちを持っている。

　その貴人はこちらに背を向けて由衣王らと話をしているため、顔立ちまではわからない。

　もう一人の貴人は顔が見えた。柔やわらかな朽くち葉色をした短い髪。片目に前髪がかぶってしまっている。孔く雀じやくの羽と宝玉の耳みみ飾かざりをつけている。由衣王よりも多少年上に見えた。二十代後半だろうか。美び丈じよう夫ふという言葉があてはまりそうな彼が、一番背が高い。こちらの直衣のうしは萌もえ葱ぎの袍に下した襲がさねが薄うす紅こう梅ばいという風ふう雅がな色合いだった。なぜか彼も手に弓を持っている。

「──それでおまえたちは、朧車を追ってきたと？」

「仕方ないだろう、俺の宮で異形に変じた冶や古こだ──」

「まだこのあたりに──」

　なにやら深刻な表情で話しこんでいる彼らだったが、ふいに赤菊の色を持つ髪の貴人がこちらを振り向いた。酷薄そうな、婀あ娜だっぽい顔立ちの貴人だった。

　彼につられるようにして、隣となりに立つ朽ち葉色の髪の貴人も振り向いた。すっと通った鼻筋に色気のある厚めの唇くちびる。どこか飄ひよう然ぜんとした雰囲気を持っている。

　最後に由衣王も振り向いた。彼らは紗良と目が合うと、「あ」と驚おどろいたような表情を浮かべた。好奇心丸出しで覗のぞき見していたことに驚かれたのかと紗良は焦あせった。

　だがそうではないとすぐに悟さとる。紗良の背後──つまり後簾側から、がさごそと音が響ひびいた。誰だれかが屋形に入ってきたかのような。紗良は一瞬、息を吞のんだ。ぞわりと首筋が粟あわ立だつ。

　錯さつ覚かくなどではなく、背後から冷気のような不ふ吉きつな風がひゅうと流れこんでくる。覚かく悟ごを決めておずおずと振り向き、心底その行動を後こう悔かいする。弊へい衣いをまとった鬼き面めんの異形が、這はうようにして車箱に侵しん入にゆうしていた。からくりのようにぎくぎくとした不自然な動きだ。

「あ、あ……っ」

　地上では怨おん霊りようや悪鬼の類いと遭そう遇ぐうしたためしがない。忌いみ日は外へ出ないよう心がけているといった程度。もっと言うなら方かた忌いみなども貴人の文化であるため、紗良たち里人にはほぼ関係がない。天てん一いち神じんや金こん神じんがわざわざ地上になんか降りてこないだろう。

　里人にとって一番警戒すべき怪かいは、やはり水み鹿か神がみなのだ。

　鬼面の異形が獣のような唸うなり声を上げてこちらに腕を伸のばしてきた。紗良は全身を石のように硬かたくし、はくはくと口を開けた。恐きよう怖ふで悲鳴すら上げられない。濁にごった目玉、太い角、耳まで引き裂さかれた口。青白い肌はだには黒い染しみが浮かび、斑まだら模様を作っている。

　異形に触ふれられる寸前、紗良は自分を奮い立たせた。いつもの負けん気はどうしたのだ。怯おびえるばかりのか弱い女じゃないだろう、足を動かせ！　異形を外へ蹴けり出せ！

「あ……っちへ行ってよ!!」

　声を絞しぼり出して必死に暴れる。無我夢中で異形を蹴り、その腕を叩たたく。

　が、異形はものともしない。紗良の攻こう撃げきは異形を怯ひるませるどころか、逆に怒いかりを植えつけたようだ。恐おそろしい力でこちらの足首を摑つかみ、後簾から引きずり出そうとする。

　紗良は床ゆかに指を立てて抵てい抗こうした。袖そでがめくれ、肘や手首が床をこする。そこにびりっと痛みが走った。腕の下に入った髪も一いつ緒しよにこすってしまい、ちぎれそうになる。

「や……っ」

　この異形に食い殺されるのではないか。そんな妄もう想そうが膨ふくらみ、涙なみだが滲にじんだときだ。

　突とつ然ぜん、ぎゃあああという悲鳴が車箱内に響いた。慌あわてて鬼面の異形のほうへ顔を向ける。

　その瞬間、全身が凍こおりついた。鬼面の頭部になにかがぶすりと突つき刺ささっていた。いや、誰かが外から箱車内に上半身を入れ、異形の頭部に素す手でで弓矢を突き刺していたのだ。

「えっ……、え、え」

　油あぶ瑚ごのあかりがその人物の顔を映し出す。

　見み惚ほれていいのかひたすら怖こわがるべきか、紗良はもうわからなくなってきた。というのも、その人物も由衣王たちのように際きわ立だって美しい顔立ちをしていたのだ。年の頃ころは二十前後。愁うれいを含ふくんでいるような青い瞳ひとみ。色白で線が細く、中性的な雰囲気を持っている。髪は露つゆ草くさ色だ。横に流した長めの前髪が、優やさしく顔の輪りん郭かくを包んでいる。だが、後ろ髪はかなり長いようだった。後部でひとつにまとめており、それが肩かたにかかって胸側に垂れ落ちていた。豪ごう奢しやな螺ら鈿でんの髪かみ飾かざりを耳の上につけている。衣ころもは撫子なでしこの色の袍、その下に青磁の色を着ている。

　紗良と目が合うと、その貴人はにこっと親しげに微笑ほほえんだ。異形の頭部に刺した弓矢を握にぎった状態で。

　おののく紗良から視線を外すと、彼は繊せん細さいな容よう貌ぼうを裏切る残ざん酷こくな行動に出た。

　鬼面の異形のざんばら髪を無造作に引っ摑み、ぶちりと首をねじ切ったのだ。

「──」

　叫さけぶ前に、背後から腕が伸びてきて、紗良の腰こしを摑む。抵抗する間もなく前側の几帳から外へと出される。浮ふ遊ゆう感かんに、ひっと喉のどの奥が震ふるえた。誰かに抱かかえ上げられる。紗良は身を仰のけ反らせ、手足をばたつかせて抵抗した。新たな異形に捕とらわれたと誤解したのだ。

「なにもせぬ、暴れるな」

　叱しつ責せきの声が耳元で響く。涙目でうかがえば、こちらを睨にらみ下ろしているのは由衣王だった。

　震える息をこくりと飲み下し、なんとか冷静さを取り戻もどす。彼が自分を車箱から引っぱり出して抱き上げたのだと理解する。が、納なつ得とくできたからといって、恐怖が消えるわけではない。

　硬こう直ちよくする紗良を抱き上げたまま彼は神車から離はなれると、呆あきれた顔でこちらを眺ながめている白長督のほうへ近づいた。その途と中ちゆう、ぎゃあああ、とふたたび悲鳴が響き渡わたり、紗良はとっさに由衣王の首にしがみついた。

「なに？　今度はなんなの!?」

「落ち着け。手出しはさせぬ」

　そう言われても、この状じよう況きようで落ち着けるはずがない。紗良はあちこちに視線を走らせた。恐怖が波のように全身を覆おおう。桃ももの木が並ぶ大路に、車箱に侵入していた鬼面の異形の仲間がいる。それを、赤菊の髪の貴人と、朽ち葉色の髪の貴人がそれぞれ手にしていた武器で退治していた。ついでといった様子で朧車もさっくり切り捨てている。

　次々と上がる怪の悲鳴に、神車のまわりを右往左往していた官吏たちが飛び上がった。

　紗良も由衣王にしがみつく腕に力をこめた。このとき由衣王がぽんぽんと宥なだめるように背を叩いてくれたのだが、衝しよう撃げきの光景に意識を取られてそれに気づかなかった。

　──なっ、なにあれ!?　天てん都とって怨霊や鬼おにがうじゃうじゃいるの？　天都怖い！

「どうやらすべて仕留めたようで」

　と言ってこちらに歩み寄ってきたのは、柔にゆう和わな笑えみを見せる露草色の髪の貴人だが──片手に、矢が突き刺さったままの異形の首をぶら下げている。

　由衣王の腕のなかにいることも忘れ、紗良は引きつった顔で逃にげ出そうともがいた。転がり落ちる前に、由衣王が慌てて紗良を抱え直す。

「暴れるなと言ったろう！」

　震えがとまらない。異形そのものより、微笑みながら首を持ってくるこの貴人のほうがよほど恐ろしい。

「王の方々にお頼たのみ申し上げる。もう少し穏おん便びんに片をつけてはくださらないか」

　白長督が疲ひ労ろうの滲む表情で言った。

「この場で竜りゆう化せず、人の姿のまま仕留めたのだから、じゅうぶん穏便と言えるのでは？」

　由衣王は紗良をしっかり抱だきかかえると、突き放すように言った。白長督が重い息を落とす。

「三王の方々は朧おぼろ車ぐるまを追いまわされたのでしょう？　道理で図京内の気が荒あれている」

「道々に桃を植えた程度で邪じやのすべてを退けられるとでも？　内から生じる鬼にはなんの効力も持たぬ。百鬼を逃のがす陰おん陽みよう師じの怠たい慢まんをまず責めるべきでは？」

　由衣王は、ぞっとするような冷れい酷こくな声こわ音ねで応おう酬しゆうする。

「まあ、もとを正せば、我われら竜の咎とがとも言えますが」

　露草色の髪の貴人が優しく笑いながら口を挟はさむ。我ら竜という言葉に紗良は、はっとする。

　由衣王はさらに冷ややかな顔を見せると、露草色の髪の貴人を睨んだ。

「小こ瑠る王おう、余計な言を垂れ流す前に、その首をなんとかしないか」

「ああ、これ？」

　淡あわい色の睫まつ毛げに彩いろどられた青い瞳が、自身の手に提さげられている首へと向かう。だが、ふっと彼の視線がこちらへ動く。

「ところで由衣、その娘むすめは？」

「……こたびの冶古だ」

　由衣王が苦々しい表情で答える。

「里人ですか。見るからに薄うす汚よごれていますねえ」

　小瑠王、と呼ばれた露草色の貴人が苦く笑しようする。

　恐怖一色だった胸のなかに、じわりと暗い感情が滲む。この貴人も、里人を見下すのか。

　足音が近づいてきた。異形の群れを始末し終えた貴人二人がこちらへ戻ってきたのだ。

「なんだ、やっぱり冶古を連れてきたのか？　どうせすぐに死ぬのに」

　赤あか菊ぎくの貴人が紗良のほうにひょいと顔を近づけ、にんまり笑う。

「これはまた、とりわけ貧相な里人だな」

　朽くち葉色の貴人は面めん倒どうそうにこちらを一いち瞥べつする。

　──この方も同じなの？

　恐怖や怒り、悲しみと、様々な感情が鞠まりのようにあちこちへ跳はねる。目立たず生きねばと自分に誓ちかったばかりなのに反発したくなる。

「多た々た王おう、月つき時じ王おうも、里人をからかうのはおやめください」

　白長督が口角を下げて小言を言う。

　その彼を、多々王と呼ばれた赤菊の貴人が斜ななめに見下ろし、鼻で笑った。

「からかってなどいない。事実だろ？」

「そうであろうと、これは罪なき者です。多少は慈じ悲ひを見せるものでしょう」

「ははっ、おまえは慈悲という名の虚きよ言げんを吐はけというのか、ばからしくて愉ゆ快かいだな」

　多々王は、髪と同じ真っ赤な色の瞳を紗良に向ける。

「新たな冶や古こよ、おまえはどちらがお好みだ？　生ぬるい噓うそか、厳しい真実か」

「……お、恐おそれ多くも申し上げます、竜の方」

　小瑠王が先ほど、我ら竜と口にしていた。由衣王と比ひ肩けんするその美しさで容易に想像がつく。この多々王や月時王もまた、四の宮の主たる竜に違ちがいない。

「どんなときも真実を望みます。私たち里人はつまらぬ身、ですが心までつまらぬものとなってしまえば加護をくださる地の神々に申し訳が立ちません。ゆえに、心を強くし、その厳しさに打ち勝ちたいと存じます」

「心構えは立派なことだ」

　多々王は、紗良の言葉をかけらも信じていないような冷め切った微笑を浮うかべる。

「まあ大たい抵ていは、死期が近いと悟さとれば心も歪ゆがむぞ。これのように」

　彼の視線が、小瑠王の持つ異形の生首へと向かう。小瑠王は虫一匹ぴきの命さえ惜おしむような儚はかなげな表情を見せながら、その生首をいきなり紗良の顔に近づけた。全身が総毛立つ。

「これがなにかわかります？」

　小瑠王が甘えるような声で問う。この貴人が一番苦手かもしれない。

「悪あつ鬼き、とか……？」

　震えながらも答えると、竜の王たちは一いつ斉せいに笑った。

「確かに、ある意味悪鬼ですね」

　小瑠王は、つん、と生首の頰ほおを指先でつついた。その指で、今度は紗良の頰もつつく。

「これね、あなたと同じ神か奴め冶や古こだったんですよ」

「──神奴冶古」

「うん、そうです。あなたの前に、我ら竜に仕えていた冶古」

　繊細な美び貌ぼうの小瑠王から生首へ、ゆっくりと視線を動かす。冷たい手で背中をすうっと撫なでられたような心地ここちになる。この首が……異形の者が冶古。なぜこんな姿に？

「一年ほど前になります。穢けがれと恨うらみつらみを身に抱えすぎて、ついに果てたのですが、ある日その屍しかばねが行方知れずとなりました。ところが今こ宵よい、なんの前まえ触ぶれもなく出現した。朧車の怨おん念ねんに取りこまれ、本格的に鬼と化したようで。ああ、朧車とは、榔ろう帝ていの寵ちようを争う女たちの恨みが形をなした怪かいですよ。大きな害はないのですが、遭そう遇ぐうした者の精気を奪うばうので、注意して」

　紗良は混乱しながらも、小瑠王の話を必死に咀そ嚼しやくする。

　するとこの生首は──近い未来の、自分の姿？

「差し上げましょうか？」

　小瑠王が生首を軽く振ふる。紗良は胸が悪くなってきた。きっと嫌いやがらせに違いないが、それにしたってあんまりじゃないだろうか。里人には感情すらないとでも思っているのか。

　答える気力もなくなり、俯うつむきかけたとき、突とつ如じよ、ごぽっと生首が呻うめいた。仰ぎよう天てんする紗良に向かって、生首が真っ黒い塊かたまりを吐き出す。紗良は目を剝むき、肩にへばりついたぬるつくその塊を放ほうり投げようとした。だが、ふと動きをとめる。あたたかい──生きている？　それに、翼つばさがある。全身を覆う粘ねばついた真っ黒い液体のせいで、翼を広げられないでいるようだ。

「あっ」

　これは烏からすだ。一いつ瞬しゆん、濁にごった瞳ひとみが紗良を捉とらえた。苦しそうだった。悲しそうにも思えたし、なにかを訴うつたえかけているようにも思えた。よく見ると、紙こ縒よりが身に巻きついている。

　液体が原因というより、この紙縒りに縛しばられているため動けずにいるようだ。

「なんと。これはいけません」

　小瑠王が慌あわてたように生首を放り捨て、烏に手を伸のばそうとした。紗良は自分でもなぜそうしたかわからないが、ぎゅっと烏を抱かかえこみ、彼から庇かばった。

「穢れが形を持ったのか？　それとも冶古が目についた獣けものを手当たり次し第だいに貪むさぼったか。──早く小瑠王に渡わたせ。おまえにも穢れが移るぞ」

　由衣王が叱しかるような声で言う。ふたたび小瑠王が手を伸ばしてきた。

　紗良はとっさに身をよじった。由衣王の腕うでから転がり落ちたが、なんとか烏は手放さずにすんだ。急いで数歩、彼らから距きよ離りを取る。

「こら」

　由衣王が険しい顔をして腕を摑つかもうとする。紗良はうろうろしたあと、呆気あつけに取られている月時王の後ろに逃げた。「うん？」と月時王が困こん惑わくした様子で振り向く。

「──この子は、生きているようですので、どうか殺せつ生しようは」

「生きる、の境界とはなんだ？」

　由衣王が、刺さすような視線をこちらに向ける。紗良の盾たて状態になっている月時王が両手をひらひらさせて、「俺を巻きこむな……」とぼやく。

「果たして、恨みつらみを抱えた怪は、生き物か？」

「それは……」

「可哀かわい想そうな物の怪けは、同情心で生きていることにするのか。では悪あしき怪は？　いや、そもそも誰だれにとっての悪だ。人か。神か。怪か、それとも里人か、天上人か」

　ぐっと紗良は息を詰つめる。明快な線引きは、自分のなかに存在しない。

「学なき私に条理はわからず、ただ自身の感じるままにこのつれなき世を見つめるばかりです。それしか、物事の行方を知る方法がありません」

「わからぬと安易に嘆なげくなら、わかる者に渡せ」

　由衣王が大きく一歩を踏ふみ出し、月時王の背に隠かくれる紗良を覗のぞきこむ。紗良は首を左右に振った。

「この命を、蓮はすのようだと思ったんです」

「なに？」

「泥どろから懸けん命めいに顔を出そうとする命だと。そんな気がしました。……きっとしっかり洗えば穢れも落ちると思います。ですのでどうか」

「確かにこれは生きていますね」

　真横から響ひびいた声に、紗良はどきっとした。いつの間にか忍しのび寄ってきていた白長督が、興味深そうに紗良の腕のなかにある鳥を見つめる。

「救う価値があるかはわかりませんが……、おや、紙縒りが……これは呪じゆ術じゆつ？　どこぞの陰おん陽みよう師じの式か？　調べてみますか。どれ、私に寄よ越こしなさ──」

　白長督の言葉の途と中ちゆうで、由衣王が不愉快極きわまりなしといった表情を浮かべながらも紗良の肩かたを自身のほうへ引き寄せる。

「よい。これがもしも怨おんの塊であれば、俺のそばにあるほうが始末しやすい」

「なりません。もしも陰陽師の式であった場合、始末すれば穢れが返ってしまう恐おそれがあります」

「だから？」

「陰陽師は紀務庁に属する者。いがみ合うのは得策ではありません」

「俺に言うな。あちらのほうこそ争っても利にならぬとわかっているだろうよ」

「そうであってもです。人の心は移りやすいのですよ。波風は立てぬほうがよい」

「知らず立つのが波というもの。風に吹ふくなと命じても聞き届けられるはずもなし」

「王、戯ざれ言ごとは……」

　言い合う二人を交こう互ごに見て、紗良はめまぐるしく考える。どうにかしないと。竜りゆうたちにこの命を渡せば始末される可能性が高い。白長督に預けたところで結果は変わらない気がする。

　──とりあえず、この紙縒りが問題なの？　手で簡単に取れそうだけど。

　紗良には術の怖こわさがよくわからない。思い切って紙縒りを引きちぎる。こちらを注視していたらしい小瑠王と多々王が、「おお」と吞気のんきな驚おどろきの声を上げる。その反応で由衣王たちも紗良の行動に気づき、ぎょっとした顔をする。
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　烏を染めていた真っ黒い液体がざあっと周囲に広がった。塵ちり芥あくたが強風に飛ばされたかのようだった。紗良はその穢れた息い吹ぶきをもろに顔に浴びた。こちらに手を伸ばす由衣王の姿が見えた。紗良の腕から飛び上がった烏の翼が白く変わっていく様子も。

　その直後、頭に布でもかぶせられたように視界が闇やみに覆おおわれ、紗良は気を失った。
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　子ねの刻、つまり日のまたぐ時刻。宵霧宮、桔き梗きようの里の釣つり殿どのにて。

　宮の主たる由衣王を除いた三竜が、そこで黙もく々もくと酒を[image: ]くみかわしている。朱しゆ漆うるしの高たか杯つきには瓜うりや桃ももなどのくだもの、それから餅へい餤だん、糫まがり餅もちいなどの菓か子しも用意されている。彼らのそばに女によ官かんや冶や古この姿は見えない。

　快い夜風が池の水面みなもをかすかに揺ゆらす。彼らは、池に浮うかぶ小島のほうへ気難しい表情を向けている。そこには見事な瘤こぶを持つ楓かえでの木がある。小島の近くに見える反り橋は、日の下なら優美な菖しよう蒲ぶ色とわかるが、夜も深まるこの時刻ではただ黒々とした輪りん郭かくを浮かばせるのみだ。

　秘ひ儀ぎの最中は強い煌きらめきを放っていた三日月も、終わればもとの慎つつましい輝かがやきに戻もどる。釣つり灯どう籠ろうの明かりだけでは手元を照らすには足りぬため、燭しよく台だいも板いた敷じきに並べている。

　人の子ならとうに夢路につく時間だが、竜たる彼らは夜のほうが活発になる。反面、朝に弱い。起き床しようが昼をすぎることも珍めずらしくない。基本的に彼らは人のように規則正しい睡すい眠みんを必要としないのだ。数日眠ねむらずとも問題はない。逆に丸一日微睡まどろむときもあるが、このあたりは竜の特性によって差が見られる。月時王と小瑠王は冬に調子がよく、多々王は夏に力を増す。

　由衣王に関してはどの季節もさほど体調に変化は見られず、単なる感情の部分で春を好むといった程度だが、朝より夜のほうが、能力が高まる。

　微び妙みような空気のなか、手燭を持った袿うちき姿の女によう房ぼうと由衣王が釣り殿に戻ってきた。

　この女房は白長督の使し役えきする式である。宮の家政の大半は彼が送りこんだ式たちが担になっている。思い出したように辰弥庁の官人が世話役として宮へ派は遣けんされることがあるが、ひと月持たずして皆みな、音を上げ、逃にげ帰る。なにせ竜たちは里人だろうが貴人だろうが関係なく、とにかく人という種を疎うとんじている。威い圧あつに難なん癖くせ、暴言が続けば官かん吏りの心も挫くじけて当然だ。直接的な暴行がないのがせめてもの救いか。白長督は苦肉の策で式を使い──というより先の督かみから式を駆く使しせよと忠告を受け、それに従っている状態だ。その督もまた先代から、先代もまた先々代から、といった調子で、長ちよう寿じゆである四竜の人ひと嫌ぎらいはなかなかに根が深い。おかげで辰弥庁の長官は、本家の陰陽師たちと並ぶほど呪術に精通しておらねば務まらない始末。しかし式だけではなにかと不都合も生じるため、機を見ては官吏を宮に送りこんでいるのだった。

「しばらくこちらへは近づくな。用があれば鈴すずを鳴らす」

　由衣王が酒の座に加わり冷然と命じると、式は微笑ほほえみを残して通廊を戻っていった。

　しばらく沈ちん黙もくがその場を支配する。

　式の姿が完全に見えなくなった頃ころ、多々王が無言で由衣王の杯さかずきに酒を注ついだ。

　それを一口飲み、由衣王は吐と息いきを漏もらす。

「──それで、里人の娘むすめはいまどこにいるんです？」

　小瑠王が座り直し、躊躇ためらいがちに問いかける。

「対たいの屋やに寝ねかせている」と由衣王は脇きよう息そくにゆったりともたれかかり、そのゆえなき美び貌ぼうに相応ふさわしい冷たい声で答える。

「驚きましたね。生首が吐はき出した生き物は天てん帝ていの使いたる白しろ烏がらす、瑞ずい鳥ちようでしょう」

　小瑠王は先刻の出来事を思い返すように遠くへ視線を投げた。

　今夜の儀ぎにて召めされた里人の娘が、穢けがれにまみれた鳥を縛ばくする紙こ縒よりをちぎった直後のことだ。鳥を覆っていた穢れが弾はじけ飛び、本来の優美な姿を取り戻したのだ。

　白い翼つばさに赤い嘴くちばし、黒と極ごく彩さい色しきの長い尾お羽ばね。体長は通常の烏と変わらないが、その特とく徴ちよう的な尾羽こそが瑞鳥の証あかしだった。総じて白きものは神の気をまとう。豊けし空界に通ずる力を持つ。

　白烏もまた霊れい獣じゆうであり、極めて優すぐれたる者、または世を揺り動かす者のもとに降りてくる。

「しかし微妙なところだな。術で縛されていただろ？　ならあれは、里人のためじゃなくて、別の覇は者しやに寄り添そうために現れたものなんじゃないか？」

　多々王が唇くちびるの端はしについた酒を親指で拭ぬぐいながら、内に湧わいた疑念をこぼす。

「邪じや心しんを抱かかえる何者かが、それを阻そ止しすべく呪じゆ詛そしたのかもしれませんね」

「いや、待て。こうも考えられるぞ。榔ろう月げつ府ふに降りた白烏を、縁えん起ぎがよさそうだからとどこかの考えなしのばかが術を放って仕留めようとした、とも」

「本物の瑞ずい獣じゆうであるとは気づかずに、ですか」

「ああ」

　二人は意味深に視線をかわす。

　白き獣けものは縁起物、だから帝みかどや時の権力者に貢こう物もつとして差し出すといった行こう為いは珍しくない。皇后冊さく立りつの際にも紀務庁の監かん視しの下もと、鶴つるや鵠くぐいといった羽の白い鳥が必ず揃そろえられる。

「里人のために現れたという可能性もまだ捨てきれませんよ。占せんにて、いち早くそれに気づいた術師が横から掠かすめ取ろうと企たくらみ、あげく捕ほ縛ばくに失敗したのかもしれません」

「まあな」

　しかし、本物の瑞鳥が右う記きノの國くにに飛来するなどいったい何百年ぶりか。少なくとも既すでに二百を超こえる彼らの代では、ただの一度も現れていない。

「こうるさい白長督は、あれを瑞鳥だと察しただろうな」

　面めん倒どうそうに溜ため息いきを落としたのは、これまで聞いているのかいないのか判別しがたい表情で酒を飲んでいた月時王だ。彼の視線は、気け怠だるげな様子で俯うつむいている由衣王に向かっている。

「腐くさっても辰弥庁の長おさだからな。ま、他ほかのやつらはわかっていないようだったから、白長督さえ丸めこめばどうとでもなるだろ」

　行ぎよう儀ぎ悪わるく脇息に頰ほお杖づえをついて皮肉な笑いを漏らす多々王に、小瑠王が呆あきれた顔をする。

「多々王、たとえ暇ひま潰つぶしにはちょうどいいのだとしても、あまり彼をいじるのはおやめなさい。歴代の督と違ちがってあれはわりと融ゆう通ずうがきくのですから、ここで退官されては困ります」

「おまえが言うな。虫一匹ぴき殺せぬ顔をしておきながら、鬼おにの頭を宮の前に積み上げたくせに」

「若気の至りというもので」

「ふざけるな」

　多々王が笑った。そう詰なじる彼も先日、図京潜せん入にゆうを目もく論ろんでいた異国の密みつ偵ていを嬉き々きとしながら血祭りにあげている。似た者同士の二人なのである。

「それで、由衣。白烏は里人のもとにいるのか？」

　じゃれあう紅竜と碧へき竜りゆうを見て、月時王が苦く笑しようしながら由衣王に問う。

「……いる。あの里人からいっこうに離はなれようとせぬ」

「ふうん。なら仮にはじめは他の覇者のために降りたのだとしても、いまはあれを主あるじと定めたか？　だが恩義などで、天てん啓けいに等しい選定を捩ねじ曲げられるのか」

　瑞獣は基本、これと定めた者以外には目もくれない。高貴なる神竜であっても気を引くのは難しい。さらにいえば、この白烏は何者かによって呪詛されていた形けい跡せきがある。なおさら他者を受け入れようとしないだろう。尾羽の一部が黒いのも、おそらく瑞獣でありながら呪詛をしかけた者──つまり『人』に怨おん念ねんを抱いだいたことが原因だ。穢れが意識下に残ってしまっている。無理にあの里人から引き離せば、穢れが深まる。聖なるものが穢れると、空に凶きよう星せいを招く。しばらく静観すべきかと月時王は冷静に判断する。

　それにしても厄やつ介かいなことになったと、彼は重い感情を飲みこむ。

　よりによって竜の冶古に瑞鳥が懐なつくのか。賢かしこい白長督は、先の波乱を見通して不用意に事を荒あら立だてないよう口を噤つぐむに違いないが、果たしていつまで隠かくし通せるだろう。気位の高い竜たちを内だい裏りの上かん達だち部めはよく思っていない。神しん霊れいを重んじる皇族の目があるから、いまは竜たちに強きよう硬こうな態度を取らぬというだけだ。彼ら公く卿ぎようとてむろん神霊を崇あがめ奉たてまつることに不服はなく、祟たたりの恐おそろしさも、神と鬼は紙かみ一ひと重えであることも理解している。が、人とは短命ゆえに生き急ぐ。竜に対する畏い敬けいの念が薄うすまりつつある。従順に祀まつるのではなく、自らの利のために使役するものだと認にん識しきを変え始めているのがわかる。だから竜たちは自身が鬼き神しんに変じぬよう律するといった意味も含ふくめ、人に厳しく、つらく接することを常に心がけているのだが──。

「もうならぬ」

　ふいに由衣王が低い声で吐き捨てた。

　三竜の視線が彼に集まる。

「入にゆう水すいしたい」

　由衣王は、隙すきのない美貌にたっぷりの疲ひ労ろうと悲しみを湛たたえ、その場にぱたりと身を倒たおした。

「俺は、健けな気げな里人に対し、なんて非道な真似まねをしたのか……」

　横たわったまま袖そでで顔を覆おおい、嘆なげく。

「入水するしかない」

　悶もだえすぎて、脇息が向こうまで転がってしまっている。

　だが、彼の苦く悩のうを笑う竜はここに一人もいなかった。皆、陰いん鬱うつな顔で黙だまりこむ。

「月時、なぜ儀の前に『なるべく病弱な者か、身寄りのない者が冶や古こに決まればいい』などという余計な言葉を聞かせた」

　由衣王はがばりと袖から顔を上げ、月時王を責めた。冷れい酷こくな表情しか知らぬ官吏たちがもしもいまの彼の姿を見ていたら、「これは誰だれだ」と目を剝むいただろう。白い頰ほおは感情を映して上気しているし、普ふ段だんはきりりとしている宝玉のような瞳ひとみにもうっすらと涙なみだが滲にじんでいる。

「すぐ死ぬ定めの者のほうが世に未練を感じずにすむだろうし、俺たちも悩なやまずにすむ……と思った。おまえたちとて同感だろう？」

　月時王が気まずそうに目を逸そらして答える。

　──そう、彼ら竜は疑いようなく野や蛮ばんであり好戦的だ。それでいて気高く、美しい。

　竜もまた瑞鳥と同じく天帝の使い。やんごとなき戦いくさの神である。

　荒あら々あらしい性さがを持つのは当然と言える。

　だがその荒々しさゆえに──儚はかないものを大変好む。

　小さきもの、清らかなもの。奥ゆかしいもの。そういう、自分たちよりも圧あつ倒とう的にか弱い者が時々歯向かってくるところもまたおかしと感じている。

　つまるところ、彼ら竜は人たる種が愛らしくてならない。人々の存在を快く感じていなければ、わざわざ降臨してこの世を守護などしない。

　だからこそ彼らは思いもよらぬ事態にひどく傷ついている。冶古として自分たちに奉ほう仕しする里人が、その儚い命を散らすことを。あまつさえ恨うらみまで抱かれる。彼らの望む形ではない。人を守るために浴びる穢れが、結局人を殺すはめになる。

　かといって、ここですごすごと空界へ戻もどれば、折おり悪あしく擾じよう乱らんの期の最中にあるこの国が傾かたむきかねない。竜たちにとってはまさに踏ふんだり蹴けったりの状態だった。浮城乃国という建国時の名がその後の命運を決定づけたのだ。地を離れて宙に浮うく榔月府は、水面みなもに浮かぶ花びらのように不安定。国内の情勢の問題ではなく、凶事を招く運気のほうにひきずられやすい。ちょっとしたことで沈しずむ。思い切って山月府にでも遷せん都とすれば定めの航路を変えられるだろうが、ああまで里人を軽かろんじる天上人たちがいまの優ゆう雅がな暮らしを未練なく捨てられるはずがない。

　三竜は、憐あわれみの目を由衣王に向ける。

　この由衣王は誰より先に都へ降りた。そこで古いにしえの帝に手て酷ひどい洗礼を受け、由衣などと不ふ名めい誉よな名までつけられて屈くつ折せつしてしまったという過去がある。だが本来は、野蛮な戦神たる竜のなかでは珍めずらしく鷹おう揚ような性格で、身を犠ぎ牲せいにすることも厭いとわぬほど優やさしい心を持つ。人を愛めでることも、また愛でられることも大層好む。はじめに接した帝との相あい性しようが悪かったのだ。

「本当は、あの紗良という里人ではなく、別の娘むすめが冶古となるはずだったんだ」

　由衣王はふたたび突つっ伏ぷし、袖で顔を隠したままぼそぼそと悔かい恨こんの言葉を紡つむぐ。

「ところが紗良が、自分は身寄りがなく後あと腐くされがないからとその娘の代わりに名乗りをあげた。まこといじらしかった」

　彼の説明に、三竜が悩ましげな顔をした。彼らは、人のこういう健気さに極きわめて弱い。

「娘たちは、互たがいを庇かばい合った」

「やめろ」

　多々王が片手でこめかみを揉もみ、小さく唸うなった。

「俺は動転した。どうしてこの一いち途ずな者たちを無む慈じ悲ひな天てん都とへ連れていけようか。そう思い、暴言さえ口にして退けようとしたのに娘は引かぬ。あそこで許しなりなんなり請こえば、気に食わぬと適当に理由をつけて逃のがすこともできたろうに」

　切々と語られる内容に、とうとう多々王はその場にぱたりと仰あお向むけになった。普段はわざと軽けい薄はくな態度を取っているが、彼は誰より戦の神としての意識が強い。か弱い人が時々見せる勇ましさにぐっとくる。

「互いを守るために言い争う娘たちをなすすべなく見ているとき、月時の言葉を思い出したのだ。選ぶなら、なるべく病弱な者……」

　墓場から起き上がった生ける屍しかばねのような緩かん慢まんな動きで、由衣王がずるずると上体を起こす。月時王は闇やみに沈む反り橋のほうへ視線を逃にがした。余計なことを言わねばよかったと内心後こう悔かいする。

「二人の娘を見比べると、あきらかに紗良のほうが脆ぜい弱じやくな気がした。話の途と中ちゆうで咳せきこむし、寒さに身を震ふるわせてもいた。どうやら俺たちの車が地に降り立つまで海に潜もぐっていたようだ」

「あんな瘦やせ細った若い娘が夜の海にですか？　なぜ？」

「貝を集めていたようだ」

「貝？」

　小瑠王がぎょっとする。たとえばだが、榔月府に暮らすしとやかな姫ひめ君ぎみたちであれば、波に足をひたすといった行こう為いですら恐れるだろう。いや、姫君どころか召めし使いでさえ嫌いやがる。

「大だい丈じよう夫ぶですか、それ。すぐに死ぬのではありませんか？」

　小瑠王は心配そうに尋たずねる。二百歳超ごえだろうと、彼ら竜もやはり天上人同様、贅ぜいを尽つくした日々をすごしている。地上暮らしの過か酷こくさにはあまり詳くわしくない。

　そもそも彼らはあえて傲ごう慢まんに振ふる舞まい、冶古に選ばれた里人を徹てつ底ていして遠ざけてきた。儚い者たちに情を抱けば、その分、別れがつらくなると学んだからだ。

「月時が言っていた通り、すぐに死ぬなら、いいかと──」

　由衣王は袖で口元を隠し、打ち拉ひしがれたように視線を落とした。

「いつまでも震えがとまらぬ様子だったから、車に乗せたあとで衣ころもを渡わたした。……あの娘、噓うそのように手首が細かったぞ。わずかに力を入れただけで砕くだけ散りそうな脆もろさだ。抱き上げたときも、異様に軽かった。藁わらを持ち上げているかのようだった」

「そんなに」

　小瑠王が怖こわ々ごわとつぶやく。

　彼ら竜りゆうのなかで紗良が、吹ふけば飛んでいきそうなほど脆弱な娘に変へん換かんされているが、実際は違ちがう。ごく普ふ通つうの健康な里人である。病的というほど瘦せ細っているわけでもない。

「髪かみなど、一度も梳とかしたことがないような手て触ざわりだったぞ」

「なんだって？　櫛くしさえ持てぬほど貧しい娘なのか？」

　多々王までもおそるおそる尋ねる。「おそらく」と由衣王は沈ちん痛つうな面おも持もちでうなずいているが、もしも紗良がこの会話を聞いていたら間違いなく憤ふん慨がいしていただろう。

「衣も、襤ぼ褸ろ布ぬの以下というか、あんなに人前で肌はだを露ろ出しゆつする若い女など榔月府に一人もいないだろうな」

「噓だろ、まともな衣さえ持っていないのか。そこまで貧しい身でありながら、自分よりも他人の命を重んじていたって？　聖女かよ」

　単に磯いそ着ぎをまとっていただけだ。まったくもって見当違いな感想だったが、残念ながらそれを正しく指し摘てきできる者はいなかった。竜たちは短いあいだ、黙りこむ。

　とくに、紗良を連れてきた由衣王は猛もう烈れつな後悔の波に飲まれ、すっかり意い気き消しよう沈ちんしている。

　ふたたび口を開いたのは月時王だ。

「あの紗良という娘、やはり俺たちを見て怯おびえていたな」

「そりゃそうだろう。いままでだって、俺たちを恐おそれぬ里人なんかいなかった」

　多々王が顔をしかめる。それに由衣王が悩ましげな吐と息いきを漏もらす。

「車のなかで、俺も散々脅おどしたから」

　好かれて、縋すがられても困る。それに、こちらを化け物扱あつかいする相手に媚こびを売るつもりもない。竜たちは、密ひそかに人を愛でながらも、こういった複雑な感情を常に持て余している。

「ですが、なかなか芯しんの強い娘でしたね。なのにすぐに死ぬとは、哀あわれな定めです」

　残念そうに言う小瑠王に、多々王が目を吊つり上げた。

「思い出した！　小瑠王おまえ、わざわざ前の冶古の首を娘にやろうとしただろ。抜ぬけ駆がけしやがって。娘の機き嫌げんでも取るつもりだったか」

「言いがかりはやめてください。同じ地上生まれの者ですし、弔とむらってやりたいのではないかと思っただけですよ。でも、受け取ってもらえませんでした。なぜでしょう？」

「あのな、兄弟ならいざしらず、同じ里人というだけで首を押しつけられても困るだろうが」

「それもそうですね」

　小瑠王は納なつ得とくしたようにうなずいた。おそるべきことに彼は紗良に対して嫌がらせをするつもりなど毛頭なく、ただの純じゆん粋すいな親切心で、異形と化した元冶や古この首を渡そうとしていたのだった。誤解しないほうがおかしいという事実に、浮うき世離ばなれしたやんごとなき竜たちは誰も気づいていない。身を案じて口にした忠告も当然、紗良には正しく伝わっていなかった。

「学はないと恥はじらいながらも、慈悲深く利発な娘だったなあ」

　月時王がしみじみと言う。彼らのなかで、紗良の美化がとまらない。

「穢けがれを帯びた命さえも慈いつくしもうとしていたな。おのれのほうが死にそうだというのに。結局その見返りのない献けん身しんが、瑞ずい鳥ちようを救ったわけだ」

「俺はそんないたいけな娘に、どれほどの暴言を……。火の海に飛びこみたい」

　由衣王がたまらぬ様子でまた顔を覆おおい、身をくの字に折り曲げた。横たわったり悶もだえたりしたせいで花か挿ざしが曲がっているが、それに頓とん着ちやくする余よ裕ゆうもない。

「貧しく、ひ弱で、他者への慈悲を知る心優しき娘を、俺たちが間接的に殺すわけですね。これぞ無常です」

　小瑠王の余計な発言に、場の空気が一段と重くなった。

「おい、こうなったら長く苦しませないよう、いっそひと思いに命を奪うばってやったほうがよくないか？」

　多々王は真しん剣けんな顔で提案した。それもそうだな、と月時王が賛同する。めちゃくちゃだが、彼らは決して冗じよう談だんのつもりではない。

「──いや。今回は死なせぬ。そう決めた」

　由衣王が顔を上げ、毅き然ぜんと言い放った。

「じゃあどうするんだ」

「ほどよく虐しいたげて、地上に追い返すよう仕向ければいい」

　多々王の問いに、由衣王は凜り々りしい表情で答える。

「これまでの里人は身内への咎とがを恐れてか、逃とう亡ぼうなど考えようともせぬ者ばかりだった。だがあの娘は利口のようだ。虐げる合間に、それとなく羽う羽ば獅しに乗って地上へ逃げるよう誘ゆう導どうしてはどうか。ついでにあの白しろ烏がらすも。公く卿ぎようの目にとまる前に榔月府から出すことができるし、一石二鳥だろう？」

「ですがそうなると、また新しい冶古を召めし抱かかえるよう辰弥庁に催さい促そくされるだけでは？」

　小瑠王のもっともな疑問に、由衣王は微び笑しようを作る。

「なに、白長督には、すぐに娘が死んだと言えばいい。それから、あっさり死ぬ里人の顔など当分は見たくないと、少なくとも十年は言い続けてやろう」

　由衣王の物ぶつ騒そうかつ吞気のんきな提案に、三竜は、よしと、無言で杯さかずきを掲かかげた。

　彼らのどこかずれた企たくらみを、夜空の三日月が静かに見下ろしている。
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　──目を覚ました紗さ良らが宵よい霧ぎりの宮みやでまず行ったことといえば、食事に理り髪はつ、着き替がえなどだった。

　冶古として奉ほう仕しするはずが、なぜか紗良のほうがせっせと世話をされている。




　そもそも立派な御み帳ちよう台だいに寝ねかされていたことからして、おかしかったのだ。おまけに、首元にくっつくようにして珍めずらかな尾お羽ばねを持つ白烏が寝ている。

　白烏が紙こ縒よりで封ふうじられていたあの生き物の正体であることにはすぐ気づいたのだが、なぜ逃げようとせず紗良に寄り添そっているのだろう。白い動物は貢こう物もつとして重宝される。せっかく無事に生き延びたのにここで捕とらわれるのは、哀れだ。逃がそうと思って御帳台の外に押し出すも、白烏は帳とばりを潜っててくてくと戻もどってくる。何度かその攻こう防ぼうを繰くり返したのだが、しまいには紗良の単衣ひとえの端はしを嘴くちばしでくわえて離はなさなくなった。どうも恩義を感じているらしい。

　烏は利口な生き物なので、そういうこともあるのだろう。紗良はとうとう諦あきらめた。

　からす、からす、と呼ぶのもなんだか風ふ情ぜいがない。ひとまず白しろ羽ばと名づけ、膝ひざに乗せる。紗良の指を甘あま嚙がみして遊ぶ白羽を撫なでながら、どこの姫君の部屋に侵しん入にゆうしてしまったのだろうと怯えていると、帳がゆっくり開けられた。年の頃ころは十七、八か。位の高い姫君に仕えるような、髪の長い、袿うちき姿の女によう房ぼうが顔を見せる。固まる紗良に向かって彼女はあたたかく微笑ほほえんだ。

「お目覚めでございますか、よかった」

「あなたは……？」

　不法侵入と誤解される心配はなさそうだ。それなら、聞きたいことが色々ある。

　が、女房は柔やわらかな笑みで紗良の言葉を封じると、優やさしい仕草で手を取った。

「梨り乃のと申します。これから紗良様にお仕えしますので、なんでもお申しつけくださいね」

「はい？」

　紗良はぎょっとした。

「私に仕える……？　私が梨乃様にお仕えするのではなくて？」

「まあ」と梨乃は楽しげにころころと笑った。

「どうぞ梨乃と呼び捨ててくださいませ。私は、主あるじたる白しろ長ながの督かみの術にて生まれし式です。この宮に勤める使用人の大半が、私と同じ式なんですよ。主様は、竜りゆう神じん様を祀まつる辰たつ弥み庁ちようの長おさなのですが、大変聡そう明めいな方でいらっしゃる。陰おん陽みよう道どうにも通じておられるのです」

　梨乃はちょっと誇ほこらしげに胸を張った。

　一方の紗良は、状じよう況きようを把は握あくすることで精せい一いつ杯ぱいだ。陰陽師という存在はもちろん知っているが、実際に会ったことはない。紗良が知る術者といえば村の長老に法師、それに突とつ飛ぴな予言をわめき散らす胡う散さん臭くさい占せん者しやか、祭事のときに姿を見せる社の神かむ人びとくらいだ。漁村の者たちが呪じゆ詛その類たぐいで陰陽師の力を必要とするような事態など、まず起こり得ない。呪詛というのも、突つき詰つめてしまえば生活に余裕がある者の特権だと紗良は感じている。

　式、という存在も、どう捉とらえていいのかわからなかった。

　人のように見えるが、人ではないのか。

　贅ぜいと美をほしいままにしているような雅みやびやかな由ゆ衣い王おうたちも、人にあらざる者──竜なのだという。人でなくても命は命。根底は同じ？

　紗良の戸と惑まどいを察したのか、梨乃がおとなびた笑みを作る。

「紗良様、難しく考えることなんてないのですよ。お心で感じたことがすべてです」

　法師と問答しているような気持ちになってきた。紗良は軽く首を振ふり、話題を転じた。

「私は奴やつこにすぎません。神なる方に奉仕に来ました。どうかそのように扱ってください」

「ええ、紗良様」

　梨乃はにこにことうなずく。うまく伝わらなかったのかと紗良は悩なやんだ。それとも式とは、里人相手だろうと丁てい重ちように接するのか。誰だれが相手だろうと一いつ貫かんした態度を取る……人ではない者だからこそ、それが可能のような気がした。とりあえず話を先に進めたほうがいい。

「なぜ私はこんなに立派な場所で眠ねむっていたんでしょうか？　ここはいったい……？」

　紗良は慎しん重ちように尋たずねた。自分が犯おかした過あやまちでなくても咎を受ける恐れがある。

「紗良様をこちらへ運ばれたのは、由衣王──宵霧の君です。ええ、こちらは竜の方のお屋や敷しきのひとつで、東の対たいの屋やにあたります。宵霧の君は寝しん殿でんで休まれておりますよ。他ほかの竜神の方々は、別の寝殿をお使いです。いまは卯うの刻。竜神様方は皆みな、朝に弱くていらっしゃるので、目を覚まされるのは午うまの刻でしょうか」

「もう明け方なんですか！」

　そんなに眠っていたのか。

「梨乃様……梨乃さん、私はこちらでどんな仕事をしたらいいんでしょうか。お宮の清せい掃そうから始めたほうがいいですか？」

　紗良は慌あわてて腰こしを上げた。しかし梨乃は、ひらひらとした蝶ちようのような白い手で紗良の袖そでを引き、その場にふたたび座らせる。

「宵霧の君から、自然に目が覚めるまで紗良様を眠らせておくようにと言いつかっております。そちらの──白烏の穢れを浴びられて、昏こん倒とうされたからと。ですので、今日は無理をなさらずゆっくりなさいませ」

「えっ。でも仕事は」

「宵霧の君が起き床しようされたら、きっと紗良様をお呼びになると思います。ではまず、湯屋へ行きましょうか」

「はい」

　朝清めについて指導してくれるのだろう。そう納得し、立ち上がった梨乃のあとに続く。

　だが、そうじゃなかった。清掃の必要もないほど片づけられた湯屋で、悲鳴を上げる間もなく衣ころもを剝むかれ、てきぱきと身体からだを磨みがき上げられたのだ。その後も丁てい寧ねいに髪かみを整えてもらったり着替えをさせられたり顔作りをしたり餅もち菓が子しをもらったりと、至れり尽つくせりの奉仕を受ける。紗良は自分の身になにが起きているかわからずひたすら惚ほうけた。おかげで、広大な敷しき地ちに作られているお宮の構造や内装もまったく頭に入らない。

　しまいには、好こう奇き心しん旺おう盛せいな式の女たちにきゃわきゃわと取り囲まれ、気がつけば双六すごろく遊びに参加させられている。私はここへなにをしに来たんだっけ？　と紗良は賽子さいころを振りつつ自問した。浜はまで神か車ぐるまに乗せられる前、紗さ和わ子こに、神仕えの身になればきれいな衣や飾かざり物をもらえてお腹なかが膨ふくれるほど食べることもできるようになる、などと言い放ったが……あれはちっとも本気じゃなかったのだ。しかし、まさかそれがさっそく現実になろうとは誰が思うだろうか。

　紗良がいま着用しているのは、白地の水干。袖に向かって淡あわい牡ぼ丹たん色になっている。袴はかまはしっとりとした、奥から色が滲にじみ出てくるような深ふか緋ひ。懐ふところには長い房ふさの垂れた紅くれないの扇おうぎ、立たて烏え帽ぼ子しをかぶる代わりに鮮あざやかな組み紐ひもの髪飾りをつけている。女たちに櫛くしで丁寧にけずってもらった垂すい髪はつは艶つやを増し、肩かたから滑すべり落ちる様もなまめかしい。神仕えの白しら拍びよう子しの姿である。

　巫かんなぎは性を消すために男装、あるいは女装する。──里人が暮らす山さん月げつ府ふでは、男のなりをするのはだいたい、あそび女めと決まっていた。しかしここは花の匂におう浮うき島、榔ろう月げつ府ふだ。空界に近い分、神にも近い。古い習わしが生きている。

　用よう途とは不明だが、珊さん瑚ごと銀の紐ひもで彩いろどられた装そう飾しよく用の薙刀なぎなたも渡わたされた。自分の背せ丈たけよりも短い。それはいま、内うち法のり長押なげしにかけられてある。一応は皆に、神か奴め冶や古ことして認にん識しきされているらしい。ちなみに白羽はおとなしく紗良の肩に張りついている。この不思議な鳥は湯屋のなかにすら入ってきたのだ。

　花のように美しい式の女たちに囲まれて落ち着かない気持ちでいると、几き帳ちようが開かれ、新たな女が姿を見せる。

「紗良様、宵霧の君が呼んでおられるわ」

「あら、もうお起きに？　今日は早いのね」

　梨乃が目を丸くした。他の女たちが慌ただしく立ち上がり、「朝あさ餉げの支し度たくをしないと」「急ぎましょ」と口々に言って室へやから出ていく。紗良は気づいていないが、宮には水みず仕し女めがいない。人と同じ食事も取るが、竜神の主食は他にある。

　食事以外にも普ふ通つうの公く家げの住まいとは異なる部分が多いが、貴人の日常をろくに知らない紗良はその相そう違いをいくつも見み逃のがしてしまっている。

　梨乃の先導で渡わた殿どのを進み、寝殿へ急ぐ。中庭を確かめる余よ裕ゆうもない。廂ひさしの格こう子しは既すでに開けられている。梨乃が母おも屋やの内へ声こえ掛かけすると、「入れ」と不ふ機き嫌げんそうな答えが返ってくる。

　梨乃は、戸惑う紗良に目配せし、御み簾すを上げてしずしずと内へ入る。紗良もそれに続いた。

　気け怠だるげな単衣姿の宵霧の君、由衣王が片かた膝ひざを立ててしとねに座っている。

　夏の花々が咲さき乱れる屛びよう風ぶに螺ら鈿でん細工の二に階かい棚だな、厨ず子しなど、調度類はすべて贅を凝こらした一級品ばかりだ。粗そ相そうはできないと紗良は青ざめた。双六遊びをする前にしっかりと梨乃たちにお宮での作法を聞いておけばよかったと心底後こう悔かいする。

「梨乃、おまえはいい。下がれ」

　由衣王が横を向いて冷たく命じる。梨乃は困った顔をした。

「ですが……」

「下がれと言っている」

　紗良はもっと顔色を悪くした。梨乃がいないと、どうしていいかわからない。

　しばらく梨乃は由衣王の様子をうかがっていたが、諦あきらめたようにこちらを見た。

「渡殿に控ひかえておりますから」と宥なだめるように言って、紗良を優しく室内へ押しやる。

　紗良は焦あせった。

　行かないで！　と叫さけびたい。

　立ち尽くしていると、由衣王がしとねから腰を上げた。

「湯屋へ行く」

「は、はい」

　動けずにいると、呆あきれたような視線を寄よ越こされる。

「──この姿のまま俺に歩けと？　早く表おもて衣ごろもを持ってくるんだ。なんて気のきかない……」

　紗良は目に見えて狼狽うろたえた。どこから持ってくるのだろう？

「長なが櫃びつにあるに決まっている」

　泣きたくなってきた。その長櫃はいったいどこに？

　紗良が戸惑うのも無理はない。櫃ひとつとっても生活の差がわかる。湯屋でも結局、女たちにされるがままだったのは、これまでの環かん境きようとの落差に怖おじ気づいていたからなのだ。

「礼れい儀ぎも知らず機転もきかぬ、そんな不器量で、俺に仕えるつもりか」

　由衣王が厳しい声で叱しかった直後、肩の白羽が非難するように鳴く。

　驚おどろく紗良を一いち瞥べつした由衣王は、緩ゆるく腕うでを組み、もっと不機嫌そうな顔を作った。

　ぴりぴりした空気が流れたところで、恭うやうやしく衣を掲かかげた式の女がやってくる。「これを」と囁ささやき、紗良に手て渡わたす。表衣を持ってきてくれたのだとわかった。感謝の目で見つめると、式の女ははにかみ、しとやかな動きで去っていった。

　由衣王におそるおそる近づき、肩に衣をかける。

　彼は長身なので、うんと背せ伸のびをしなければ届かない。身体に触ふれないよう注意せねば。そう緊きん張ちようしたあとで、頭の後ろ側に寝ね癖ぐせがついていることに気づいた。微笑ほほえましく思い、一いつ瞬しゆん頰ほおを緩めてしまったのだが、いぶかしげに振り向かれたので、慌てて表情を引き締しめる。

　袖を通した由衣王は、振り向くことなく室を出て、北側の渡殿を進んだ。

　湯屋は北の対にある。紗良もつき従う。そこで待機していた梨乃と目が合う。励はげますような眼まな差ざしに安あん堵どしたあとで、はっとする。沐もく浴よく具の準備をまったくしていない。新しい単衣ひとえや手しゆ巾きんも、肝かん心じんの湯の準備も。先ほど梨乃と湯屋へ行ったときに知ったのだが、こちらでは、鳴あケけ石いしという熱した石を水に放ほうりこんで湯を温める。温おん石じやくとはまた違ちがう。どうやら呪じゆ術じゆつ仕込みの特とく殊しゆな焼き石であるらしい。なんにせよ、お湯の用意を怠おこたってしまっている。

　前を歩く由衣王の背に、紗良は叱しつ責せきを覚かく悟ごして話しかける。

「あの、由衣……宵霧の君。湯屋のことですが」

　そこで言葉を切る。冶古の分際で許可も得ず話しかけていいのか。紗良は胸のなかで「作法！」と呻うめいた。体力が余りすぎて数々の織り機を壊こわしてきた無ぶ粋すいな自分に、朝ちよう廷ていの女によ官かんのような振ふる舞まいがどうしてできるだろう。だいたい、端はした女めがするような仕事を受け持つに違いないと信じていたのだ。作法を学ぶ必要があるなんて想像もしていなかった。

　由衣王はちらりと振り向いた。渡殿に落ちる日差しが、彼の寝ね癖ぐせ跡あとのある黒い髪をきらきらと輝かがやかせている。

「俺もだが、三竜りゆうらも沐浴は毎日行う。蒸むし風ぶ呂ろではなく、湯ゆ槽ぶねにつかる。忌いみ日には鳴弦つるうちを行い、明鏡を湯屋の前に置いて潔けつ斎さいする。これでも国の支し竜りゆう、禊みそぎは欠かさない」

　どうやら彼は、通常の公家のように日や刻ときを決めて理り髪はつせず湯屋へ行くのはなぜなのか、その理由を紗良が怪あやしんでいると誤解したようだ。

「三竜の方々も、こちらのお宮に」

　いるのか、と問いかけて、紗良はまた失敗を悟さとる。だからまずは許可を得なければ！　宮入りした以上、いままでのような無作法は通らない。

　由衣王はふたたび振り向いたが、わずかに顔がしかめられている。今度こそ無礼を咎とがめられるだろうか。そう身構えるも、予想に反して律りち儀ぎに答えてくれる。

「いる。いて、悪いか」

「いえ！」

「東西南北の地に我われらの宮が作られているんだぞ。なら、一いつ箇か所しよに集まるほうが楽だろう」

「はい」

　とにかく従順にうなずいたあとで、はて？　と紗良は首を傾かしげた。なにが楽なのだろう。

「察しが悪い。冶古らにうじゃうじゃと屋や敷しき内をうろつかれたら鬱うつ陶とうしいだろうが」

「おっしゃる通りです、申し訳ございません」

　なんとか返答したが、まじまじと由衣王の背中を見つめずにはいられない。

　この華はなやかな竜神の物言いは時として胸にぐさっと突つき刺ささるくらい辛しん辣らつだが──いまの話を要約すると、「一箇所に固まっていたほうが徴ちよう令れいで連行される冶古の数は最低限ですむし、自分たちの世話だってしやすいだろう」というような感じにならないだろうか？

　いや、単純に冶古が嫌きらいだからなるべく最低限の人数に留とどめたいと考えただけなのかもしれない。

　だが、冷静になってみると、他ほかのちょっとした行動も深読みできることに気づき、胸の奥がむずむずしてくる。竜たちは皆みな、背が高い。紗良の背丈は彼の胸のあたりだ。

　これだけ身長差があれば歩調だってかなり違う。着慣れぬ水干のせいできびきびと歩けずにいるのに、こうして会話できるくらいに余裕がある。

　つまりこの貴とうとい竜神は、奴やつこにすぎぬ紗良の歩調に合わせてくれている。よく考えたら先ほどだって、誤解されたのだとはいえ、湯ゆ浴あみについて丁てい寧ねいに説明もしてくれているのだ。

　紗良は混乱した。どうも言動がちぐはぐだ。

　──ひょっとして、ただの親切な方？

「俺の宮も、三竜の宮も、構造はほぼ変わらぬ。こちらの渡殿からではよく見えぬだろうが……宮の内に路みちを挟はさんで四の里を造り、それぞれ屋敷を置いている。これは四季の方ほう陣じんの盤ばん図ずだ。季節の変わる毎ごとに屋敷を移る。そうすることで榔月府の結界を強固にしている──というのが辰弥庁の主張だが、実際のところ大して意味などない。思いこめば、野の石とて珍めずらかな宝玉に見える、というのと同じ。だから残りの里を三竜が好き勝手に使っている」

「ずいぶん広大なお宮なんですね」

　紗良は驚きの声を上げた。こちらの邸てい宅たくだけでも王城かと思うほど立派なのに、同じ造りの屋敷が他にも三つあるのか。

「造りが大きくて当然だろうに。俺たちは竜だぞ。変身した姿は人の丈たけよりずっとある」

　納なつ得とくした。道理で屋敷が異様に大きい。おそらく敷しき地ちの一辺は三十路を超こえるだろう。

　紗良は昔一度だけ、彼の言う変身した姿……竜神姿を見たことがある。荒あれる浜はま辺べで、水み鹿か神がみを食くらっていた巨きよの神を。

　とても恐ろしく、そして──。

「四の里の中央には、蓬木よもぎヶが池いけがある」

　由衣王はかすかに躊躇ためらいを感じさせるような声で言った。過去を辿たどりかけていた意識が、彼へと戻もどる。

「冶や古こ……というより人しか近づけぬ池だ。そこへつかることがおまえの務めとなる」

「はい」とは答えたが、池につかるのが務めとは、どういうことだろう。

　そこで禊をしろという意味だろうか。

　悩なやむあいだに、湯屋に着く。驚きよう嘆たんすべきことに宮には、異国に渡わたった法師が持ち帰った貴重な技術のひとつである真ま名な井いが作られている。いつでも澄すんだ地下水を汲くめるのだ。入浴の他、飲み水もこの井戸水を使う。余談だが、樋ひ殿どのがしっかりと造られていることにも驚く。

　目的の場所に到とう着ちやくしたはいいが、困った。

　由衣王は、世話に慣れていそうな梨乃をここでもまた下がらせたのだ。貴人は他者の手を借りて身を清める、ということはかろうじて知っているが、実際になにをどう手伝えばいいのか、さっぱりわからない。家か畜ちくを洗うのとはやはり違うはずだ。

　几き帳ちようと屛びよう風ぶで仕切られた一角に、木製の湯槽が置かれている。紗良は目を見張った。いつの間にか新しい湯がはられている。厨ず子しにも単衣ひとえや盥たらいなどが怠りなく準備されていた。

　おそらく式の女たちが用意してくれたのだろう。それに気づき、感謝の思いが胸にわく。

　一段高くなっている板の間に上がると、由衣王はちらりとこっちを見た。なけなしの知識を引っぱり出す。確か、貴人は男も女も湯具をまとって湯槽につかるはず。

　急いで厨子から生き絹ぎぬの単衣を取り出そうとしたときだ。

「!?」

　単衣の支し度たくを待つことなく、由衣王は板の間に手早く衣ころもを脱ぬぎ捨てた。ひとかけらの躊ちゆう躇ちよすら見せぬ豪ごう快かいな脱ぎっぷりだった。紗良は、がっと目を見開いた。

「なにをしている。湯をかけろ」

　こちらを見る彼の目が、早く手伝え、と当然のように訴うつたえかけてくる。

　自分は海女あまだったのだから、男の裸はだかも女の裸も見慣れている。だが、さすがにこれほど間近で立派な男性の裸ら体たいを直視したことはない。紗良は顔を赤くしたり青くしたりして混乱の渦うずのなかにいたが、ある瞬間、天てん啓けいに打たれた。

　そうか、この方はどんなに人間めいていようと本ほん性しようは竜だ。

　つまり年とし頃ごろの男女が抱いだくような羞しゆう恥ち心しんを持っていないんじゃないだろうか？

　竜化時なんて全ぜん裸らも同然だろうし。だから人の姿の時でも平然と衣を脱ぎ捨てられるに違いない。紗良は無理やり自分を納得させた。そもそも世話をされるのが当たり前の貴人なら、召めし使いに裸を見られる程度でいちいち恥はじらって騒さわぐはずがないのだ。

「そ、それでは、不ふつ束つか者ものの冶古ですが、ご満足いただけるよう、精せい一いつ杯ぱいお世話したいと思います」

　自分でもなにを言っているかわからなくなってきたが、紗良は手巾を握にぎり、覚悟を決めた。







　──紛まぎれもなく死し闘とうだった。由衣王一人の世話でさえ大変だったのに、時間をおいてぞろぞろと三竜たちも現れる。なぜ他の対たいの屋やにある湯屋を使わないのか。紗良は息も絶え絶えになりながら、やんごとなき竜たちをきっちり丸洗いした。とくに髪かみの長い多た々た王おうは、乾かわかす作業もまた大変だった。こちらは途と中ちゆうから、世話に慣れた式たちが代わってくれた。

　本来なら香こうを焚たく者、髪をくしけずる者、衣を替かえる者と、それぞれ役割分担されているのが普ふ通つうらしいが、当の竜たちが冶古や地じ下げ人にんを増やしたがらない。

　式の女の他には、辰弥庁の官かん吏りがお宮を訪おとずれるという程度。寝しん殿でんと北の対屋を行き来していたときに彼らとすれ違ったが、こちらは位階を持つ正しい都人の姿というべきだろうか。男なん官がんも女官も紗良を冷ややかに見るか、ない者として扱あつかう。

　湯浴みや着替えの手伝いが終わる頃ころには、身を苛さいなむ疲ひ労ろうはまた別として、悟ご得とくしたような晴れやかさすら感じた。紗良自身も全身を濡ぬらしてしまい、どうしようかと悩んでいたら、それを察した梨乃が新たな衣一式を準備してくれた。なにかと気を配ってくれる梨乃には本当に頭が上がらない。

　湯上がりの竜りゆうたちが寝殿の南庭に面した廂ひさしで涼すずむあいだに、彼女からお宮での作法や主な仕事内容を聞き出すつもりでいたが、それはかなわぬ夢となった。

「暑いから、風を送れ」と由衣王に命じられたのだ。

　言われた通りに扇おうぎで煽あおいでいると、由衣王は腹立たしげに口角を曲げた。

「そのように青白く陰いん気きな顔を向けられると、俺まで憂ゆう鬱うつになる」

　紗良は視線を板敷きに落とした。肩かたの白羽が心配そうに、小さな頭を頰ほおにこすりつけてくる。

　気をはっているが、正直なところ、湯浴みの仕事だけでへとへとだった。瞼まぶたを閉とざしたら、そのまま眠ねむってしまいそうだ。けれど、いくらなんでも自分がこんなに軟なん弱じやくなわけがない。

「血の気がありませんね、紗良様。やはり地上とこちらでは、大気の巡めぐり方が違ちがうからでしょうか？　天てん都とは地上よりも息がしにくいのですよね？」

　月つき時じ王おうに風を送っていた梨乃が振ふり向き、案じるような表情で言う。

　大気の薄うすさのせいで頭がぼうっとするのも気け怠だるさを招く理由のひとつなのだろうが、それだけじゃないように思える。お宮の極きよく端たんな清せい浄じようさが疲労の主な原因なのではないか。

　こちらで借りた衣をまとえば多少は緩かん和わされるが、根本的な解決にはなっていない。

「村に帰りたいか。もう音を上げるか？」

　由衣王が意地悪そうな笑えみを見せて問う。

「いいえ、神なる君にお仕えすることこそ私の喜びでございます」

　紗良は視線を落としたまま答えた。

　帰るものか。這はいつくばってでもここで長生きする。新しい冶古など選ばせない。

「ならもっと、嬉うれしそうな顔でもしたらどうだ」

　顎あごを摑つかまれ、顔を上げさせられた。紗良が無理やりに微び笑しようを作ると、由衣王は急に不ふ機き嫌げんな表情を浮うかべ、ぱっと手を放して袖そでで口元を覆おおう。

　教養のある身分高い者たちは、相手に表情を知られそうになるとすぐに袖や扇で隠かくしてしまう。紗良にはそれが不思議に思える。心を隠すような行こう為いに感じられるのだ。笑顔も、怒おこった顔も、紗良は相手に全部見せてほしい。自身もまた心に浮かぶ思いを相手に差し出す。そうして互たがいの距きよ離りを縮めていく。

　もちろん逆に遠ざかる場合もあるが、まずはぶつかってみないとなにも進展しない。

　──はしたない行為なんだろうなあ。

　たぶん貴人たちにとって、みだりに思いを明らかにするのは獣けものと変わらぬ野や卑ひな所業なのだ。隠す、という所作に秘ひめられた奥ゆかしい美しさを、日の下で潑はつ剌らつと生きてきた里人の紗良にはまだうまく感じ取れずにいる。

　物もの憂うげな由衣王の横顔を目の端はしでうかがう。伏ふせた瞼の艶つや気けが一層愁うれいを引き立てている。

　ひょっとして紗良の態度に傷ついたのか。慰なぐさめたくなるような衝しよう動どうに駆かられたが、口を引き結んで耐たえる。既すでに心は村の人々のもとに置いてきた。いまの自分は、竹たけ筒づつのようにからっぽなのだ。人とすら認めてくれない貴人に砕くだく心なんて、もう残っていない。

　場の雰ふん囲い気きがぎこちないものに変わったとき、式の女が、貢こう物もつの到着を告げた。

　数名の女によ官かんを従えた辰弥庁の男官が簀すの子こ縁えんの向こうからやってくる。女の手には色いろ鮮あざやかな絹織物や蒔まき絵えの手箱が乗せられている。

「王の方々、貢物の検あらためを」

　男官が簀子縁に腰こしを下ろし、慇いん懃ぎんに言う。女官に目配せして物や手箱を竜たちの前に置く。

　式の女たちが嬉しそうに布地を広げる。感かん嘆たんの声が上がった。紅に黄、藍あい、紫むらさきと、板縁に華はな々ばなしい織物の川が流れる。かつては身分によって着用可能な色、生き地じが限定されていたが、その規則はずいぶん緩和された。また、四季に沿った色の衣をまとうことが長らく主流であったのだが、こちらも時代が下るにつれ個人の裁量で様々な重ね方を楽しむようになっている。ただし参さん内だいの際は、役職によって定められた官服を着用する義務がある。

　手箱のほうには組み紐ひもや石つきの帯留め、髪かみ飾かざりなどがおさまっていた。どれも上等な飾り物だった。

「穀物や薬草、金銀などの財物は先ほど、式の者たちに運ばせました」

　紗良は内心、首を傾かしげる。貢物ということは、竜たちも他ほかの公く家げ同様、荘しよう園えんを地上に持つのだろうか。あとで神竜の冠かん位いを梨乃に聞こうと思う。

　女官の一人が、由衣王に文ふみを渡す。折り畳たたまれている料紙を彼はさっと広げ、目を通す。

「白長督に文を返すのでしばらく待て。──梨乃、彼らを厚くもてなせ。それから車の用意も。貢物の半分を礼として辰弥庁へ運べ」

「はい」

　彼らの会話に、紗良は内心首を捻ひねりっぱなしだった。

　辰弥庁を通して運ばれたはずの貢物の半分をまたそちらへ返す？　だったらはじめから半分だけを運んでもらうほうが手間を省けそうなものなのに。こうしたやりとりを貴人たちはまどろっこしく感じないのか、不思議でならない。

　習慣の違いを手間と厭いとわず趣おもむきがあると感じられるようになれば、優ゆう雅がな竜たちから含ふくみのない笑みを引き出せるのかもしれない。そんな考えがふいに浮かび、紗良は妙みように焦あせった。

　彼らの寵ちようがほしいわけじゃないのに、どうして心を求めるような考えに？

　先ほどの、由衣王の物憂げな顔つきがどうも忘れられないでいるせいか。あれはずるい、常に横おう柄へいな方だからちょっと寂さびしげに俯うつむかれると、落ち着かない気分になるじゃないか。

「やはり里人も、美しい織物には興味があるのか？」

　赤あか菊ぎくのような色の髪を持つ多々王が、布をつまみながら冷たい口調で問いかけてきた。

　物欲しげな顔で布地を見ていると誤解されたのかもしれない。紗良は慌あわてて視線をずらした。人でない式の女は優やさしい目で紗良を見ているが、官吏らは疎うとましげな様子を隠そうともしない。とくに女官からは羨せん望ぼうと妬ねたみがこもっているようなじめついた視線を感じた。

「どの色がほしい？　紅か、青か」

　多々王が色っぽく目を細めて誘さそうように言う。試ためされているのかもしれない、と紗良は警けい戒かいする。ここで軽けい率そつに、ほしいなどと答えたら大変な目にあいそうだ。図ずう々ずうしいと罵ののしられる。

「どれも卑ひ小しような私などにはもったいないものでございます」

　いらない、と慎しん重ちように伝えたら、どうしたことか、多々王もまた不快と言いたげに顔をしかめる。それは先刻の、由衣王の態度を連想させた。だが多々王は冷れい酷こくな表情を作ると、隣となりの梨乃が手にしていた紅の絹を乱暴に摑み、こちらに投げつけた。

　肩に乗っていた白羽が驚おどろいたように翼つばさをばたつかせる。紗良はとっさに、織物を受けとめるより、白羽を宥なだめるほうを選んだ。その様子を見た多々王がさらに眉まゆ根ねを寄せる。

　失敗した。竜の冶や古こなら、自分に懐なつく獣より織物を優先すべきだったのだ。

「縫ぬえ」

「……は、はい？」

「袴はかまと袍ほう。こいつらの分も」

　多々王が次々と織物を紗良に投げつける。怒った白羽が肩から飛び立ち、高こう欄らんに移動した。

「夏季が終わるまでにだ」

　紗良は愕がく然ぜんとした。この量を、秋が訪れるまでに？

「まあ、そのような意地悪をおっしゃいますな」

　梨乃が頰を膨ふくらませ、多々王を軽く睨にらむ。彼は、ぷいと横を向いた。

　紗良は困こん惑わくしたまま、板縁に広がっている彼の珍めずらかな色合いの長い髪を見つめた。故意に不可能な仕事を押しつけて打ち据すえる気なのだろうか。

「不服か？」と尋たずねてきたのは由衣王だ。

「できないという顔だな？　では、おまえが死ぬまでには仕上がるのか？　浮き島に召めされた冶古はだれもかれも短命だ。持って五年か。一年持たない者も多いが」

　由衣王までもそんな容よう赦しやのない言葉を浴びせてくる。

　紗良は無言で耐えた。美しい人たちの考え方は、本当に謎なぞだ。贅ぜい沢たくな暮らしをしてなんの不満もなさそうなのに、他者を苦しめることに楽しみを見み出いだす。

　それまで眠たげに脇きよう息そくにもたれていた小こ瑠る王おうが、ぱっちりと目を開け、微笑ほほえんだ。

「村に帰りたいですか？」

　彼の問いも当然、肯こう定ていすればなんらかの仕置きが待っているだろう。

「私は高貴なる方々にお仕えできてこれ以上なく幸せに感じております」

「生首になってもそんな噓うそがつけますか？」

　小瑠王は笑みを絶やさない。怖こわい方だと思う。由衣王や多々王のほうがまだわかりやすい。

「昨夜の異形は、元冶古であったと教えてあげたでしょう。あれはかつて多々王の宮で働いていた者です。おまえも異形と化せば、俺が首をねじ切ることになりますね」

　彼のあんまりな発言に、梨乃が額を押さえる。

　小瑠王はわずかにこちらに身を乗り出し、どこか期待のこもった熱っぽい目をして囁ささやいた。

「どうです。帰りたくなったでしょう？」

　竜りゆうたちはそんなに里人を虐しいたげたいのか。紗良は内心、がっかりする。

「こちらにお召しいただき、本当に嬉しいのです。高貴なる青紫の君、どうか末永く、私をお使いください」

　小瑠王の表うえの衣きぬの文様がちょうど竜胆りんどうだったのでそう呼ぶ。曇くもる感情には気づかない振りをして、作り笑いを浮かべると、竜たちは揃そろって不機嫌な表情を見せた。

　思い通りの反応を見せない意固地な紗良が、憎にくらしいのかもしれなかった。
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　その後紗良は、由衣王につき従う形で西の対に向かい、小路へ出た。白羽も一いつ緒しよだ。

　屋や敷しきを出る前に、梨乃から柄えの短い薙刀なぎなたを渡わたされている。もしかして竜の護衛をしろという意味だろうか。

「いま俺が暮らしているのは、丑うし寅とらの方角にある里だ。これを桔き梗きようの里という。多々王が使っているのは戊いぬ亥いにある里。それを春はる椿つばきの里という」

　説明を聞きながら、由衣王の背を見つめる。袍は穀こめ紗しやの白藍、その下の衣ころもは青と、涼すずしげな色目だ。右う記きノの國くに、というより地上の山月府は寒暖の差が激しいことから土地が肥ひ沃よくであり、染せん色しよくに適した草花や生物がよく育つ。そのため染色技術は他国より数歩も先を進んでいる。技わざが磨みがかれれば、色しき彩さいの数も増す。

　このあたりの事情が、色目の規定が緩かん和わされた理由のひとつでもあるだろう。

「小瑠王が使っているのは未ひつじ申さるにある里。それを曼まん珠じゆの里という。月時が使っているのは辰たつ巳みにある里。それを紅こう梅ばいの里という」

　由衣王は振ふり向きもせず説明を続ける。髪には、組み紐でまとめた白い花の髪飾り。卯うつ木ぎの花に似ている。ここまで花の似合う男性というのも珍しい。

「水が豊富なのは桔梗と春椿の里、曼珠と紅梅の里は花々が多い。とくに秋の曼珠の里は美しい。築つき山やまの周囲には目に鮮あざやかな紅葉もみじが燃え、天から赤い花びらが降り注ぐかのようだ。花はな霞がすみならぬ紅くれない霞がすみの様を楽しめる──聞いているのか？」

「は、はい」

　急に振り向かれて、紗良は慌てた。立ち止まった由衣王が閉じた扇おうぎの先で自分の顎あごを軽く叩たたき、こちらを睨み下ろす。威い圧あつ感かんたっぷりだ。

「言え。他のなにに気を取られていた」

　せっかく説明してやっているのに上の空とは何事だ、とその瞳ひとみは明らかに紗良を責めている。紗良は彼の不ふ機き嫌げんな顔ばかり見ている気がした。

「はい、その──花の髪かみ飾かざりがよくお似合いだと思いまして」

　由衣王は予想外の言葉を耳にしたというように、目を見張った。すぐさま横を向き、閉じたままの扇で顔を隠かくすような所作を見せる。

　無ぶ遠えん慮りよに見つめたせいで、不快に思われたのかもしれない。気をつけよう。

「里人は花をまとわぬのか」

「……未み婚こんの娘むすめなら、飾ることもあります。あと、祭事のときも」

　山月府では、花を頭に飾る男性をあまり見たことがない。神かむ人びとくらいか。

「榔月府では位階を持つ者も、雑ぞう色しきもよく髪を飾る。神事の際の挿頭華かざしとはまた別に」

「そうなの？　……ですか？」

　驚いて、素すの声が出た。急いでよそいきの顔を作る。

　馴なれ馴れしいと咎とがめられるだろうか。そう焦って背に力をこめるも、由衣王は軽く目を細めるだけで注意する素そ振ぶりすら見せない。よくわからない方だと紗良は戸と惑まどう。妙なところで機嫌を損そこねるくせに、普ふ通つうなら叱しつ責せきするだろうという場面では見み逃のがしてくれる。

　彼は前を向き、散策の足取りでゆったりと進み始めた。紗良も従う。

「この流行は、とある皇族が、妻からの文ふみに添そえられていた花を髪に挿さして歩いたことから始まった。他ほかの女に目移りなどせぬ、この通りに私の心は妻一筋である、という浮うわ気きの言い訳として」

「はあ……」

　微び妙みような気持ちになった。そういえば天てん都とでは一夫多妻が当たり前なのだったか。

「それが粋いきであるとして、貴人のあいだで形を変えて広がった。恋こい仲なかの女から贈おくられた花を飾り、仲なか睦むつまじさを自じ慢まんする、というように。あるいは恋こい敵がたきに対する牽けん制せいだな。この花は既すでに自分が摘つんだぞ、邪じや魔まをするな、という」

「じゃあ宵霧の君も、恋しい方からの花を飾られているのですね」

　納なつ得とくしたら、啞あ然ぜんとした表情で勢いよく振り向かれた。みるみるうちに彼の機嫌が悪化していく。

「なぜ俺が女からの花を飾らねばならない」

　いまの流れだとそうとしか思えない。という返事をするのはなんとか堪こらえた。

「で、ではどうして……？」

「単に花の香かおりが好ましいからだ」

　思いがけず可愛かわいらしい理由だった。竜は花を好むらしい。日常面でぽろっと知れる好き嫌きらいは、室しつ礼らいや衣ころも替がえのときに役に立つかもしれないので、覚えておきたい。

「花飾りの他には、なにがお好きですか」

　問いかけたあとで、何度目かわからない後こう悔かいの念に駆かられる。友人でもないのに好みを気軽に尋ねてどうする。

　さすがに今度こそ叱しかられるかと覚かく悟ごしたのに、返ってきたのは純じゆん粋すいな驚きだった。

「なぜそんなことを聞く？」

「え？　ただ、花以外にも、竜の方のお好きなものを知りたいと思ったのです」

「──」

　由衣王はふたたび前を向いた。しばらく無言だったが、やがて返事がくる。

「さあ。他に好ましいものなど、俺にあるのか」

　彼が口にした言葉の意味を考える。この方は、自分がなにを好むのかわからないでいる？

　ごまかされたのだとは思えなかった。暗い淵ふちに沈しずむような声こわ音ねだったからだ。

　迷った末、白しろ藍あいの背に、紗良はぽんと言葉を放ほうる。

「それでしたら、これからたくさんの喜びが待っておりますね」

「どういう意味だ」

「いま好ましいものがなにもないというなら、あとは日ごと、増えるばかりです。あれも好ましく、これもよく、と胸を輝かがやかせることが紅霞ならぬ煌きら霞がすみのように降り注ぐのではないでしょうか。大変だわ、そうしますと毎日、被衣かずきが必要になるかもしれませんよ」

　由衣王の足が急にとまった。だが彼は、今度は振り向かなかった。またゆっくりとした足取りで進み出す。機嫌を損ねたわけではないようだが、なぜかこの竜を寂さびしくさせたのではないかと紗良は感じた。

「……村にいた頃ころ、煌霞はおまえに降り注いでいたか？」

「はい！」

　元気に返事をしてから、慌あわてる。

「いえ、あの、皆みなが私に、喜びを降らせてくれていたんです。私はそれに浴するばかりでした」

「なら、帰りたいだろう」

「は──いえ」

「噓うそつきめ」

　詰なじる声を最後に、由衣王は口を閉とざした。やはり寂しげな背中に思えた。
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　到とう着ちやくした先は、先ほど話題に上っていた蓬木ヶ池だ。四つの里の真ん中、つまり里を区分する十字の路ろの中心にその池がある。

　紗良は驚おどろいた。どこまでも透すき通った、玻は璃りのような池だ。中央に緋ひの小社が立っており、同色の平橋が渡されている。水面みなもには鏡のごとく社が映りこんでいた。あたかもそれは水中に対ついの社が存在するように。

　時折夏の風が通り抜ぬけようと、水面はちっとも揺ゆらめかない。まさか本当に鏡がはられているのではないかと疑いそうになる。この里はどこもかしこも豪ごう華かで美しい。

　見み惚ほれていると、「こちらを向け」と由衣王に命じられた。

「これをくわえろ。飲みこまずに、唇くちびるに挟はさめ」

　桜色の小さな薄うすい札をくわえさせられ、紗良は戸惑う。口のなかに目が描えがかれている不気味な呪じゆ符ふだ。彼はなぜか、紗良の肩かたに乗っている白羽にも呪符をくわえさせた。

「水中で身を守る呪符だ。いいか、一人であの社へ向かい、そのなかから水に沈め。水中には優う曇どん華げの里がある。その中心に蓬ほう萊らい樹じゆが立っている。蓬萊樹の玉の枝を薙刀なぎなたで折り、持ち帰れ。その実が、竜りゆうを生かす食物だ」

「──」

「だめだ、戻もどってくるまで決して口を開くな。くわえさせた呪符が溶とける前に必ず戻れ。それから枝を折る際──なるべく穢けがれを身に受けるな」

　由衣王は目を合わせずに言った。

「竜の者はこの橋を渡わたれぬ。無理に進めば橋板が割れる。以前は、甕みか月づきの儀ぎで選定された神か奴め冶や古こしか渡れなかった。だがいまは里の神聖さが薄れたか、人なら誰だれでも渡れるようになった」

　紗良は何度か、瞬まばたきをした。これが、冶古が担になう重要な役目のひとつなのだとわかった。

　目礼し、緋色の橋に足を向ける。ふいに、くんっと袖そでがなにかに引っかかった。

　振り向くと、由衣王が紗良の袖を無意識の様子で摑つかんでいた。

　彼はそんな自分に気づくと、恥はじるようにぱっと手を放し、「早く行け」と吐はき捨てた。







　社の内部には四よ隅すみの油あぶ瑚ご以外、調度品が置かれていない。

　板いた敷じきの間の中心に、正方形の穴が設けられているのみだ。そこから鏡のような水面がうかがえる。肩に乗りっぱなしの白羽をここで下ろそうとするも、がっしりと足でしがみつかれる。同行する気らしい。大だい丈じよう夫ぶなのかと不安になりつつ、白羽を撫なでる。沓くつは脱ぬいだほうがいいのかと迷ったが、そのままで行くことにした。おそるおそる爪つま先さきを水面に近づける。

　わずかに水面に触ふれた直後、見えない手に足を勢いよく引っぱられた。身体からだが一いつ瞬しゆんで水中に沈む。叫さけびそうになったが、由衣王の忠告を思い出す。口を開くな。水中で身を守る呪符。

　身体がするすると水みな底そこへ落ちていく。薙刀を両手で抱だきかかえる。深さは三路、いや、もう少しあるだろうか。水の色が変わらないので感覚が摑めない。そのうち、足が底に届いた。

　──これが優曇華の花？

　地の一面に咲さいている。形は彼ひ岸がん花ばなにそっくりだ。どれも燃えるように赤い。

　紗良は、死者の国に舞まい降りたような気持ちになった。静せい謐ひつで、地上よりもっと澄すみ切っている。水中には塵ちりひとつ浮ういていない。優曇華は幻まぼろしの花。浄じよう土どの花ともいう。草くさ蜉蝣かげろうの卵が優曇華に似ているという言い伝えがあるため、山月府では蜉蝣を浄土の虫と呼ぶこともある。それを思うと確かに、彼岸花に似たこの花の長い雄お蕊しべは草蜉蝣を連想させる。

　由衣王の説明通り、中央に大樹が見える。それがまた、天上の木かと思うような美び麗れいな色合いだった。幹は銀、葉は金、そして実は真しん珠じゆのよう。

　優曇華を搔かき分けて、大樹に近づく。踏ふみ倒たおさないよう注意しながら進んでいるので、なかなかたどり着けない。水干もまた、歩きにくさに拍はく車しやをかける。

　ようやく根元に到着し、見上げる。葉は楕だ円えん形。丸い実は枇び杷わよりも小こ振ぶりだ。

　思案の末、手の届きそうな高さに垂れ下がっている枝を切り取ることに決める。

　だが、折るのは、かなり抵てい抗こうがあった。この世のものとは思えぬ美しい大樹だったからだ。

　肩の白羽が催さい促そくするように足踏みする。紗良は覚悟を固めた。口にくわえている呪符が溶けてきている気がした。急いだほうがいい。

　枝に一度薙刀の刃はを当て、位置を定めてから振り上げる。しかし、そこで一いつ旦たん手をとめる。一歩下がってその場に平へい伏ふくし、薙刀を脇わきに置く。

　──これは卑ひ賤せんなる地の人、紗良でございます。清浄たる蓬萊の霊れいよ、空てんの慈じ悲ひをもってさやけき枝を与あたえ給たまえと伏ふして願い申し上げます。
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　祝詞のりとをあげるか、舞いを捧ささげるなどすべきだろうが、残念ながら紗良にはどちらもわからない。こうして一心に祈いのりを捧げるのみだ。

　立ち上がってから薙刀の柄えを握にぎり直し、手のひらに感かん触しよくを馴な染じませる。

　気を溜ため、背筋を伸のばして、ひと振り。思ったよりも呆気あつけなく枝は折れた。が──。

「!?」

　折った箇か所しよからどろっと黒い樹液が噴ふん出しゆつし、顔に降り注ぐ。慌てて後退し、足元に落ちた枝を拾ってから袖で顔を拭ぬぐう。ぞっとした。口の呪符にも樹液が付着したらしく、あっという間に溶けていく。急激に息がしにくくなった。全身に水圧がかかる。

　紗良は勢いをつけて、とんっと地面を蹴けった。早く小社に戻らないと。

　村では海女あまとして生きていたのだから、泳ぎは得意だ。水を搔き分け、社を目指す。袖や袴はかまの裾すそが手足に絡からみつく。薙刀も重い。もう少し。穴まで、もう少し──。
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「──」

　鋭するどい鳴き声で、目が覚めた。

　あたたかくて細いなにかが、たしたしと紗良の顔をひっきりなしに叩たたいている。

「白羽？」

　呼ぶと、嘴くちばしの先で忙せわしなく頰ほおをつつかれた。甘えているようだが、けっこう痛い。

　瞼まぶたを擦こすり、上体を起こす。それだけの動作が怠だるくて仕方ない。

　ぼんやりと周囲をうかがえば、そこは静かな小社のなかだった。

「戻れたんだ」

　紗良は少し驚いた。泳いで戻ろうとしたあたりから記き憶おくがない。

　かたわらには薙刀が転がっていた。それを摑もうとして、左手に棒状の細いものが握られていることに気づく。水の底で手に入れた蓬萊樹の枝だ。

　夢ではなかったのかと、紗良は神しん妙みような顔をする。しげしげと見つめて、これはまさしく浄土の枝だと感かん嘆たんする。銀の枝、金の葉、真珠のようなまろい実。葉の感触は、普ふ通つうのものと変わらないが、枝にはかなりの違ちがいがある。こちらのほうがずっと滑なめらかだった。

　枝の観察を続けていると、白羽が鳴き、紗良の膝ひざに飛び乗ってから定位置となっている肩かたへ移動した。のんびり休んでいないでここを出ないと。我われに返って紗良は枝を垂たり領くび部分に無理やり差しこみ、薙刀を持って立ち上がろうとした。ところが、おもしろいほど膝が笑っている。数歩進んだだけでよろめき、柱に縋すがるはめになった。

「……二日寝ねないで畑仕事を手伝ったときみたい」

　全身が疲ひ労ろうに覆おおわれ、悲鳴を上げている。おまけにものすごく空腹だ。朝に菓か子しを口にしているのに、なぜこれほど目が回るのか。

　今いま更さら気づいたが、水干はちっとも濡ぬれていない。本当に不思議な池だ。

　困こん惑わくしながら、足を引きずるようにして進む。小社の格こう子しを開け、外へ出る。

　周囲を見まわして、ぎょっとした。いつの間にか外界は、とっぷりと夜の色に沈しずんでいる。水の底にはせいぜい一刻くらいしかとどまっていなかったはずだ。いや、気を失っていた分も合わせたらもっとすぎているのだろうが──それにしたって一気に時間が流れすぎではないだろうか。こちらへは未ひつじの刻に来たのだ。黄昏たそがれ時さえ飛び越こえてしまっている。

　茫ぼう然ぜんとしながら平橋を渡る。途と中ちゆう、がくっと足の力が抜ぬけた。いい音を立てて欄らん干かんに額をぶつけたのち、前のめりに倒れる。鼻も強打した。片手に提さげていた薙刀なぎなたも落としてしまう。

　紗良は羞しゆう恥ちと痛みに襲おそわれ、娘むすめとは思えぬような低い声で呻うめいた。

　びっくりしたように飛び上がって宙へ逃にげた白羽が、すぐさま橋板に降りてきて、心配そうに紗良の頰をつつく。それに小さな声で「大丈夫」と答え、両手をついて頭を上げる。乱れて、顔にかかる髪かみが鬱うつ陶とうしい。乱暴に横へ払はらい、領えりに突つっこんでいた枝の実が潰つぶれていないか確かめる。無事のようだ。

「よかった……」

　枝を領に戻もどし、薙刀を持つ。立って歩くより這はうほうが楽かもしれない。そう思ってずるずると這いながら進んだが、これでは袴の生き地じを傷いためてしまう。

　諦あきらめて、欄干に縋りながら立ち上がる。そのまま欄干伝いに足を動かす。白羽が誘ゆう導どうするようにちまちまと欄干の先を進む。

　ふたたび転てん倒とうせぬよう足元ばかり注視していたため、橋の終わりに人ひと影かげがあることに気づかなかった。あと数歩で渡わたり切る、と内心ほっとしたときだ。欄干に縋る腕うでを突とつ然ぜん摑つかまれ、ぐんっと力強く引き寄せられる。たたらを踏み、またも前のめりになって、紗良は焦あせった。だが、紗良を引っぱる何者かによってすばやく腕のなかに囲われ、軽々と抱だき上げられる。

　紗良は悲鳴を上げ、必死に暴れて相手に薙刀を叩きつけようとした。

　昨夜の異形の姿が脳のう裏りをよぎったのだ。薙刀攻こう撃げきに相手は大層慌あわてたらしく、紗良を抱かかえたまま地面に膝をついた。薙刀もそのときに、もぎ取るようにして奪うばわれる。

「落ち着け！」

　こちらの動きを封ふうじるためか、胸が潰れそうになるほどの力で抱きすくめられる。もう一度悲鳴を上げたとき、上品な香こうの匂においを感じ取った。

　紗良は暴れるのをやめ、ふわりと立ち上がる香かおりを深く吸いこみながら手て探さぐりで相手の顔の位置を確かめた。今日はあいにくの曇くもり。月も星もない。篝かがり火びや石いし灯どう籠ろうのあかりも遠いせいで、よく見えない。でもこのふくよかな匂いは、紗良が仕える竜りゆうのものだ。沈じん香こう、甲こう香こう、丁ちよう子じなど、何種類も合わせた独特な香り。

「宵霧の君？」

　まさかここで自分の帰りをずっと待っていてくれたのだろうか。紗良は驚おどろいた。

　指先が由衣王の頰に触ふれた。紗和子にするときのように頰を包みこんで柔やわらかく撫なでると、なぜか向こうも思わずといった調子で手のひらに顔をこすりつけてくる。だがすぐに、はっとしたようだ。狼狽うろたえた様子で軽く身を引かれる。紗良は息を吞のんだ。竜は、人ではない。それを改めて感じた。こんなに近い距きよ離りにいながら互たがいの顔の輪りん郭かくさえぼやけてしまうような濃のう厚こうな夜のなかで、その瞳ひとみが、不思議な虹こう彩さいを見せて輝かがやいている。

　竜の瞳の美しさに、紗良は見み惚ほれた。夜の水面みなもに映る銀の月。そういう色合いの瞳だった。

「戻りが遅おそすぎる。身に樹液を浴びたのか」

　どのくらい見つめ合ったのか、わからない。急に、由衣王が硬かたい声を発した。

「ばかめ！　忠告したというのに！」

「あの、無事に枝を持ってまいりました──うわっ!?」

　色気もなにもない無ぶ粋すいな声が自分の口から飛び出す。

　由衣王がふたたび勢いよく紗良を抱え上げ、ざくざくと荒あらっぽく歩き始めたのだ。

「まこと、ばかか！　ばか！」

　風ふう雅がとはいったい、と首を傾かしげたくなるような罵ののしり方に、紗良は呆気に取られる。

　怒いかりは感じなかった。むしろ胸がきゅうっと疼うずく。彼ら竜に対して一度は失望したというのに、それが覆くつがえされそうになっている。由衣王が繰くり返す、ばか、は罵ば倒とうのようでいて違う。

　気が高ぶりすぎたときの紗和子と同じで、心配のあまりばかばかと腹を立てずにはいられないのではないか──そんなふうに思えた。

　けれど、使い捨ての道具にすぎない冶や古こなんかの身を高位の竜が案じるわけがない。

　──ああ、月がほしい。

　紗良は突とつ如じよ、そんな欲よくに駆かられた。空に大きな月があれば、その光でいま、口の悪い竜がどんな顔をしているか確かめられるのに。

「宵霧の君、月がないのは悲しいです」

「月!?　なにを言っているんだ──まさか目が見えぬのか？　目にも樹液を浴びたのか？」

　やっぱりおかしいと思う。声だけ聞けば、本当にこちらを心配しているようじゃないか。

「誰だれか！　そこにいるか！」

　由衣王が早足で歩きながら、声を張り上げた。

「──由衣？　小社参りは済んだのか？」

　この声は月時王だろう。

　複数の足音もこちらに近づいてくる。なぜかわからないが、近くに三竜がうろうろしていたようだった。

「冶古になにかあったのか？」

「死んでいるんですか？」

「違う。蓬ほう萊らい樹じゆの樹液を浴びたらしく──」

「はあ？　忠告しなかったのか？」

「ちょっと体温が低すぎませんか。樹液を浴びたせいですかね。ふとした拍ひよう子しに死にかける娘ですね」

「なんて鈍どん臭くさい冶古なんだよ」

「顔にかすり傷もあるようだが、なんでだろうな？」

「おまえたち、梨乃を呼んで、禊みそぎの準備をさせろ」

　この声は赤の竜、あの声は青の竜……と紗良は頭の片かた隅すみで考える。

　彼らにまで好き放題言われたが、なんだか切ない気持ちが生まれ、大声で泣きたくなる。

　心はもうこの身にない。全部地上に置いてきたはずなのに、どうしてこれほど空っぽの胸が痛むのだろう？
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　竜は雑食だ。

　人と同じものも食せるし、獣けものと同じものもまた食せる。

　焼いたもの、煮にたもの、干したもの、蒸むしたもの。皮ごとでも、殻からごとでも、多少の毒があろうとも、彼らは気にしない。

　しかし彼ら竜は本来、空界の御ぎよ座ざに侍はべる誇ほこり高い獣だ。定期的に空界のものを身に取りこまねば、当然ながら神気が濁にごっていく。なにせ人世は穢けがれが多い。

　そこで空界に在る万ばん物ぶつの主は、彼らの消しよう滅めつを防ごうと一ひと粒つぶの実を地に落とした。

　実は育ち、枝を広げ、大樹となった。それが蓬萊樹だが、万物の主は、実をもぐ際に厄やつ介かいな制約を設けた。人を慈いつくしみ、人のために戦う高貴なる竜への感謝を忘れぬよう、人がその実を彼らに捧ささげなさい。もしも彼らへの崇すう敬けいを忘れて献けん饌せんを怠おこたれば、それは空界の主を侮あなどると同義である。空が怒りに鳴き震ふるえ、京みやこに神矢が降り注ぐ。神矢、つまり雷かみなりが京を焦しよう土どに変える。

　こうした理由で竜たちは、人の手を借りねば蓬萊樹の枝を折ることがかなわなくなった。

　だが空界のものである清らかな木の枝を人が折るという行こう為いは、当然ながら不敬に等しく、神しん罰ばつの対象とされる。人は命いのち懸がけで竜に枝を捧げねばならない。

　空界の力をいただくということはそのくらい厳しく恐おそろしい犠ぎ牲せいが必要となる。

「ずいぶん呼気が弱い」

　葵あおいの袖そでを押さえて紗さ良らの顔に手を近づけていた月つき時じ王おうが、気難しげな顔つきで告げる。

　──丑うしの刻。桔き梗きようの里の邸てい宅たく、東の対の母おも屋やにて。

　蓬木よもぎヶが池いけから上がって昏こん倒とうした紗良の身を少しでも外気から遮しや断だんすべきかと由ゆ衣い王おうは考え、塗ぬり籠ごめの内に運びこんだ。

　式の女たちに衣ころもを替かえさせ、身を清めさせたが、目を覚ます気配がない。

　しとねに横たわっている娘むすめを華はなやかな四竜が沈ちん鬱うつな面おも持もちで囲むという、怪あやしげな空間が出来上がっている。白しろ烏がらすの白しろ羽ばは、紗良の首元に寄り添そい、うとうとしている。

「鼻と目、口から樹液が入ったな」

　月時王は医官のように冷静な眼まな差ざしで紗良を視し診しんする。

「これは長く持たないだろう。はじめに目がやられる。やがて樹液は心の臓にからみつき、鬼おにへ変へん貌ぼうさせる」

　最年長の月時王は四竜のなかでも特とく殊しゆな存在だ。

　彼がどのようにして生じたか、誰も由来を知らない。そして唯ゆい一いつのまだら竜である。他ほかは黒竜、紅竜、碧へき竜りゆうと、[image: 鱗]うろこの色が決まっている。ところが月時王の場合は、長い胴どうは砂色、手足は金茶、尾おにかけては乳白色と変化する。基本としてまだらものは下位に相当するが、月時王は空界の御座に侍ることを許されるほど神気芳かんばしい。

「樹きの血を浴びれば、それは人を侵おかす呪じゆとなる、仕方のない話だが……早いな」

　月時王の瞳に陰かげが落ちる。

　なぜ天上人たちが自ら世話をせず、儀ぎを行って里人を召めすというしきたりを設けたのか。簡単な話、死にたくないからだ。樹液が呪じゆ詛そとなり、人を遠からず鬼へと変える。

　最後は竜か陰おん陽みよう師じに討うたれる。彼らにとって地の里人は「放っておいても勝手に育つ草」。畑でも、草は抜ぬくものであるから、どれだけ死なせようと罪にはならない。

　由衣王が、昼時の彼とは別人のように悲しげな表情を浮うかべる。

「儀を軽かろんじて、安易に他の娘を連れてきた俺のせいだ。正しく選ばれた冶古であったなら、たった一度の小社参りで昏倒などしなかったろうに」

「ですが、もともと脆もろい娘なんでしょう？　なら呪詛にも弱くて当然ではないですか」

　小こ瑠る王おうが螺ら鈿でんの髪かみ飾かざりをいじりながら、困ったように由衣王を宥なだめる。

「にしたって、いくらなんでも早く死にすぎだわな」

　片かた膝ひざを立てて座っている多た々た王おうがずばりと言った。由衣王はますます愁うれいを身にまとう。

「こう、なんともいじらしい娘でしたよね。本音ではないとわかっていますが、末永く使ってください、などと言って」

　小瑠王はしんみりとつぶやく。

　無力な里人に「どうかお許しください、もう殺してください」と懇こん願がんされた経験なら数えきれぬほどあるが、末永く、と未来を望まれたためしはない。それも散々脅おどしたあとにだ。

　紗良に帰りたいと思わせるためあえて辛しん辣らつな態度を取っていたのだが、後ろめたさは膨ふくれ上がる一方だ。多々王にしても、日中、貢こう物もつの布を紗良が熱心に見つめているものだから、やはり若い娘だし着き飾かざることもしたいだろうと微笑ほほえましくなり、どの色がほしいかとつい尋たずねてしまったわけだが、そのあとがいけなかった。紗良のつれない反応にむっとし、官かん吏りの前で彼女に無理難題を押しつけた。あげくに由衣王が、さっそく多々王は紗良がここから逃にげたくなるよう無む茶ちやを言っているのだなと誤解し、話の流れに便乗した。

　彼らは長い月日のあいだにいいだけ屈くつ折せつしてしまっている。言動が、自身が思う以上に極きよく端たんかつ冷れい淡たんになってしまっていることに気づけないでいる。

　また威い厳げんは大事とばかりに、より横おう柄へいに振ふる舞まってきたのだ。里人どころか天上人相手にすら素す直なおになったことがないので、なおさら接し方がわからない状態だった。

「入にゆう水すいする」

　由衣王が既すでに入水しているような顔つきで嘆なげいた。

「せめて数日、休ませてやればよかった」

　そう悔くいるも、彼らのほうもまた限界に近かった。もう一年も空界の食物を口にしていない。穢れが身にたまり、些さ細さいなことで意識が負の念のほうへ傾かたむくようになってしまっていたのだ。

「……なあ、俺の好きなものとは、なんだと思う？」

　由衣王は突とつ然ぜん、妙みような質問を三竜に投げかけた。彼らは、呆気あつけに取られた。

「おい、それはなんの意味がある質問なんだ。だいたい、おまえの好きなものをなんで俺たちに聞く？」

　多々王がもっともな返事をする。

　由衣王は戸と惑まどいの表情で首を傾かしげた。

「おのれがなにを好むか、よくわからぬ」

　三竜は、彼の好みがいまこの深刻な状じよう況きようにおいてどう関かかわるんだ、と内心怪しんだ。

　由衣王は、真しん剣けんだがどこか気ままな調子で話を続ける。

「わからねば、答えられないだろう？」

「答える？　誰だれに？」

　小瑠王が聞き咎とがめて、彼を見つめる。

「俺の好きなものはなにかと、紗良に問われた。知りたいそうだ」

　一いつ拍ぱく置いて、はああ!?　と三竜が叫さけんだ。

「なに知らぬところで羨うらやましい会話しているんですかおまえ。殺意漲みなぎります」

「ふざけているのか!?　なんでこの場面で惚のろ気けやがった、呪のろわれろ」

「……頭が痛い」

　三竜の批判の眼差しにもめげず、由衣王は冷たい表情を浮かべて横を向く。

「死なせる前に、答えたいと思っただけだ。悪いか」

「悪いわ！　だいたいこの冶や古こも、なんで吞気のんきに竜と談話しているんだ。危機感持てよ」

　多々王が憎にく々にくしげに紗良の額をぱちりとはたく。

　強い力ではなかったが、由衣王は慌あわてて彼の手を払はらった。

「額が潰つぶれたらどうする」

　三竜は恨うらめしげに彼を見た。自分だけおいしい思いをしておきながら、という妬ねたみがこめられている。できるものなら彼らだって健けな気げな里人を脅すのなんかやめて普ふ通つうに愛めでていたい。

「俺を恨むな。おまえたちも娘と話せばいいだろうが。……もう目覚めなそうだが」

　暗い声で由衣王が言う。

　しばらく沈ちん黙もくが流れる。

「……もう少し、生かしませんか？」

　小瑠王がふいに提案した。女のように繊せん細さいな顔には、悪戯いたずらっぽい笑えみが浮かんでいる。

「冶古に、俺たちの涙なみだを飲ませません？」

　竜たちは目を見張った。竜の涙は、天そらの雨に等しい。雨は地を育はぐくむ。生命を守る。延命に繫つながる。だが、人に与あたえすぎればこれもやはり呪に変じ、その者が持つ本来の定めを捩ねじ曲げてしまう。巫女みこ姫ひめたる「斎さい花か」──神かみ嫁よめとしていただくならともかくも。その選定に関しては残念だが、竜たちには干かん渉しようが許されない。

「もう少しだけか？」

　ややして由衣王が、ぎこちなく問う。

「ええ、もう少しだけ」

　彼らは顔を見合わせる。

　天てん帝ていの使いが私し欲よくで人の定めを変えるなど、当然褒ほめられた行為ではない。これこそ蛮ばん行こうだ。

　だが結局のところ、彼らは天そらの生き物である。本来は死ぬはずじゃなかった娘の命が消えかかっている、なら無む慈じ悲ひな風からちょっと守ってなにが悪い。人の理ことわりを大きく乱すわけじゃない、命の長さをもとに戻もどすだけだ──ある意味正しい理り屈くつを彼らは握にぎり締しめる。

　神の寵ちようとはこのようなもの。望んで得られるものではないが、望まずとも得てしまうときがある。

「そうだな、本物の冶古ではない娘なのだし、生かしてやろう」

　もっとも常識的な月時王でさえ、誘ゆう惑わくには抗あらがえない。

「ええ、死なせずに地へ帰すためです」

　竜の神々は、あでやかな、含ふくみのある微び笑しようを作る。

「では、鳴くか」

　月時王の声に、小瑠王と多々王がさっと立ち上がる。竜鳴きは、突とつ風ぷうを招く。こちらの里に仕える式たちに、飛ばされたくなければ一刻ほど外へ出るなと伝えねばならない。

「もう少し生きろ」

　由衣王が、眠ねむる娘むすめに向かって甘く囁ささやく。彼女の代わりに白羽が目を開き、くぁ、と鳴いた。

　水みな底そこにいた紗良が小社に向かって、もう少し、と願ったように。彼らもまた命に向かって手を伸のばす。もう少し──。




[image: ]




　紗良が目を覚ましたのは、東に明けの星が見える頃ころだ。

　昨日と同じように母おも屋やの御み帳ちよう台だいに寝ねかされていたこともあり、これは現実なのか幻まぼろしなのかとまっさきに疑念がわく。白羽も首にくっついているから、なおさら惑まどう。

　まさか時を遡さかのぼってしまったのではないか、あるいは逆に、身体からだはずっとここにあって丸一日分の未来の夢でも見続けていたのか。どうにも冷静に判断できない。

　考えこむうちに梨り乃のが姿を見せ、目覚めをひどく喜ばれた。しばらくして、やはり人ひと懐なつっこい式の女たちにきゃあきゃあと取り囲まれ、昨日同様、湯ゆ浴あみに着き替がえに菓か子しに双六すごろく、香こう合あわせなど、私は冶古じゃなかったっけ？　と悩なやむような雅みやびやかな時間をすごす。

　そしてやはり、昨日同様に式の女が紗良を呼びにくる。

「紗良様、宵よい霧ぎりの君が呼んでおられるわ」

「──はい」

　紗良は、目が眩くらんだ。昨日と同じ展開だ。母屋へ向かい、寝ね癖ぐせのついた由衣王の湯浴みを手伝って、その後に三竜の世話もして──。ところが、その予想は裏切られた。

　渡わた殿どのを進んで寝しん殿でんへ向かうと、中庭に面した廂ひさしに竜りゆうたちが揃そろっている。

「もう湯浴みをすまされたのですか？」

　後ろを歩く梨乃に小声で問うと、彼女は微笑んだ。

「いえ、きっとこのあと、入浴するとおっしゃるに違ちがいありません」

「このあと？」

「昨夜ゆうべから眠らずに酒しゆ宴えんに興じていらっしゃるのですよ」

「一いつ睡すいもされていない？」

「ええ」

　紗良は驚おどろいた。一晩中酒盛りを続けて、身体は大だい丈じよう夫ぶなんだろうか。

　彼らのほうに近づき、首を傾げる。彼らのまわりには酒しゆ膳ぜんの他ほか、札が散乱している。偏へんつぎや歌合わせでもしていたのだろうか。遊びにしてはずいぶんと真剣な顔つきだ。

　こちらの到とう着ちやくに気づいた由衣王と目が合う。

　彼は一枚の札を手のなかで弄もてあそびながら、紗良を無ぶ遠えん慮りよに眺ながめまわした。飲み明かしていたというわりにはいささかも酔よった形けい跡せきがない。竜にとって酒は水のようなものなのか。

「吞気なことだ。仕える主人を忘れて、女たちで戯たわむれていたのか？」

　皮肉を投げつけられ、慌てて詫わびようとすると、梨乃がおかしそうに返事をする。

「宵霧の君ったら、そのような心にもない意地悪を。紗良様、真に受けてはいけませんよ。午うまの刻までゆっくり休ませてやれ、暇ひまそうにしていたら相手をしてやれとおっしゃっていたんですからね。竜の方々は色々こじらせていらっしゃるのですわ」

「梨乃」

　由衣王が低い声で窘たしなめ、彼女をきつく睨にらむ。

　紗良はおろおろと二人を順に見つめたが、梨乃に怯おびえた様子はない。

「まあ、こわい。紗良様、助けて」

　梨乃が明るく笑いながら紗良の腕うでに優やさしくしがみつく。他の式たちもきゃあと笑う。

「おまえたちはいつも姦かしましいですね」

　小瑠王が長い前まえ髪がみを耳にかけて、溜ため息いきをつく。

　紗良は戸惑う。この竜たちは本当に、奇き妙みようなところで寛かん容ようだと思う。

　いまだって、たとえ式と言えど勝ち気にすぎると打ち据すえられてもおかしくないのに、まったく緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きにならない。反対に、賑にぎやかな彼女たちにたじたじの様子。

　梨乃に促うながされて、由衣王と小瑠王のあいだに少し下がる形で座る。

　手元を見つめながら、時を遡ったわけでも夢を見続けているわけでもないのだ、とようやく理解する。だとするなら、小社へ入り、優う曇どん華げの里に行ったことも現実の話。

　確か橋を渡わたったのち、気を失ったのではなかったか。不安の色を帯びた焦あせりが胸中に広がっていく。地上では健康だけが取り柄えだったというのに、こちらへ来てから頻ひん繁ぱんに倒たおれている。大気の薄うすさや宮の清せい浄じようさが体調にこれほど深刻な影えい響きようを及およぼすことになろうとは、思いもしなかった。

　まともに務めを果たせていない状じよう況きようを詫びようとして、思いとどまる。さすがに学習した。軽々しく話しかけていい相手ではないのだ。冶古である自覚を絶えず持たないと。

「まだ幽ゆう鬼きのように陰いん気きな顔をしているぞ」

　由衣王がこちらを見下ろしながら、眉まゆをひそめた。

「まこと脆もろい。池に入るたび倒れるつもりか？」

「申し訳ございません」

「なんて厄やつ介かいな……」

　吐はき捨てられる語調のきつさに顔を上げられないでいると、顎あごを軽く摑つかまれた。

「俺たちが過か剰じように冶古を虐しいたげていると誤解される。まさか皆みなにそう思わせようと企たくらんでいるのか？」

　そんな卑ひ劣れつな策なんか考えたこともない。

　膝ひざの上で拳こぶしを作り、ぐっと息を殺したとき──。

〈精気が戻っていない。なぜ無理に起きてくる？　もっと眠ったほうがいいのではないか？〉

「……えっ？」

　紗良はぽかんと由衣王を見つめた。

　──いま、なんておっしゃったの？

　彼は紗良に触ふれたまま、口元に手をあてて思案に沈しずんでいる。

〈強制的に眠らせるか？　……気を失うまで殴なぐればいいのか？〉

「いえ、それはちょっと！」

　思わず言い返すと、由衣王は我われに返った様子でぱっと紗良から手を放した。奇妙なものでも見るような目つきをされる。

「そう思わせるつもりがないなら、いつまでも陰気な顔を晒さらすな」

「は、はい……？　申し訳ございません……？」

　なんとか謝罪の言葉を口にしたが、胸のなかは嵐あらしが吹ふき荒あれているような状態だ。こちらの身を案じる言葉──かなり物ぶつ騒そうではあるものの──を聞いた気がするのだが、幻げん聴ちようだろうか？

　密ひそかに混乱していると、今度は小瑠王に頰ほおを触さわられた。紗良は固まった。

「まったく貧相な冶や古こですよね。おまえは海女あまであったとか。だからそうも生なま臭ぐさいんですか」

「ご不快な思いをさせて──」

　生臭いと指し摘てきされ、さすがに紗良は羞しゆう恥ちに頰を赤らめて俯うつむいた。が。

〈血色が悪すぎる。由衣の言う通り、骨の代わりに枯かれ枝えだが入っていそう〉

　……ええっ？

〈なんだったら、俺の肉を食べさせる？　この子の膳に盛ってしまう？〉

「はい!?」

　肉!?

　とんでもない言葉を聞き、紗良は勢いよく身を引いた。

「にっ……!?　に、に」

「なにを言っているんです？」

「に……！　に、二度と、過あやまちを犯おかさぬよう、気をつけたいと思います……」

　紗良は無理やりごまかした。小瑠王はきょとんとしている。

　人魚の肉じゃあるまいし。こんな優しげな風ふう貌ぼうの彼が、たとえ冗じよう談だんであっても自分の肉を食べさせるとか言うはずがない。強きよう烈れつな幻聴だったと紗良は冷や汗あせをかく。

　小瑠王は疑念たっぷりの目でしばらく紗良を見つめると、今度は額に触れてきた。距きよ離りの近さに狼ろう狽ばいし、紗良は視線を泳がせた。自分のことを嫌きらっている様子なのに、なぜこうも積極的にかまってくるのだろうか。

「気味の悪い里人ですね、おまえは。そう暑くもないのになぜ汗をかくのですか」

「え、そ、それは」

　──主に、肉のせいで。

「ああ、俺が恐おそろしいの？　まさか冶古の分際で優しくしろとでも？」

「いいえ、そんな！」

〈わかった〉

　──なにが!?

〈あとで食べさせよう〉

　──なにを!?

〈腿もも肉にく〉

「お気持ちだけでじゅうぶんです!!」

　紗良が絶ぜつ叫きようの勢いで固辞すると、小瑠王は手を放し、驚いたように軽く仰のけ反った。

「私は大変元気ですので、どうぞ御おん身みを全身全ぜん霊れいで労いたわって！　削けずったりしないで!!」

「う、うん……？」

「とにかく大事に！　大事に!!」

　どうか膳に盛るのだけは思いとどまってほしい。その一心で紗良は訴うつたえた。

　礼れい儀ぎや身分を気にしている場合ではない。腿肉の衝しよう撃げきがすごすぎる。

　びっくりしていた小瑠王はやがて頰を淡あわく色づかせ、花開くように笑ったが、それを恥はじるように袖そでで隠かくす。

　──もしかしてこの方、いま喜んだ？　どこに喜ぶ流れが……!?

　こちらは戦せん慄りつせずにはいられぬ状況だというのに。

「ご自分の身を大事にしてくださいますね？」

「うん、まあ……」

「約束してください。絶対に抉えぐったり切り取ったりしないと!!」

　お願いですので！　と両の拳を握にぎる。紗良の気き迫はくに、小瑠王以外の全員が引いている。

「うるさいですね。そこまで言うなら、おまえが俺を大事にすればいいんじゃないですか？」

　ちらりと見み遣やり、試ためすように小瑠王が言う。紗良はもちろん真顔でうなずく。腿肉は回かい避ひ。

「わかりました。私の命があるうちは、決してひとかけらの肉も損そこなわせることなく御身を大事にいたします！　たとえ竜りゆうの君ご自身であっても傷つけさせない！」

　毎日湯ゆ浴あみのときに全身をくまなく確かく認にんさせてもらおう。

　もしもある日、どこかの肉が抉られていたら、それは……。

　──だめ、それ以上は考えたくない！

「竜の君!!　ぜひこれからも私にお世話を！　湯浴みをお手伝いさせてください！」

「えっ、そ、そんなにしたい……？」

「しとうございます!!　他ほかの誰だれにもこのお役目は渡したくない……っ！」

　紗良はこの時点で完全に、若い娘むすめが持つ羞しゆう恥ち心しんを捨てた。

　壮そう絶ぜつな日々の幕開けを予感して震ふるえていると、ぺこんと頭頂部を硬かたいもので軽く叩たたかれた。振ふり向けば、猛もう烈れつに不ふ機き嫌げんな顔をした由衣王が、閉じた扇おうぎを片手に、紗良を睨んでいる。もう一度、扇の先で頭部をぺこんと叩かれた。痛みを感じない力だ。

「あの……？」

「ばかめ」

　彼は勢いよく横を向く。多々王と月時王はこれ以上なく凍こおった目で小瑠王を見つめている。当の小瑠王は、いつもよりもにこにこしていた。

　どういうことだ。小瑠王の肉を断ったせいで彼らは機き嫌げんを損ねたとでもいうのか。竜の常識がわからない。ひょっとすると彼らにとって冶古に自身の肉を与あたえる行こう為いは珍めずらしくない？

　──む、無理！　私は食べたくない！

　彼らは竜だから、ある意味、蛇へびの肉のようなものと考えられるのかもしれないが、そうであっても食するのはごめんだ。

　しかし、少々引っかかることがある。例の腿肉という言葉を聞いたとき、小瑠王の口は動いていなかったように思えたが──。

　紗良は緩ゆるく首を振った。考えすぎだろう。それよりもどうにかして話題を変え、彼らの意識を肉から逸そらしたい。些さ細さいな違い和わ感かんよりもそちらのほうがよっぽど重要な問題だった。

　すばやくあたりを見まわす。高たか杯つきに、見覚えのある果実が載のせられているのに気づく。

　優曇華の里から持ち帰った蓬ほう萊らい樹じゆの枝の実だ。真しん珠じゆのようにとろりとした照りのある丸いその実が、ちょうど全員分用意されている。

　食べないのだろうか。ふと疑問に思ってから、もしかして、と気づく。

　優曇華の里へ、竜は足を運ぶことができないという。

　それと同様に、この果実も自分の手で皮を剝むくことができないのでは？

「どうした？　その実が気になるのか？」

　月時王がすいすいと酒を飲みながら問いかけてきた。

「だが、そいつは人の口には合わないぞ」

「いえ、違ちがうのです。こちらは蓬萊樹の実ですよね？」

「そうだが」

「ひょっとして、冶古じゃないと実の皮を剝けぬのではないかと」

　うん？　と月時王は酒しゆ杯はいを持つ手をとめ、首を傾かしげた。片目にかぶっていた前まえ髪がみが横に流れ、その秀しゆう麗れいな顔があらわになる。

「私の目覚めが遅おそくなり、竜の方々は実を食せずにいらっしゃったのでは？」

　紗良は恐きよう縮しゆくしながら告げた。月時王は、驚おどろいている全員の顔を眺ながめまわすと、少し考えこむように宙を見つめ、うん、とひとつうなずいて酒杯を置いた。

「そうかもしれないな」

　おい、と多々王が淀よどんだ目をして即そく座ざに突つっこんだが、月時王は取り合わず、ずいとこちらに近づいてきた。実を指差し、生き真ま面じ目めにこう命じる。

「では、剝け」

「はい」

　やっぱりそうだったのか……？　と多少怪あやしみながらも実に手を伸のばす。全員からえらく凝ぎよう視しされている上、空そら恐おそろしく感じるほどこの場は静まり返っている。

　皮を剝く手が震えた。失敗できない。果実は桃ももよりも硬い。皮のなかに、栗くりのような実が四つ入っていた。そのひとつを、怖こわ々ごわとつまむ。紙に包んで渡わたすべきかと迷っていると、月時王に手首を摑つかまれた。「食う」と言うので、一ひと粒つぶを彼の口のなかにそっと押しこんでやる。

　美味おいしいのだろうか。見守っていると、彼は袖で口元を覆おおった。

「ま、不味まずいのですか？　吐はき出しますか？」

「いや」と、月時王はもごもご告げた。その直後──〈これは、いかんな〉という言葉が紗良の耳に届く。月時王の目め尻じりが淡く色づいている。

　──ものすごく、不味いとか？

「お水を……、ない。ああ、お酒をどうぞ」

　紗良は摑まれたままの手を振りほどくと、急いで酒杯を持ち上げ、月時王の口に無理やり押しつけた。勢いがよすぎたせいか、飲みこめなかったらしき酒が彼の顎あごをつたう。

「申し訳ありません！」

　あたふたと袖で拭ぬぐえば、もう一度手首を握られる。彼は横を向き、また袖で口元を覆った。

〈いや、なんというかな。どうにもまずい。が、悪くない〉

　どっちだ。

　月時王はふいに表情を緩めた。摑んでいる紗良の手をしげしげと見て、軽く揺ゆらし始める。

　なにがおもしろいのか、頰ほおを上気させ、珍しく声を上げて笑い出す。

〈俺もなにか、これに食わせてやろうか。涙なみだではもはや芸がないから──肉か？〉

「!?」

　肉再来か。紗良はおののいた。選せん択たく肢しがおかしい。なぜ涙に、肉なのか。くだものなり魚なりと、もっと無難な食べ物がいくらでもあるだろうに。

　月時王の指からそっと手を抜ぬくと、今度は、ぐいと由衣王に髪かみを引っぱられた。笑い悶もだえている月時王は、小瑠王と多々王に腹立たしげに突き飛ばされている。

　結局四竜全員に、実と酒を交こう互ごに与えることになった。

　その最中、式の女がぎょっとするほどにやにやしてこちらを眺めていたのだが、竜はまことに寛かん容ようだ。やはり彼女たちの怪しげな態度を咎とがめようとはしなかった。

　どうやらひどく不味いらしい実を食したせいか、竜たちは皆みな、顔を背そむけて身み悶もだえしている。誰もが〈まずい〉〈ならぬ〉とか〈胸がざわめく〉〈肉〉などとぼやいた。そこまで美味しくないものを食べねばならないとは大変だ。そう同情しつつも、なにか自分が間違っている気がしてならなかった。式たちの奇き怪かいなにやにやが、そんな疑ぎ惑わくを一層増ぞう幅ふくさせる。

　紗良は四竜が落ち着くのを待ってから、彼らの中心に散らばっている札について尋たずねることにした。もちろんこれも、肉からなかなか離はなれてくれぬ竜たちの意識を変えさせるためだ。

「麗うるわしき竜の方々。こちらの札は、どのような遊ゆう戯ぎなのでしょうか？」

「これか？」

　復活し切れていない三竜を一いち瞥べつしたのち、月時王が曖あい昧まいな表情で笑う。

「そうだな、これは──とりあえず、一枚引いて俺に渡せ」

「私が引いてよろしいのですか？」

　戸と惑まどいながらも、言われた通り札を選んで彼に渡す。

　月時王は札を受け取ると、それを見てわずかに眉まゆをひそめた。

「俺にも」

　と、今度は多々王が顔を背けたまま命じる。

　次に由衣王、小瑠王と、全員に札を差し出すことになった。

「おい、月時はなんだった？」

　多々王が問うと、月時王は困ったように目尻を下げて軽く札を掲かかげる。

「人骨」

　三竜りゆうは微び妙みような顔をした。

「由衣は？」と月時王が問う。

「……猪いのしし」

　他ほかの竜たちはまた、なんとも言えない表情を浮うかべた。

「まあ、食ったら美味うまい……か？」

　多々王が顎を撫なでながら、取り繕つくろうようにつぶやく。ここで、肉？　と言いたげにこちらを見る月時王や小瑠王とは絶対に目を合わせないよう気をつけた。

「おまえたちは？」と由衣王が、小瑠王、多々王に問う。

「俺は、怨おん霊りようなんですけど」

「こっちは耳。……耳ってどうするんだよ」

　小瑠王と多々王は同時に不満そうな顔をした。

　人骨、猪、怨霊、耳。なんの繫つながりもなさそうな言葉に、紗良は首を捻ひねる。

　式の女たちも札の意味がわからないらしく、不思議そうに視線をかわしている。

　好こう奇き心しんを抑おさえられなくなったのか、梨乃が代表して尋ねた。

「竜の皆みな様さま、この札はどういった遊戯なのですか？」

　これに答えたのは、月時王だ。

「好みだ」

「好み、でございますか」

「おのれの好みなどこれまで気にしたことがなかった。だから、冶や古こに選ばせた」

「と申しますと……？　あら、もしかして紗良様の選んだ札に書かれていたものを、皆様はそれぞれ、好物に決めようと思われた、ということですか？」

「そういうことだな」

　式たちは、まあ、と口元を押さえた。先ほどのような、優ゆう雅がさとは対極の位置にある怪しい笑えみを浮かべる。

　紗良は状じよう況きようを把は握あくしたのち、驚きよう愕がくした。人骨、猪、怨霊、耳。ろくなものがない。

「仕方ない。その辺にいる天上人の耳を刈かり取ってくるか」

　多々王が真しん剣けんな顔つきで庭の向こうを眺める。それから、愕がく然ぜんとする紗良をちらっと見ると、彼はなぜか、まかせろと言いたげに自信たっぷりな表情を作った。

「右でも左でもいいよな」

　どういう意味！

　多々王は赤あか菊ぎくの色の長い髪をさっと手で払はらうと、凜り々りしい動きで立ち上がろうとした。

　──本気で他人の耳を刈り取りに行こうとしてる!?

　紗良は急いで彼に近づいた。飛びつくような勢いで彼の手を摑む。

「お待ちを！」

　男らしさと甘さ、その両方を備えている多々王の顔に、驚きが広がる。四竜のなかでもっとも色いろ鮮あざやかな印象を持つのが多々王だ。髪の色もだが、顔貌や立ち振ふる舞まいにも華はながある。

「耳ではなく、他のものではどうでしょうか！」

「……なぜだ？」

〈なぜだ？〉

　紗良は、多々王を凝視した。

　いま、声が二重に聞こえた？

　また幻げん聴ちようが始まったみたいだ。多々王の、髪同様に赤い瞳ひとみを見つめながら考える。その目には艶つやと深みがあるから、菊より赤あか珊さん瑚ごとたとえるほうが相応ふさわしいかもしれない。

「なぜだと聞いている」

〈耳だろうが目玉だろうが金銀だろうが、大差などあるものか。心搔かき乱す特別なものでなければ、どれも川かわ縁べりに転がる石に等しい〉

　──え……。

〈にしても。女なのにこいつの手は荒あれすぎじゃないか？　本当に枝のような細さだ。軽く握にぎったら砕くだけるだろ〉

　紗良はつかの間、放心した。

　違ちがう、幻聴ではない。

　けれども、声に出しているわけではない。

　──これって多々王様の、心の声では？

　紗良は動どう揺ようを殺しきれず、ぱっと手を放して身を引いた。まさかと思う。

　だが自分以外の誰だれも、もうひとつの声に反応する素そ振ぶりを見せない。小瑠王のときもそうだった。腿もも肉にくなどと、あんなに衝しよう撃げき的な発言をしたというのに皆、聞こえていないかのような雰ふん囲い気きだったのだ。月時王のときも。実際に紗良の耳にしか届いていなかったのではないか。

　仮にこの推測が正しいとして、なぜ急に彼らの心の声が聞こえるようになったのだろう？

　特別なことはなにもしていない。ひょっとして優曇華の里で樹液を浴びたから？　……ちょっと違う気がする。

「目を開けたまま寝ねているのか？」

　多々王に、指先で額を軽めに弾はじかれる。その瞬しゆん間かん、〈まだ具合が悪いのか？〉というこちらを案じるような声が聞こえた。紗良は身を強こわ張ばらせた。間違いない。なぜそうなったのかは不明だが──肌はだに接せつ触しよくすると、彼らの心の声が伝わってしまうようだ。

　この事実におそらく竜たち自身は気づいていない。他者に心を覗のぞき見されているも同然の状態なのだ、早く教えたほうがいい。

　そう判断して口を開いたとき、簀すの子こ縁えんの向こう側に、挨あい拶さつうかがいに来たらしき官かん吏りたちの姿を発見する。彼らから強い視線を感じた。親しげなものではない。負の念だ。

「おい？　なぜ急に黙だまりこむんだ」

　多々王が呆あきれたように再度呼びかけてくる。

　紗良は我われに返った。官吏の目があるいまは伝えないほうがいい気がする。この場をしのぐために急いで適当な言葉を探す。なんの話をしていたのだったか──そうだ、札だ。

「ええ、その……赤く輝かがやく竜の君。耳ではなく、たとえば──赤珊瑚とかですと見るのも飾かざるのも楽しいのではないでしょうか」

「珊瑚？　……そんなものか。どちらも大差ないな」

　退たい屈くつそうにつぶやく多々王を見上げると、紗良は胸の前で両手を握った。

「美しいですから」

「宝玉など見み飽あきているが」

　見飽きるほどの数を所有しているというのもすごい話だ。

「……私は海女あまでしたので、様々な海の恵めぐみに浴してきましたが、赤珊瑚だけは採ったことがありません。十路、いえ、二十路以上もあるような、海のずっと奥深いところで密ひそやかにその輝きを放っているのです。ですが時折、人魚が気まぐれに珊瑚を岩がん礁しように置いていくことがあります」

「人魚は悪あしき怪だろ。なぜそいつがわざわざ置いていく」

「はい、竜の君。人魚はかつて海で溺おぼれた貧しい海女が化けたものだという説もありますから、慈じ悲ひなき世に恨うらみはあれども、月のきれいな、風の穏おだやかな夜にはきっと人里が恋こいしくなって、細々と生きる者たちにわずかな加護を贈おくってくれるのだと思います。海とともに生きる私たちにとって、珊瑚は貴重な神の宝です。厄やくよけにもなりますので、海女なら誰でも、いつか手に入れられたらと憧あこがれを抱いだきます」

「……おまえもか？」

「身に釣つり合わないとよくわかっておりますが、赤珊瑚だけはほしくて」

　いつか紗さ和わ子こに赤子が生まれたとき、祝いとして贈りたいと思っていたのだ。

　残念ながらその夢は叶かないそうにない。

「玉にすると、知らず溜ため息いきが漏もれるほど美しいです。まろく柔やわらかですのに、じっと見つめると吸いこまれそうなくらい深い。強い力を秘ひめた色です。恐おそれながら、竜の君の目によく似ていると思います」

　彼はなぜか、胸を押されたように一歩下がった。長い髪かみの先が、ふわっと広がった。

「ですので、好ましいものを探しておられるのでしたら、赤珊瑚はいかがかと……」

　しばらく多々王は無言で紗良を見下ろしていたが、ふいに長い髪を揺ゆらして背を向けた。

　戸と惑まどうあいだに、彼はずんずんと東の対のほう──官吏たちのいる側とは逆の渡わた殿どのを進んでいった。返事もなく置いていかれたので、不快にさせたのかそうじゃないのか判断できない。途と方ほうに暮れていると、別の方向から手を取られた。

「宵霧の君」

　冬の夜の海に似た冷たい瞳の由衣王が、片手を紗良と繫つなげたまま、空いているほうの腕うでを持ち上げた。てっきり打たれるのかと身をすくめたとき、頭部になにかを乗せられる。

　猪いのししの絵が記された札だ。

「札で決めるのはやめた。珊瑚以外で、まともなものを考えてこい」

「……宵霧の君の、好ましいものをでしょうか？」

　こちらを見下ろす瞳は首筋が粟あわ立だつほど冷れい酷こくな色を帯びている。機き嫌げんの悪さを示すように、眉み間けんにもかすかに皺しわができていた。

　けれども紗良の内に直接飛びこんできた彼の心の声は〈誰が羨うらやむか。おのれ枝えだ娘むすめめ、珊瑚以上の価値ある品じゃないと絶対に満足してやらぬ〉という妙みように拗すねた感の漂ただよう必死なものだった。枝娘とはひどいが、そこに悪意がないのはわかる。

　どちらが本物の彼だろう。残ざん忍にんなのか、優やさしいのか。

　紗良は急に、美び貌ぼうが滴したたるようなこの謎なぞめく竜りゆうの君を見ていられなくなった。不自然にならないよう視線の行方ゆくえを顔から首元、胸へと下げていく。細心の注意を払って滑すべり落とした視線はついに、繫がれている手でとまる。彼の手は大きく、また力強くて、鼓こ動どうが知らず速まるほどに熱いから紗良はもう、言葉もない。




[image: ]




　その後紗良は、多々王を除く三竜に挨拶をすませた男なん官がんから呼びつけられた。

　正確には、官吏の知らせを聞く三竜の後方に控ひかえていると、そっと近づいてきた式の女に耳打ちされたのだ。辰たつ弥みの太史、沖おき貞さだより辰たつ弥み伯はくから言づてを預かっているのでのちに東の中門へ来るように、とのこと。

　辰弥伯とは長官である白しろ長ながの督かみのことだ。複数の呼こ称しようがあるのだという。単に伯と呼ばれることもある。竜神を祀まつる辰たつ弥み庁ちようは督かみを頭かしらとして、天官の大たい輔ふに少輔しよう、地官の大たい郎ろうに小しよう郎ろう、紺こん官かんの太史に少史と続く。ここまでが四司官として定められ、その下に典のり戸と、使つかい部べが存在する。典戸は職人たちの集まりで、使部は雑用をこなす下級官たちの総そう称しようだ。

　辰弥庁で位階を持つのは四司官の少史までで、さらに内だい裏りへの昇しよう殿でんが許されているのは正しよう四位の督と正五位の大輔のみとなっている。ちなみに位階は、正一位、従じゆ一位、正二位、従二位と続き、合わせて三十階、設けられている。正位は男子、従位は女子を示す。このうち、皇族は男女ともに必ず従四位までの位階を授さずけられる。

　地上の者は天てん都とに住む人々をすべて「天上人」と呼び、ひとくくりにしているが、実際彼らのあいだには明確な境界が存在する。従六位までの位階を有する者が貴人、つまり栄えい華がを誇ほこる真の「天上人」なのだ。彼らは図と京きよう周辺の地区に邸やしきを構えることが認められている。図京に近ければ近いほど、土地の守りは強い。

　紗良を呼び出そうとした太史の沖貞は天上人ではなく、それ以下の位階を持つ中級官吏だ。

　東の中門は、対たいの屋やと東釣り殿を結ぶ通廊の中間に設けられている。この壁かべつきの中門廊から庭に出て、寝しん殿でんへ戻もどることもできる。中門廊の外側に、使用人や客人用の殿舎や車宿りがある。

　紗良は沖貞からの呼び出しを、本当に白長督の言づてによるものなのか疑った。

　宵よい霧ぎりの宮みやには白長督が使し役えきする式──梨乃たちも一いつ緒しよに暮らしている。伝言があるのなら、術でも駆く使しして彼女たちから報告させるのではないだろうか。なのに四竜の耳に入らぬようわざわざ式の女をつかまえて、紗良にこっそり伝えさせている。

　──きっと言づてなんて噓うそで、なにか厭いや味みを言われるんだろうなあ。

　という紗良の懸け念ねんは的中することになる。

　身分が上の者からの呼び出しを無視するわけにもいかないので、式たちにまざって三竜のそばを離はなれたのち、中門へと急ぐ。

　本日竜たちの機き嫌げん伺うかがいに訪おとずれていたのは、太史の沖貞の他ほか、大輔、小郎、使部たちだ。

　紗良が中門に到とう着ちやくすると、そこには沖貞と使部の女によ官かん二人、男官一人がいた。

　太史の沖貞はなにを言うより早く目を吊つり上げ、扇おうぎで紗良の顔を打った。

「遅おそい！　下人の分際で俺を待たせるのか！」

「申し訳──」

「誰だれが口を利きけと言った！　草に誰が言った!!」

　三度、打たれた。

　顔を打たれた一度目のときに頭を下げたので、二度目は肩かた、耳のあたりを狙ねらわれた。怒ど鳴なりつけて息が上がった沖貞は、しばらく紗良を睨にらみつけると、苛いら々いらと扇を握にぎり締しめた。

「ええい、一年も草くさ冶や古この真似まね事ごとを強要され、散々奔ほん走そうしてきたのだ。やっと道理に合わぬ惨みじめな役目から解放されると思いきや、召めし抱かかえたのはこの貧相な下人のみとは！　腹立たしくてたまらぬ！」

　草冶古、という表現はきっと蔑べつ称しようなのだろうと想像がつく。沖貞はこれまでの鬱うつ憤ぷんを吐はき出しているようだ。年は三十ほどか。四角張った顔の大おお柄がらな男である。眉まゆは太く、鼻も大きい。

　彼も、あの幻げん想そう的な優曇華の里に降りたのだろうか。──そうは思えなかった。根こん拠きよはないが、天都の者たちは、小社参りをしたがらない気がする。

「おい、草。白い鳥はどうした。……早はよう、答えろっ！」

　癇かん癪しやくを起こしたようにまた肩を打たれる。平へい伏ふくし、痛みと衝しよう撃げきに耐たえる。

　──白羽を置いてきてよかった。

　嫌な予感がしたので、白羽は梨乃に預けてきたのだ。

「あれはおまえが育てた烏からすか？　奇き怪かいな色の尾お羽ばねを持っていただろう。さっさと連れてこい」

　背筋が寒くなる。

　白い動物は貢こう物もつとして喜ばれるのだ。それは地上でも同じだったので知っている。

「貴たつとき天の方、恐れ多くも草たる者が申し上げます。あの鳥は……、こちらの里で育てられている生き物でございます」

　噓すれすれの返事をする。

　由衣王から直接飼っていいとは言われていないが、黙もく認にんされている状態だ。

「なんだと？　おい、虚きよ言げんは許さんぞ。俺は何度もこの宮に参じているが、おまえが現れるまであのようなものは一度も見たことがない」

　案外めざとい男だと紗良は焦あせる。ここでうまく切り抜ぬけなければ白羽は奪うばわれ、殺される。

　尾羽の長さや色合いからして普ふ通つうの烏ではないとわかるが、この二日、他の誰にも懐なつかずいつもぴっとりとくっつかれたおかげで既すでに情がわいている。渡わたしたくない。

「卑ひ小しような身の私にはあの鳥がどこから来たか予想もつきません。白い羽を持っていますので縁えん起ぎがいいからと、宵霧の君もこちらで放し飼いにされているのではないでしょうか」

　一応噓ではない。白羽を見つけたのは最初の夜だが、その前にどこにいたのかは知らない。

「ではなぜおまえの肩に乗っていた」

「その、私が時々、お世話をしているので……」

　沖貞は悔くやしそうな顔をした。由衣王が飼っているのなら、無断で連れ去るわけにはいかないと思っているようだ。

「……役に立たぬ草よ！　あんな薄うす汚ぎたない鳥などどうでもいいわ！」

　それに慌あわてて口を挟はさんだのは、彼の背後に控えていた女官だ。

「お待ちください太史。あの白烏から、強い神気を感じます。尾羽の黒が気になりますが……どこかであの鳥を見た覚えがあるのです。史書であったか、古記であったか」

「うるさい！　おまえがあの鳥を手に入れろなどと余計な言で惑まどわすから、このような卑いやしい地の草などと口を利く羽目になったのだ！」

「ですが、あれだけの神気を持つ鳥はそうそう見かけません。食せば、必ず吉きつ兆ちようを引き寄せます。決して太史の損にはならぬと──」

「やかましいっ」

　八つ当たりされた女官が、恨うらめしげに紗良を睨む。どうやらこの女官は巫かんなぎのようだ。年は二十前後。青白く、影かげの薄うすい印象がある。男官は小こ綺ぎ麗れいな直衣のうしに狩かり衣ぎぬ、もう一人の女官は大おお袖そでに内衣、裙くんという伝統的な礼服姿。彼女のみが水干を着用している。

「戻るぞ！」

　大いに機嫌を損そこねた太史の沖貞は、もはや紗良には見向きもせず、足音荒あらく歩き去る。

　巫は執しゆう着ちやくと妬ねたみのこもるねっとりした目でしばらく紗良を見つめていたが、やがて名残なごり惜おしげに彼らのあとを追った。彼らの姿が見えなくなるまで待ってから、紗良はゆっくりと身を起こし、大きな溜ため息いきを落とした。

　額から頰ほおにかけて、それから肩と、扇で打たれた場所が痛む。

　本当に白羽を連れてこなくてよかった。まさか食べるつもりだったとは。

　太史らの会話を頭のなかで再生し、紗良は心臓の上に手を置く。

「もしかして、由衣王様たちの心の声が聞こえるようになった理由って、白羽の力が関係しているの……？」

　巫は、白羽の神気が強いと言っていた。

　その稀まれなる力が紗良に影えい響きようを与あたえているのではないだろうか。

　──実際はまったくの見けん当とう違ちがいで、由衣王たちが与えた涙なみだが作用しているのだが、そんな事情はいまの紗良にはわからない。

　紗良は片手で口元を覆おおう。心の声を筒つつ抜ぬけにするほどの希少な力があると竜りゆうたちに知られたら、沖貞のように食べようとするのではないか。紗良がこういう偏かたよった考えに取り憑つかれるのも、ある意味仕方がないと言える。小瑠王の強きよう烈れつな「腿もも肉にく」発言が頭から離れないのだ。自分の身すら食べ物として考えるような彼らが、力溢あふれる白羽を見み逃のがすとはとても思えなかった。

　──だめだわ、言えない。

　白羽の安全が保障されるまで、心の声が聞こえることは自分だけの秘密にしよう。

　扇で打たれたところよりもなぜか胸のほうが、強い痛みを訴うつたえてくる。それを、否定の言葉でごまかす。私は別に竜の寵ちよう愛あいがほしいわけじゃない。彼らに真心を捧ささげると誓ちかったわけでもない。だいたい心は地上の人々に捧げたんだから。

　紗良は顔を上げ、寝殿へ急いだ。なるべく白羽を他の者には触ふれさせないようにしないと。
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　それから、七日がすぎた。

　不思議なことに、小社参りをすませた日以来、いままでの息苦しさは幻まぼろしだったのかと思うくらい身体からだが軽くなっている。梨乃から日課を聞き出し、神か奴め冶や古この務めに励はげむ。

　といってもお宮の清せい掃そうと食事の支し度たくは、女たちとは異なる別の式神がすませてしまう。こちらは涼すずしげな薄うす青あおの色で揃そろえた水干姿の少年少女たちだ。

　お宮での紗良の仕事は四竜の湯ゆ浴あみの手伝いと寝ねかしつけ、酒しゆ宴えんの準備、貢物の管理だ。それと、多々王に命じられた縫ぬい物。小社参りは、そう頻ひん繁ぱんにこなす必要はないと由衣王に言い渡されている。他に重要な仕事といえば竜の穢けがれを削けずることらしいが、こちらはまだ一度もしていない。普ふ段だんの湯浴みとは違うらしい。

「紗良、どこにいる」

「はい！　ここにおります」

　北側の廂ひさしで縫い物に精を出していると、由衣王の呼ぶ声が聞こえた。

　急いで布を片づけ、彼のいる部屋に向かう。紗良は目を丸くした。御み帳ちよう台だいのそばに座る由衣王の前には、広げられた布地が散乱している。先日届いた新しい貢物だ。

「邪じや魔まだから、片づけろ」

「はい」

　布を眺ながめて楽しんでいたのだろうか。手前側の布から巻き直そうと、袴はかまの裾すそに気をつけて身を屈かがめると、由衣王が脇きよう息そくをこつりと指先で叩たたき、しかめ面つらを見せた。

「ここにある色はどれも気に食わない。捨てておけ」

「は……、えっ!?」

　上等な絹を全部捨てるつもりなのかと、紗良は耳を疑った。肩に乗せている白羽が、くぇーと吞気のんきに鳴く。それが癇かんに障さわったのか、由衣王はむっと眉まゆ根ねを寄せた。

「口答えせよと俺は言ったか？」

「い、いえ。失礼いたしました」

　紗良はしどろもどろになった。内心、もったいない！　という思いでいっぱいだった。

　貴人の暮らしは、想像を絶するくらい贅ぜい沢たくだ。高価な布さえ簡単に捨てられるなんて。

「ああ、それにしてもおまえは、見み窄すぼらしい恰かつ好こうをしているな。いらぬ布だが、おまえにはよいだろう。持っていけ」

「は、はい!?」

「だから、口答えをする気なのかと」

「いえ、その、そんなつもりはございません。ですがこの美しい布を全部……？」

　肩かたにもっふりと乗っている白羽が、くぁー、と欠伸あくびのような鳴き声を聞かせた。すると由衣王がまた険しい顔をする。まるで意思の疎そ通つうができているようだ。

　神に仕える巫姿なので、そうしみじみと嘆なげかれるほど見窄らしい恰好ではないはずだし、こんなに大量の布を譲ゆずられてもどう保管していいのかわからない。それに由衣王だって、これらを本当に不要と思っているようには見えないのだ。

　忠誠心を試ためすつもりなのか、それともなにか他ほかに意図があるのか。布を手にしたまま固まっていると、由衣王は、くあ、と白羽みたいに緩ゆるい欠伸をして「眠ねむい」とぼやいた。

「膝ひざを寄よ越こせ」

　彼は威い圧あつ的に命じると、紗良が答える前に身を寄せてきて、頭を膝に乗せた。

「枝えだ娘むすめが。膝まで枝が入っているのか。ちっとも肉がついておらぬ」と罵ののしられたが、その後に少し表情をやわらげ、「おまえは紅葉もみじ色の布が合うのではないか。秋頃ごろまでに仕立ててはどうか？」などとその辺に広がっていた布を指差し、すすめてくる。

　戸と惑まどっていると、ふいに手を取られた。

「指先が荒あれている。まことおまえは、身体の隅すみ々ずみまでどうしてこう、ひ弱な……」

〈わからぬ。梨乃にとにかく食べさせるよう命じたはずだが、なぜ太らない？　なんの肉ならふっくらと肥えるのか〉

　肌に直接触れたため、由衣王の心の声が聞こえてきた。

「申し訳ございません……」

「宮の冶古として身を清め、きちんと整えろ」

〈こちらの食べ物は里人に合わないのかもしれない。そうは言っても、なにも食べぬというわけには。……遠えん慮りよしているだけという可能性もある。なら、寝ているときにでもちょっと腹はらを裂さいて鮎あゆや鹿かの肉ししでも詰つめこんでおけばいいか？〉

「……。はい、心から真しん剣けんに気をつけたいと思います！」

「叫さけばなくても聞こえている」

〈しかし妙みような娘だ。俺は竜だぞ？　ここでもっとも野や蛮ばんな化け物だぞ。なぜ怯おびえない〉

「失礼しました」

「おまえ、いまなぜ笑った。俺を笑ったのか？」

〈怯えずに笑うとはどういうことだ。この娘おかしい〉

「い、いえ、とんでもないことです」

「仕置きをされたいか」

〈そら怯えろ。脅おどしているんだ。この、怯えぬか〉

「お許しください、竜の君」

「まったく。次はない」

〈いいぞ、そうだ。もっと怯えろ。……待て、横を向くな。顔が見えない〉

「き、肝きもに銘めいじます……っ」

「そうせよ」

〈いや、違う。震ふるえさせるほど脅す気は……。まさか泣くのでは？〉

　紗良は震えた。恐おそろしさではなく、なんとも言えず笑いがこみ上げてくるような、むずむずした気持ちのせいでだ。とてもじっとしていられない。「もうやめて！」と叫びたくもなるのだが、決して不快なわけではない。

　──この方、やっぱりただの親切な方だわ！

　よくわかった。悪いのは、口だけなのだ。




「こんなつまらぬ貧しい冶古を、なぜ召めしてしまったのか……」

〈早く俺たちを見限り、村に帰りたいと思えばいいものを。車宿りの羽う羽ば獅しに乗って、行ってしまえ〉




　ふいにそんな寂さびしげな心の声が飛びこんできて、紗良は愕がく然ぜんと由衣王を見下ろす。

　彼も貫つらぬくような目で紗良を見上げていた。表情のみなら、相変わらず冷れい淡たんで傲ごう慢まん、というふうにしか見えない。

「いま、なんて……？」

　行ってしまえって、どういうことなの。

「醜みにくいおまえなど俺の宮に連れてきたくはなかった」

　強い口調で吐はき捨てられる。心底嫌いやだというように。

〈まこと、連れてきたくなどなかったのだ〉

　紗良は、心の声に息を吞のむ。

〈俺のせいだ。すまない〉

「宵霧の君、そんな──」

〈か弱く、心柔やわらかな娘の定めを歪ゆがめてしまった。せめて散る前に、帰ってしまえばいい〉

　次々と響ひびく声に、圧あつ倒とうされる。




〈悪かった〉

〈俺の罵ば倒とうに、さぞ傷ついているだろう〉

〈醜いのは俺なのだ〉

〈髪かみが美しくなった。あんなにごわごわとしていたから、どうしたものかと〉

〈だが、美しい髪などなくてもおまえは地上で幸福だったか〉

〈村で仲なか睦むつまじく、あの娘たちと暮らせ〉

〈それにしても虚むなしいことだ。おまえは貧しくとも、心が豊かであるのに〉

〈俺はなぜ、貴人も羨うらやむ珍めずらかな宝玉に埋うもれていながらこうまで心貧しく……〉

〈人の手はあたたかい〉

〈帰ってしまえ〉

〈だが、あと一日くらい、帰らないでくれ〉

〈この胸にある空くう洞どうはなんなのか。風が入り、軋きしまぬ日はない〉

〈穴だらけの化け物なのか、俺は〉

〈化け物め……〉




「宵霧の君──、どうかそんなひどいことを、おっしゃらないで」




　紗良は思わず涙なみだを落とした。

〈ああ、やはり俺が泣かせている〉

「竜りゆうの方、私は嬉うれしいのです。あなたに召されて、心から嬉しいのです」

　言わずにはいられなかった。けれど、由衣王の心に届いた様子はない。

「やめろ。実のない虚きよ言げんほどつまらぬものはない」

「──私はなんて悪い人間でしょうか、この誉ほまれに浴するのは本当なら私じゃなかった。栄えい誉よを奪うばってしまいました、とても許されることではありません」

「許すもなにも、誰だれが冶や古こになろうと同じこと。我われらに草の見分けなどつくものか」

〈噓うそつきめ、あの娘を救うため身代わりになったくせに〉

「ええ……、そうであったら、どんなに救われるか」

「救われる？　いずれ死ぬ身に救いが必要なのか？」




〈そうか、それほど死にたいのか。村の者たちのために、喜んで死ねるのか〉

〈それこそがおまえの救いか〉

〈俺のために死ぬ者はいないのだ〉




　由衣王は紗良から目を逸そらすと、膝の上に頭を乗せた状態で拗すねたように横を向く。触ふれたままのあたたかな手から、ほろほろと彼の寂しさが伝わってくる。

　──心清き竜の君。あなたのそばで死なせてください。

　紗良は顔を覆おおいたくなった。この竜は紗良の存在を心から疎うとんじている。

　姿形が見み窄すぼらしくて教養のない下人だからという理由ではない。自分たちのせいで里人が犠ぎ牲せいにされ続けてきたことをひどく愁うれえている。

　──だから私を村に戻もどそうと考えてくださったのですね。

　夜の海辺で紗良と紗和子が互たがいを守ろうと口論していたとき、竜はどんな思いで眺ながめていたのだろう。もちろん彼がどんなに同情しようとも、死ぬ定めを押しつけられた事実は変わらないし、そのことに対するやりきれなさや怒いかりもまた簡単に消せるものではない。

　利己心だけで里人の運命を踏ふみにじる天上人たちにも、本音を言えば全身が震えるくらいの憤いきどおりを感じている。里人は貧しい暮らしのなかでもしっかり貢こう物もつをおさめている。それなのに命まで渡わたせとは、非道にもほどがある。

　しかし、紗良は知っている。竜という存在は人のために心を砕くだく。

　右う記きノの國くにの首都は、言葉の通り宙に留とどまっているこの浮うき島にある。揺ゆらぎやすい。始し祖そ帝ていは天将であったという。かつて同じ空界に存在した者のために、初代の竜は天都に下ったのだ。当時の竜は、始祖帝崩ほう御ぎよとともに自らも石化して滅ほろびた。いまの竜は六代目か。三代、四代は人のように短命だったという。始祖帝のときとは状じよう況きようが異なる。三代目は国土争いの果てに滅び、四代目は水み鹿か神がみに殺されている。

　紗良は五年前、両親が殺されたときに竜と思おぼしき影を見ている。四竜の誰であったかは判然としない。暗い夜のことで、それもずいぶん距きよ離りがあったから、それらしき輪りん郭かくを目にしたという程度だ。だがあのときの竜が村の全ぜん滅めつを防いでくれた。両親の死は無む駄だにならずにすんだ。

　紗良の母は、村に流れてきた不幸なあそび女めだ。ある日出で掛かけた川辺で豪ごう族ぞくに弄もてあそばれ、生まれた村から追放された。その母を、弧こ張ばり村の父が妻として迎むかえた。里人たちも母を村の一員としてあたたかく受け入れた。

　──あの、警けい鼓こが鳴らなかったのに水鹿神が海から上がってきた夜。

　浜はまへの侵しん入にゆうを防ぐ術が間に合わず、紗良たち里人は長老の屋や敷しきに集まって震えるしかできなかった。そのなかで立ち上がり、屋敷を飛び出したのが母だった。遅おくれて父が皆みなに深く頭を下げ、「娘むすめをお願いします」と言って母を追った。しばらくして母の「こっちよ、こっち！　あたしはここよ」という楽しげな声が外から聞こえてきた。その声はすぐに遠ざかっていった。屋敷の里人たちがかわるがわる紗良を抱だき締しめた。皆が、すまなかった、許しておくれと泣なき濡ぬれた。だが、誰も悪いことなんてしていない。母は自分の意志で立ち上がったのだ。

　水鹿神を誘さそう母の声は本当に楽しそうだった。村の人々をこれ以上なく愛しているからだ。不幸な女はもういない。紗良だって、母が父と一いつ緒しよに幸せに逝ゆけたのなら嬉しい。

　いまのうちに逃にげないと、と紗和子の母親が声を張り上げた。生きるのよ。しゃんとするのよと皆を急せかした。全員で手に手を取り、屋敷を出た。そして振ふり返ったとき、竜の咆ほう哮こうを聞いた。天から降りてきた大きな影かげが、浜はま辺べで水鹿神と争っていた。

　翌朝、母がつけていた小さな赤あか珊さん瑚ごの髪かみ飾かざりが浜辺にころりと転がっていた。それは誰より親切にしてくれた紗和子の母親に譲ゆずった。村の被ひ害がいは、たった二人の死ですんだのだ。

　紗良の母と父の死を悼いたみ、村の人々は何日も何日も泣いてくれた。紗良はそれだけで胸がいっぱいになった。母たちが報むくわれたような気もした。

　もしも、と思う。じゃあこの美しい竜が死んだとき、村の人々のように、愛いとしい会いたいと全身で泣いてくれる者はいるのだろうか？

　紗良はふと耳を澄すます。豪ごう奢しやだが静かな屋敷だ。ちっとも楽しげな気配を感じない。毎日貢物が届くような贅ぜい沢たく三ざん昧まいな暮らしだけれど、四竜はいつだって憂ゆう鬱うつな表情を浮うかべている。

　彼らは遠くから敬われるより、隣となりに座って触れられるほうが嬉しいのではないか。

　紗良は、由衣王の手を握にぎる指に力をこめる。ごめんなさい、と胸のなかで謝る。自分にはもう、捧ささげられる心がない。竜の孤こ独どくを癒いやすことはできそうにないのだ。

　──これ以上は、この方の心を知らないほうがいい。

　本当は慈じ悲ひ深ぶかく穏おだやかな性格なのだとわかった。

　白羽の力について話しても、もう大だい丈じよう夫ぶだろう。そう判断したときだった。

〈──もしも心を打ち明ければ、この娘は泣かずにすんだのか〉

　彼の心の声が聞こえ、紗良はどきりとした。動どう揺ようを見せまいと、必死に表情を取り繕つくろう。

　由衣王の手を放そうとしたが、逆に強く摑つかまれた。

「いつまでもみっともない泣き顔を晒さらすな」

〈そんなに俺が恐おそろしかったのか？　人の姿のときなら、たとえようもなく優美であると褒ほめられているのに……〉

「私は、泣いておりません」

「だから鬱うつ陶とうしい噓はやめよ。耳みみ障ざわりだ」

〈なにを俺は弱気になっているのか。──知られてはならない。この娘に心の内を知られるくらいなら、潔いさぎよく入にゆう水すいする〉

　──えっ!?

　入水という過激な言葉に、紗良は内心飛び上がる。一見冷れい酷こくな由衣王が、実は口くち癖ぐせのように入水すると毎日つぶやくような死にたがりである事実を、紗良は知らない。

　──どうしよう!?　言えない！

「ああ、面めん倒どうだな！　いい加減泣き止やめ。おまえは鬱陶しすぎる！」

〈そうだ、人に心を明け渡すなどとんでもない。そのときは多々王らも道連れに入水してやる〉

「よ、宵霧の君！」

　彼は舌打ちをひとつすると、上体を起こし、なぜか紗良の身に腕うでを回した。いやらしさのない抱ほう擁ようだった。宥なだめるように紗良の背をとんとんと叩たたく。肩かたの上で眠ねむっていた白羽が迷めい惑わくそうに飛び降りて、周囲に広げられている布の海に潜もぐりこんだ。翼つばさをばたつかせて遊び始める。

「鬱陶しい上に、うるさい」

〈俺に怯おびえるべきだが、泣くのはよせ。どうにも胸の軋きしみが強くなる。幻まぼろしの痛みをもたらすような厄やつ介かいな娘など、一刻も早く追い出さねば〉

　由衣王の腕のなかで、紗良は茫ぼう然ぜんとした。

　大変なことになった。ここで自分が、「たぶん白羽の力のせいで、あなたの心の声が筒つつ抜ぬけ状態です」と包つつみ隠かくさず伝えれば、由衣王どころか三竜りゆうまでが海の底に沈しずみかねない。

　もっと早く決断していればと後こう悔かいする。相手の心を盗ぬすみ見するのも後ろめたい。

　──できるだけ、触さわらないようにしないと。接せつ触しよくしなきゃ心の声は聞こえないんだし。

　とりあえず現段階で対処できるのはそのくらいだ。

　紗良は複雑な気持ちを抱いだく。梨乃に聞いたところによると、四竜は正しよう二位。皇族と同等の位階を持つ貴人がこうも軽々しく奴やつこに触れたり抱きかかえたりなど普ふ通つうはしない。心の声を不用意に聞いてしまう心配なんて、本来ならしなくていいはずなのだ。

「まことおまえは手間をかけさせる」

〈落ち着いたようだな。他た愛あいないことよ。しょせん人は長命の竜からすれば赤子のようなもの〉

　聞こえてきた心の声に、紗良はあやうく噴ふき出しかけた。

　つんと澄ました顔のくせに、心の声は妙みように得意げだったのだ。

「おまえはいったいなんなんだ？　いま泣いていたと思ったら急に楽しげな顔をする」

〈里人とはこんなに喜き怒ど哀あい楽らくが激しいものだっただろうか。宮仕えの冶古は一様に俯うつむいていた。灰色の表情しか覚えておらぬ。いや、感情に乏とぼしいと言い切れるほどには里人を知らない〉

　由衣王は溜ため息いきを落とすと、その場に膝ひざを立てて座り直した。

　やっと身を離はなしてくれたと思いきや、むんずと手を摑まれる。そこへ意識を集中させないよう紗良は彼の恰かつ好こうに注目した。今日の袍ほうは青あお紫むらさき。由衣王はあまり季節の色目にこだわらないのか、暗めの衣ころもをよくまとう。花の髪飾りは出掛けるときにしかつけないようだ。

「じろじろと人の顔を見て、なんのつもりだ？」

〈見み惚ほれている……ようではない。そんなに大きく見開いて、目玉が落ちないか？　それにしても輝かがやきの強い目だ。よく見ると青みがかっている。これは海女あまだったな。海の色を吸いこんできたのか。瑠る璃りのようだ〉

　紗良は勢いよく下を向いた。

「今いま更さら恥はじらうか」

　由衣王は鼻で笑ったが──〈頭が雛ひな鳥どりのように丸い。もう少し髪かみを伸のばせば見み栄ばえがするだろうに。目が青いのなら浅黄か、二ふた藍あいの衣が合うか。いや、そうおとなびたものよりも桜のような儚はかない色のほうが愛らしくなる〉という優やさしげな声が聞こえてくる。

　紗良はもっと深く俯いた。お願いだから心の声を自重してほしい。

　熱を帯び始める頰ほおをどうしたものかと悩なやんでいると、こちらに足音が近づいてきた。部屋の前で止まった直後、几き帳ちようが開かれる。

　現れたのは多々王だった。彼は順に紗良たちを見ると、荒あらっぽい仕草で袖そでを払はらい、横に座った。髪には夏の草花、薄うす緑みどりの狩かり衣ぎぬを着用している。

　そういえば今日は朝から顔を見ていない。近くの川へでも出掛けていたのかもしれない。

　多々王は、由衣王に摑まれていた紗良の手をひったくるように取ると、いきなりぐいぐいと指になにかを押しつけてきた。

「乱暴な。冶や古この指が折れるぞ」

　由衣王が注意するも、多々王は聞いていない。

「多々王──赤あか鴇つきの君、これは……」

　多々王は、ほぼ閉じているに等しいが東の路みちの果てに広大な赤あか鴇つきの宮みやを持っているので、その名で呼ばれることもある。

　彼が紗良の指に無理やりはめこんだのは、赤珊瑚の広ひろ幅はばの指ゆび環わだった。

　右記ノ國で身分を持つ姫ひめ君ぎみはあまり飾かざり物を身につけず、衣の色を楽しむほうに重きを置く。ただ指先を彩いろどる指環はわりと好む。扇おうぎを持つとき、碁ごを打つときなどに露ろ出しゆつする部分だからだ。むしろ耳飾りや腕うで環わなどの装身具を積極的につけるのは男のほうだろう。

　さらにいうなら、山さん月げつ府ふの里人たちのほうがこうした装身具を多く持つ。単なる飾りではない。たとえば狩人かりゆうどは呪じゆ具ぐとしてそれを装着する。

　指にぴたりとおさまった指環を見つめ、驚おどろいて固まっていると、多々王の顔がみるみるうちに強こわ張ばる。
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「貢こう物もつのなかにあった飾り物だ。こんな小さなものは俺の指に合わない。おまえはただでさえ貧弱ななりをしているんだから、せめてこのくらいは指につけておけよ」

「あっ、あの、ですが、赤あか珊さん瑚ごは赤鴇の君の好ましいものにどうかと──」

〈あまり喜ばないな。ほしかったんじゃないのか？　それとも質の悪い指環だったのか？　……東とう宮ぐうのやつ、あとで締しめ上げよう〉

「!?」

　受け入れがたい衝しよう撃げき的な言葉を聞いた気がする。

　──東宮？　東宮って、あの東宮様!?

　あのもなにも東宮といえば右記ノ國の皇太子に決まっているのだが、どうにも頭が事実を拒きよ否ひする。

　恐れ多くも皇位後こう継けい者しやである高貴な人間を締め上げる？

　──ま、待って！　意味がわからない、なんでいきなり東宮様を攻こう撃げきしたがるの!?

　東宮との関係も問い質ただしたいところだが、彼は実際それを口に出したわけではない。紗良が勝手に心の声を拾ったのだ。

「いらないのか？」

〈西さい藍らん国からの献物のなかでも一番上等な赤珊瑚だと自信たっぷりにすすめてきたのに……、あいつの言うことはまったくあてにならん〉

　──まさかこの指環って、東宮様を通して手に入れた……!?

　紗良は気を失いそうになった。想像を絶する高価な指環が自分の手に輝いている。図京で権勢を誇ほこる家の姫君だってこれほど貴重な装身具は所有していないだろう。

　自分には相応ふさわしくないと、さすがに断ろうとしたが、刺とげ々とげしい空気をまとう多々王と視線が絡からむ。責める色が瞳ひとみにあった。

〈なんだ、やっぱり珊瑚がほしいという話は俺を言い包くるめるための噓うそか？　……ばかな真似まねをした。こんなもの、東宮に投げ返しにいってやろう。で、ぶちのめす〉

「とっ、とても素す敵てきで、言葉にならず！　身の震ふるえがとまりません」

　紗良のせいで、多々王が反逆罪により処しよ罰ばつされかねない。

　多々王は紗良の指先を摑つかんだまま、探さぐるような視線を寄よ越こす。

「へえ、震えるほど嬉うれしいって？」

「これほど驚きよう愕がくの……見事な指環を見たのははじめてです」

　もったいなさすぎて身につけられない、などとごまかし、厳重にしまっておこう。

　そう無難な結論を出したとき、多々王が口角をつり上げて嗜し虐ぎやく的な笑えみを見せた。

「ふうん。それはよかった。気に入ったんだな？」

「もちろんです」

「じゃあ、外すわけないよな」

「家宝として、大事に保管を」

「喜んで、指につけておくな？」

　彼は長い髪を片手で払うと、兎うさぎを狩かる猛もう獣じゆうのような表情を浮うかべて紗良を見み据すえた。

〈一度でも外したら、東宮を襲しゆう撃げきする〉

「絶対に、なにがあっても外しません！　おまかせください」

　そう答える以外になにができるだろうか。

「そうか。素直なのはよいことだ。俺はまどろっこしいのを好まない。嬉しいときは、そういう顔をしろ。わかった？」

「はっ、はい！　泣きたくなるほど光栄です！」

「だろうな」

〈こうした軽い装身具なら逃にげるときにも邪じや魔まにならんだろ。もうひとつ、ふたつ、上等な飾り物を持たせてやれば、村に戻もどっても厄やつ介かい者もの扱あつかいはされないはずだ。火急時にはそれなりの量の穀物とも交こう換かんできる〉

「──」

　紗良は、自分が浮かべていた浅はかな愛あい想そ笑わらいを消した。

　──私が村に戻ったときのために？

「しかし、指環ひとつ程度じゃおまえの見み窄すぼらしさは変えられないみたいだな」

〈できれば、この指環は最後まで指にあるといいが──〉

　多々王の顔を見つめてから、指環へ視線を動かし、最後に、板いた敷じきに散乱している布の波を眺ながめる。くぇ？　と白羽が布の内に丸まりながら紗良を見上げた。

「おい、他ほかに逸いつ話わはないのか？」

　横からむっすりとした顔の由衣王に腕うでを引かれる。

「え……逸話ですか？」

「その珊瑚のような」

　紗良は何度も目を瞬またたかせた。表情を取り繕つくろうことさえできなかった。

　──気にかけてもらえるような逸話なんて、私にはない。

　彼らのために死にに来たわけじゃない。慈いつくしんでくれた紗和子たちのためだ。そこにひとかけらも竜りゆうを案じる思いなんてなかったのだ。自然と頭が下がった。ひどく胸が苦しい。なぜこんなにも、ないはずの心が締めつけられるのだろう。

「──なんだ、こんなところにこもっていたんですか」

　几帳が開かれ、ふいに声をかけられた。小瑠王がこちらを覗のぞきこんでいた。後ろに月時王もいて、手箱を持っている。彼らもまた、「いらないものがあるから処分しろ」と言って、紗良に飾かざり物を見せた。そのどれもがまばゆく輝かがやいていた。

　美しくて当然だった。これらは、竜の心である。
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　寅とらの刻。竜笛童子の笛が鳴った。

　童子というが、吹ふいているのは辰たつ弥み庁ちようの覡おかんなぎだ。

　山さん月げつ府ふの海域に水み鹿か神がみが出現したという警笛である。
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　騒さわがしい夜明けとなった。辰弥庁から官かん吏りが駆かけつけ、寝しん殿でんの簀すの子こにて竜たちに請せい願がんする。

「畏かしこき竜の四神よ、僕ぼくなる草の辰弥大たい輔ふ広ひろ杜もりが拝み奉たてまつりてここに奏す。綱つなの端はに立ちかがみればあやなく刻こくもかくるると、伯が星の行方ゆくえを追いました」

　──綱の端……それって葛かずら葉ばの地のこと？

　綱は葛つなの意だ。確か未ひつじの地に、そういう名を持つ漁村があったはずだった。

　要するに辰弥庁の長おさである白しろ長ながの督かみが占うらなった結果、凶きようの卦けが見えたので、その地へ降りて怪かいを──水鹿神を討とう伐ばつせよと言っている。

　彼らは国の護神だ。怪を払はらい、都を支える。右う記きノの國くにでもっとも厄介な怪が地の海から生じる水鹿神で、これの退治が彼らの重要な役目のひとつでもあった。水鹿神という怪は、月に数度出しゆつ没ぼつすることもあれば、数ヶ月沈ちん黙もくを守ることもある。

　大輔の広杜は静かな声こわ音ねで問う。

「月天子の帳とばりの降りる刻が近づいております。御み舟ぶねにて天あ降もられますか？」

　辰弥庁では、竜が地上へ下るための輿こしを御舟とも呼ぶ。夜明けの刻のため月の加護が遠いから、少しでも穢けがれを遠ざけるよう輿に乗るべきではと提案しているのだ。

　広杜は、生き真ま面じ目めな物もの腰ごしの初老の男である。また冷静沈ちん着ちやくで、心の内を容易には顔に出さない。紗さ良らを見る目にも毒はない。物事のあるがままをその通りに受け入れるような眼まな差ざしをしている。

「既すでに被ひ害がいは出ているのか？」

　由ゆ衣い王おうが口早に問う。対して、大輔の広杜はいささかも口調を変えずに答えを返す。

「地ち鏡かがみにては、いまはまだ水面みなもを巡めぐっているばかりと」

「陸おかには到とう達たつしていないか。ならその地で鬼おに払ばらいの符を用いているのかもしれないが──いや、車はいらぬ。急ぐ」

「仰おおせの通りに。天門までの神か車ぐるまは東中門のほうにご用意しております」

「ああ」

　下がる大輔らにうなずき、四竜が中庭へ出ようとする。渡わた殿どのを通って迂う回かいするより中庭を突つっ切って東中門へ向かったほうが早いからだ。だがふいに彼らは振ふり向き、ずかずかとこちらに歩み寄ってきた。式の女とともに簀子に控ひかえていた紗良は驚おどろいた。

　いつものように肩かたに乗っている白しろ羽ばがちらりと由衣王を見て、毛け繕づくろいを始める。

「俺が不在のあいだは、屋や敷しきから出るな」

　由衣王が高こう欄らん越ごしに命じた。小こ瑠る王おうも横に並び、高欄の上に腕を乗せて微笑ほほえむ。

「梨り乃のたちといなさい。ちょっとそこまで、暴れてきますね」

「は、はい。勇ましき竜の方に天てん帝ていの加護がありますよう。無事のお戻りをここでお祈いのりしております」

「おや」と小瑠王が目を見開く。他の竜たちも、急にそわそわし始めた。両手で高欄にしがみついた多た々た王おうが、首を傾かたむけて「俺は？」と問う。

「赤あか鴇つきの君にも大きな守護がありますように」

「俺は？」と次に笑って尋たずねたのは月つき時じ王おうだ。

「月つき鷹たかの君にも清き護まもりがありますように」

　月時王の宮を、月つき鷹たかの宮みやと呼ぶ。

　竜たちは顔を見合わせると、袖そでで口元を覆おおって嬉しそうにする。

　いまから水鹿神退治に行くのだろうに、なぜそんなにほのぼのしているのか。もっと気を引き締しめて、祈き禱とうなりなんなりすべきではないのか。水鹿神は恐おそろしい怪だ。弱いものなら人でも討うてるが、巨きよの者はあっという間に村ひとつ消しよう滅めつさせる。そうなると人の力ではもはやどうにもならず、神々の手が差し伸のべられるのをひたすら待つしかない。だがこれまで、願いが届いてすぐさま竜が助けにくるときもあれば、無む慈じ悲ひに見捨てられるときもあった。

　その理由が紗良にはわからなかったが、とにかく今日は救助に向かってもらえるらしい。

　葛葉の地の人々が救われることにほっとしたあとで、じわじわと後ろめたさが膨ふくれ上がる。戦う竜たちだって当然命いのち懸がけなのに、まず地の人々の安全を考えてしまった。

「皆みな様さま、無事を願われて大層はしゃがれるお気持ちはわかりますが、助けを待つ人々がいるのですよ。さっさとお行きくださいませ」

　梨乃が笑え顔がおで辛しん辣らつな発言をした。他の女たちはそっと袖で顔を隠かくしているが、どうも笑いを堪こらえているようだ。

　一方、控えていた官吏の大半は、梨乃の発言が非礼にすぎるというように顔をしかめている。当の四竜の反応はというと、あわあわと視線を泳がせたのちに、いかにも尊き神竜らしく泰たい然ぜんとした優ゆう雅がな雰ふん囲い気きを取り戻す。紗良は少しだけ生ぬるい気持ちになった。

　きりっとした表情を取り繕っているようだが、心の声を何度も聞いている自分にはわかる。胸中ではきっと、なにやら不可思議な思いを巡らせているに違ちがいない。

「午うまの刻までには戻る」と由衣王が凜り々りしく告げる。

「お気をつけて」

「うん。では行く」

　東中門へ向かう四竜の背に、紗良たちは深々と頭を下げた。







　彼らの姿が見えなくなると、式の女たちが一いつ斉せいに噴ふき出し「竜の方々ったら」と笑い合う。

「紗良様、竜の方々が無事に戻もどられたときにも、どうぞ労いたわってあげてくださいまし」

「可愛かわいらしい面もあるのねえ。喜んでいらっしゃったわ」

「地の里人から直接身を案じる言葉をかけられるなんて、はじめてじゃないかしら」

　彼女たちの、どこか報むくわれたような嬉うれしげな顔に、紗良は胸が詰つまった。

　地上の里人が天降る竜に近づくことはない。山月府では、竜神は畏い怖ふの対象である。気安く近づいては神しん罰ばつがくだると思いこんでいる。それに、竜神が現れるのは悪あつ鬼きや水鹿神の訪おとずれのときなので、大たい抵ていは別の場所へ避ひ難なんをしているのだ。

　神か奴め冶や古ことして召めされた里人たちだって、彼らを気き遣づかえるような精神状態ではなかっただろう。討伐後にはおそらく辰弥庁から感謝の言葉が上がってくるだろうが、どうしたって儀ぎ礼れい的なものになる。そう考えると、竜たちは不ふ遇ぐうの身といえる。

　自分の手にある赤あか珊さん瑚ごの指ゆび環わを見下ろす。大変口が悪く、いささか行動が極きよく端たんすぎるが、優やさしい竜たちだ。人間を小石程度にしか思っていない、とでもいうような冷れい酷こくな顔をしながら、心のなかでは正反対のことを思って悩なやんでいる。

「紗良様、竜りゆうの方々のお戻りまでに、禊みそぎの準備をいたしましょう」

　梨乃に誘さそわれ、紗良は我われに返った。

「このお役目が一番つらく思われるかもしれませんわ」

「私はなにをすればいいんでしょうか？」

「竜の方々は天そらの使いですので、とてもお強い反面、地上の穢れに弱くていらっしゃるの。水鹿神はたっぷりと穢れを帯びているものだから、対たい峙じすればそれが身に移ってしまうのです。あまりに多くの穢れを浴びると、転化がかなわなくなります」

「転化……？」

「彼らの本ほん性しようは竜です。人の身に変へん化げできなくなるのです。また、竜の身を覆う穢れは、見過ごせば石化して悪神に変じてしまいます。その前に、清めて差し上げるの」

「はい」

「蓬ほう萊らい樹じゆの葉を保管されているでしょう？　それを水にひたし、絹の手しゆ巾きんで磨みがくのです」

「手巾で？　こするだけで穢れが落ちるんですか？」

「竜の身体からだを直接磨くわけではないのですよ。さすがにそれは人の身には耐たえられません。ですので、大鏡に映した姿のほうを磨くのです」

　鏡に映った姿を？　どういう作業なのかうまく飲みこめず、紗良は戸と惑まどった。

「私たちも多少ならお手伝いができますが……式の身ゆえ、一度でも穢れを浴びてしまうと払い落とせないのです」

　梨乃は寂さびしげに言った。払い落とせない、ということは、まさか儚はかなく散ってしまうのか。

　紗良は飛び上がり、両手を振った。

「大だい丈じよう夫ぶ、きっとお役目を果たしますから」

　式たちが、うふふと笑う。

「大鏡の宮へ行きましょう。そちらで詳くわしくお教えしますね」

「ありがとうございます」

　式たちと北の対へ向かう。そこから渡殿を進み、奥まった場所にある入いり母も屋や破は風ふの大社へ足を向ける。こちらは通行を阻そ止しするように入り口前の柱に縄なわが取りつけられているため、紗良は一度も立ち寄ったことがない。

　梨乃が階きざはしを上がって左右の柱に渡されている縄を外し、紗良を手招きする。彼女に続いて社に入る。不思議なことに、正面側は開け放し状態でありながら外界の光を一いつ切さい通さない。外がい陣じんに立っても目に映るのは薄うす闇やみのみで、やはり内装をうかがうことはできなかった。

　先に内陣に入った梨乃が、四よ隅すみの高たか燈とう台だいに火をつける。

　それでようやく内部の様子が見て取れたのだが、紗良は言葉を失った。

　左手側には紫むらさきの絹を敷しいた横長の祭さい壇だんがあり、榊さかき立たて、盥たらい、手巾、櫛くしなどが整然と並べられている。そして奥の壁かべに、屋根まで届くほど大きな金色の円鏡が鎮ちん座ざしていた。

　おそるおそる近づいて、さらに驚く。鏡になにも映らない。

「竜の姿しか映さぬ鏡です」

　こちらに歩み寄ってきた梨乃が、神しん霊れいに配はい慮りよするように声を潜ひそめて説明する。

「竜の身についた穢けがれに、直接触ふれてはなりません。また、竜のお姿を直接見てもいけません。彼らは人に本性を見られることを厭いといます。鏡に竜のお姿を映すのです。鏡へと移した穢れを手巾で拭ぬぐいます。もし穢れの石化が始まっているようでしたら、急いで櫛で削けずり落としてください。……穢れの塊かたまりが板いた敷じきに落ちた場合は、薙刀なぎなたで必ず斬きり伏ふせてくださいね。社の外に出してはいけません」

　紗良は息を吞のんだ。毎日行われる湯ゆ浴あみ作業に近しいものだろうと想像していたのだが、これは違う。儀式だ。

「梨乃さん、禊の方法はわかりましたが……竜のお姿は大きいのですよね？　お一人でしたら、社に入るでしょうが、四竜の方々全員となると、無理じゃないですか？」

　梨乃は困ったように目を伏せた。

「ええ、おっしゃる通りです。この社は当然、宮の主人たる宵よい霧ぎりの君のものです。他ほかの方々にも、お宮に社が設けられていますよ。ですけど、皆様はご自身のお宮にはめったに足を運ぼうとされなくて。そちらのお宮はどこも封ふう鎖さしている状態ですので、穢れが蔓延はびこる心配はないのですが……」

　そうだった、彼らは一いつ箇か所しよに集まったほうが、召さねばならぬ冶古の数を減らせると考えているのだ。

「同時には社を使えませんので、竜の方々は戦法を選んでおります。お一人が穢れをまとう覚かく悟ごで怪かいを弱らせ、残りの方々がしとめる。そうすれば、先に禊が必要となるのはお一人で、あとの方々にはお待ちいただける。いまは皆様、こちらのお宮ですごされていますから、主あるじの宵霧の君が先せん陣じんを切るでしょう。竜の方々はそうして、年毎ごとにお宮を移られています。お一人のみに穢れが溜たまりすぎぬように」

「季節毎にではなくてですか？」

「季節毎に移るのは、お宮のなかの里ですね。巡めぐることで、天てん都との方ほう陣じんの強化になりますから」

　方陣を弱らせずに冶古を減らす手段として、移動を行っているのだろう。

「もちろん、それでも同時の禊が必要になれば、他のお宮へ移っていただき、私たちが禊のお手伝いをいたします」

　梨乃の顔を凝ぎよう視しする。ひょっとすると過去にもそんな例があったのかもしれない。

　そのたび穢れに侵しん食しよくされて、散った式の女がいるのではないか。

「私たちは式にすぎませんので、人の死のように重く考えることはありませんよ」

　宥なだめるように梨乃は笑う。人と式、なにが違うのか。命とはなんだろう。

「──私、鏡磨きは得意です。十でも百でも竜の方々を磨き上げる自信がありますから」

「まあ。そんなに竜の方はおりませんわ」

　梨乃が嬉しそうに笑う。

「では、盥に水を汲くみましょうか」
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　簡単に内陣の清せい掃そうをすませたのち、盥に水を張り、そこに蓬萊樹の葉を浮うかべておく。もともと式の女たちが日を決めて社を清めていたというので、特別埃ほこりもたまっていない。

「あとはこちらに着き替がえを用意して。母おも屋やのほうにもお酒と食べ物を準備しなきゃ。強こわ飯いいと鳥の羹あつもの、鮎あゆ、蒸むし物はどうしようかしら……」

　悩み始める梨乃とともに北の対へ戻る。

「それじゃあ、私が母屋にお酒を運んでおきます」

「あら、紗良様は竜の方々が戻られるまでしっかり休まれていたほうがいいわ」

「お酒を運び終えたら、休ませてもらいますから」

　笑え顔がおで請うけ負ったのち、厨くりやから瓶へい子じを持ち出して母屋へと運ぶ。梨乃はそのまま厨に残った。紗良はふと思いつき、西の対から小路へ出た。こちらを進むと蓬木よもぎヶが池いけにたどり着く。

　紗良がこのあいだ持ち帰った枝は一本のみだ。実は既すでに四竜の腹のなかだし、枝は北の対に保管されている。そして葉は先ほど大社の盥に浮かべた。が、あれだけでは足りないんじゃないだろうか。そこで、禊中に困らないよう葉だけでも取りに行こうと考えたのだ。

　蓬木ヶ池が見えてきたあたりで紗良は少し冷静になった。お宮の主人である由衣王の許可も得ず、独断で蓬萊樹の葉を毟むしり取っていいわけがない。だいたい薙刀も大社に置いてきている。普ふ段だんは、西の対に与あたえられた部屋の長押なげしの上にかけている。こちらへ来た当初は雑舎のほうに身を置くことになると思っていたが、予想に反して女によう房ぼうの役を担になう梨乃たちと同じような待たい遇ぐうだ。無位の自分には身分不相応に感じられるが、それを梨乃らに訴うつたえても笑顔で無視される。

　とにかく、刀も忘れてきたし許可も得ていなければ呪じゆ符ふもない。蓬木ヶ池に行っても無意味だ。

　──と、わかっていても未練が……。

　たとえば枝から離はなれた葉が浮き上がってきたりしないだろうか。

　諦あきらめられず池のまわりを歩いていると、木々に囲まれた場所に緑屋根の倉を発見した。

　由衣王と来たときには気づかなかったし、その後こちらへ足を運ぶ機会もなかったので、こんなところに倉が、と少し驚おどろく。紗良は冶や古ことして召めし抱かかえられてからまだ日が浅い。なにか用事でも言いつけられない限り、積極的に桔き梗きようの里の外へは出ない。

　神具の類たぐいを納めているのだろうか。興味を覚えてそちらへ足を向ける。すると社の戸が内側から開かれた。紗良は足をとめ、目を凝こらした。

　──あれは……辰弥庁の方？

　白羽を求めた太史の沖おき貞さだに入れ知ぢ恵えをしていた巫かんなぎではないか。その彼女がなにかを抱えて倉から出てくる。紗良は怪あやしんだ。彼女は今日、大たい輔ふの広杜に随ずい行こうしてこちらを訪おとずれている。天門へ急ぐ竜りゆうとともに彼ら官かん吏りもお宮を出たものとばかり思っていた。

「巫女みこ様でございますか？　こちらでいったいなにをされて……？」

　巫は戸の前でごそごそしている。集中しているのか、紗良が背後に立っても気がつかない。声をかけると、ようやく肩かたを震ふるわせて振ふり向く。

　悪あつ鬼きでも見るような引きつった顔で凝視され、紗良は少し引いた。巫のほうも慌あわてた様子で巻物を抱え直す。その拍ひよう子しに腕うでからぽろりと一巻、転がり落ちた。紗良は目を点にした。

「この巻物は？」

　拾おうとしたとき、視界の端はしに倉の入り口が映った。戸に、壊こわれた海老えび錠じようがひっかかっている。いや、壊されている？

　紗良は巻物を拾うのをやめ、真正面から巫と見つめ合った。その瞬しゆん間かん、はっきりと理解する。巫は竜が不在のときを狙ねらって、倉から巻物を盗ぬすみ出そうとしていたのだ。

　こちらが声を上げるより早く巫は動いた。抱えていた巻物をどんっと紗良の手に押しつける。反射的にそれを受け取った直後、彼女は乱暴に戸を開けて内部へと紗良を力ちから一いつ杯ぱい突つき飛ばした。紗良は抵てい抗こうできずつんのめり、倉のなかに転がった。肩や足に硬かたい物がぶつかり、その痛みで呻うめき声が漏もれる。戸がすばやく閉められた。がたがたと音がする。

　巫が外側から突っ支かい棒をしているのだと気づく。閉じこめられたのだ。

「巫女様!?　開けてください！」

　紗良は巻物を床ゆかに起き、戸に飛びついた。

「……おまえのせいで、沖貞様に歯が折れるくらい殴なぐられたわ」

　戸の向こうから、巫が恨うらめしげな声を聞かせた。

「隠かくしてもわかる。あの白しろ烏がらすはまことの瑞ずい鳥ちようなんでしょう？　なぜおまえのような卑いやしい草に天そらの獣けものが懐なついているの？」

「なんのお話ですか？　私にはわかりません。どうか巫女様、ここを開けてください」

　相手の怒いかりを煽あおらぬよう弱々しい声を作って訴えながらも、紗良は急いで頭を働かせる。

　どうやら白羽の件で太史の沖貞から暴力的な八つ当たりをされたらしい。それをこちらのせいだと責めるなんて呆あきれてしまうが、相手の存在を自分の立場よりも上か、下かという目でしか見ない手合いに冷静な会話を望んでも無む駄だだろう。どんなに正当な主張をしようと聞き届けてはもらえない。そもそも格下の者が少しでも抗あらがおうとすること自体、癪しやくに障さわるのだ。

「どこかであの瑞鳥を見た覚えがあるのよ。絵巻物だったと思うわ。でも辰弥庁の文ふ殿どのでは見当たらなかったし、まさか内だい裏りのほうに忍しのびこむわけにもいかないし……。そういえば前に式の女が古い巻物や調度類をここにしまっていたと思い出したのよ」

　それで倉の戸をこじ開け、巻物を漁あさっていたようだ。もともと蓬木ヶ池の周囲は竜の聖域として見られているので、普段から人が近づかない。誰だれにも見つかる心配はないだろうと慢まん心しんしていたら運悪く紗良と遭そう遇ぐうした、といったあたりか。

「巫女様、私にはあの子がどんな鳥なのか、本当にわからないのです。竜のお宮に降りた鳥だからお世話をさせてもらっているだけです。もしもお望みでしたら、こちらの式の女房たちにお渡わたししていいのか、うかがってみます」

　あくまでも飼い主は竜である、と匂におわせながら、否定が返ってくるのを承知で協力的な態度を取る。案の定、巫は戸の外で慌てた。

「余計な真似まねをしないでちょうだい！　おまえなどになにもわかるものか！」

「でしたら、この一件は胸の奥におさめて決して思い出しません」

　秘密にする、と言外に伝えると、一瞬巫は押し黙だまった。どうすれば不利益を免まぬかれることができるか思案しているようだ。

「私は竜の方が戻もどられる前にお社に行かないとなりません。どうか巫女様」

　神か奴め冶や古ことしての務めを果たせない。紗良が行方ゆくえ知れずとわかれば式の女たちが騒さわぐだろう。そうなれば芋いもづる式に巫の倉荒あらしの件も明るみに出る。頰ほおを打たれる程度の体たい罰ばつではすまなくなるはずだ。宮での窃せつ盗とうは、竜神への愚ぐ弄ろうに等しい。

　発覚を恐おそれてこちらの案を飲んでくれたらいいのだけれど。

　紗良は息を潜ひそめながら巫の反応を待った。

「……おまえは愚おろかしくも、務めが怖こわくなって、逃にげ出したのよ」

「巫女様？」

「そうよ。逃げる前に高価な品を盗み出そうといやらしい策を講じて、目についた倉に忍びこんだの。そうしたら戸に突っ支い棒が引っかかって間ま抜ぬけにも出られなくなったのよ」

「待ってください、そんなばかげた話を、誰も信じるはずが──！」

　思わず反論しかけたが、その途と中ちゆうで紗良は口を閉とざし、身を強こわ張ばらせる。信じる。多くの者は、噓うそだとわかった上で、巫の話を真実とするだろう。

　とくに太史の沖貞などは虚きよ言げんだという確かな証しよう拠こがない限り、巻き添ぞえを食うのを恐れて巫の主張を支持する。その光景が容易に想像できる。

　紗良の無実を信じてくれる者はいるだろうか。竜たちや梨乃の顔が浮かんだが、紗良は彼らに縋すがりたくなる気持ちをすぐさま封ふうじこんだ。心から竜に忠誠を誓ちかっているわけじゃない自分がなぜ都合よく助けを求められるだろう。

「浅せん慮りよな冶古がしでかしそうなことだわ。そうだ、ついでに道理を知らぬおまえはあの鳥も、逃とう亡ぼうの途中で腹の足しにしようなどと考えて、殺してしまうのかもしれないわね」

「巫女様!!」

　紗良に咎とがを被かぶせて掠かすめ取る気でいる。白羽はいま、手の空いている式に預けて食事をさせているが、もしもこの巫が適当に話を捏ねつ造ぞうして取り上げたら。

「せいぜいそこで反省しなさい。おまえたち冶古がだらしなく息絶えて使い物にならなくなるから、私たちまでが下人の仕事を押しつけられてしまうのよ。もとを正せばやはりおまえたちが悪い」

　巫は自分に言い聞かせるようにつぶやく。

　本気でそんな歪ゆがんだ理り屈くつを信じているわけじゃないはずだ。──いや、もしかすると本当に信じこんでいるのかもしれない。太史もやはり似たような不満を抱えていたから。

　巫が戸のそばを離れる気配を感じた。

「待って、巫女様！　開けてください!!」

　戸を叩たたき、大声を上げたが、巫は耳を貸すことなく遠ざかっていった。まあ開けてはくれないだろうな、と紗良も内心諦めていたが。

　気持ちを落ち着かせるために深呼吸し、それから周囲を見まわす。

　朝の刻とはいえ、土つち壁かべの倉のなかは墨すみを塗ぬったように真っ暗だ。表に桔き梗きよう紋もんを散らした丈じよう夫ぶな格こう子し戸どは、少しの光も通さない。手て探さぐりで倉のなかがどうなっているのか確かめる。突き飛ばされたときに一瞬外界の光が入り、内部が見えた。左右に低い木き棚だながあり、そこに手箱や巻物などが置かれていたような気がする。奥側にはなにがあっただろうか。

　前方に手を伸のばして慎しん重ちように進む。指先になにかが触ふれた。

　その瞬間、ドォンと太たい鼓こが鳴り響ひびく。予想しえぬ音の大きさに紗良はおののき、両耳を塞ふさいだ。しばらく硬こう直ちよくしていたが、太鼓らしき音が鳴り響いたのはその一度きりだった。

　紗良はなにかに化かされたような心地ここちになった。いまのはなに？　ほんのちょっと触れただけでああも大きな音が出るものだろうか。少し恐ろしくなり、戸のほうへ戻ることにした。余計なものには触さわらないほうがいいみたいだ。

「……海女あまだったんだもの。脚きやく力りよくには自信があるわ。ものを壊す才能にも溢あふれているんだから」

　人生に無駄はない。数々の織り機を壊してきた、という情けない過去さえ、時には貴重な体験であったと振り返ることができるのだ。

　もしも紗和子たちに再会できる日が来たら──それは浄じよう土どでも黄泉よみでもかまわないのだけど──倉の戸を破は壊かいして脱だつ出しゆつを果たしたという冒ぼう険けん譚たんを聞かせ、胸を張ろうと思う。
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　脱出に成功したのは、一刻がすぎたあたりか。

　戸は破壊できなかったが、何度も蹴けったり叩いたりして衝しよう撃げきを与あたえるうちに、突っ支い棒が外れたのだ。振しん動どうで少しずつずれたのだろう。
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　紗良は両手で扉とびらを押し開け、外へ飛び出した。真っ暗な場所から明るい空の下に出たせいで、一瞬目が眩くらみ、よろめく。ああ、早くお社に行かないと──そう思って瞼まぶたを押さえたまま走り出そうとした紗良に、なにかがぶつかった。柔やわらかな生き地じの下にある硬かたい身体からだを感じた。

　紗良は慌あわてて瞼をこじ開けた。朽くち葉色の髪かみの竜りゆう、月時王が、焦あせった顔をして紗良の身を受けとめていた。彼の動きに合わせて、孔く雀じやくの羽と宝玉の耳みみ飾かざりが小さく揺ゆれていた。魅み力りよく溢れる高貴な姿に見み惚ほれかけたが、はっと気づく。地上へ向かっていたはずの彼がなぜここに？　──もう討とう伐ばつを終えた竜たちが帰き還かんしたのか。

「月鷹の君、皆みな様さまはお宮に──」

「おまえ、なぜこんな場所にいた」

　問いかけを遮さえぎられ、紗良は喉のどを締しめ上げられたかのような気分になった。なんて答えたらいい？　正直に？　それで、本当に信じてもらえる？

　彼の金色の瞳ひとみがすばやく紗良の全身を観察する。両手を見て、わずかに眉まゆをひそめる。

　戸を壊こわそうと奮ふん闘とうしていたため、両手に引っかき傷がいくつもできていた。

「話はあとで聞く。いまは社に急ぐ」

　彼はそう言うと、紗良の腕うでを強ごう引いんに引っぱった。だがすぐに足をとめ、思い直したように紗良の身を担かつぎ上げる。自分が運ぶほうが早いと判断したらしい。しかし担がれるほうはたまったものではない。慌てて下りようとする紗良の耳に、月時王は緊きん張ちようのまじる声を落とした。

「水み鹿か神がみは討伐した。そこまでの大物ではなかったからな。だが由衣が穢けがれを浴びて転化できずにいる。おまえがいないと知って、ひどく気が荒あらびている。早く行かねば、社から飛び出してしまう」
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　月時王に担いで運ばれたのち、そこでおろおろしていた式の女たちの手によって紗良は「早く、早く」と大社のなかへ柔らかく押しこまれた。

　清せい掃そう時につけていたはずの高たか燈とう台だいの明かりが消えていることにぞくっとする。

　このお社はどういう術が働いているのか、明かりをつけた状態でさえも外からは内ない陣じんの様子がわからない。

　紗良は一段低くなっている外陣の端はしに立ち尽つくした。外陣と内陣のあいだに仕切りはない。薄うす闇やみに覆おおわれている奥から嵐あらしのときに聞こえるような風の唸うなり声が響いてきた。

　その不気味な低い音が、生き物の呼吸であるとはすぐに気づけなかった。なにかとても重いものが潜んでいる。

　高燈台は内陣の四よ隅すみに置かれている。まずはそれをつけようと足を踏ふみ出した瞬しゆん間かん、ドン！　と重量のあるなにかが板いた敷じきに打ちつけられ、社全体が震ふるえた。紗良も飛び上がりそうになった。全身を冷気が包む。なにかが……巨きよ軀くの者がそこにいる。目を凝こらすと、黒々とした小山のような輪りん郭かくがぼんやりと見て取れた。すると紗良の視線に気づいたのか、それはずるりと緩かん慢まんに動いた。太く長いものがくるりと輪を描えがくようにしてうずくまっているとわかった。

　どうやら先ほどの音は、尾おを振ふり下ろしたときのものらしかった。

　──竜だわ。

　理解した途と端たん、紗良はこれまでにない強きよう烈れつな畏い怖ふの念に打たれ、その場に座りこみそうになった。恐おそろしく大きい。伸び上がれば、社の屋根をも突つき破るだろう。

　昔、巻物に描かれていた竜を見たことがある。体たい軀くは蛇へびに似ていて、怪かい鳥ちようのような太い手足があり、角と長い髭ひげを持つ。本当にその通りの姿であるらしい。

　竜がふたたび尾の先を板敷きに打ちつけた。紗良は、ひっと肩かたをすくめた。荒い息から激しい怒いかりが伝わってきた。

　しばらくぶるぶると身を震わせていたが、竜の息に少しずつ苦しげな感が滲にじみ出しているのに気づき、焦りを抱いだく。

　──そうだ、穢れを浴びて転化できないって月鷹の君が言っていた！

　この大きな竜は由衣王だ。わかっていたはずなのに、いまのいままであの端たん整せいな彼と結びつけられずにいた。ゆえなき美び貌ぼうと醜みにくさ、その両方を持つと、かつての榔ろう帝ていに評された竜。しかし巻物に描かれていた竜は、それはもちろん、恐ろしくあったが決して醜しゆう悪あくではなかった。

　なのになぜ醜いという話が広がり、嫌けん悪おされたのか。

　怖こわ々ごわと一歩踏み出せば、竜はまた威い嚇かくするように長い尾を板敷きに打ちつける。近寄るな、と警けい戒かいしているようでもあった。

「よ、宵霧の君でいらっしゃいますね？」

　荒い息が返ってくる。竜の姿だと人の言葉を話せないのかもしれない。

　じゃあその肌はだに触ふれたら、心がわかるだろうか──。

　他者の心を無断で暴あばくなど、もっともいやらしい行こう為いだとよくわかっている。だがいまだけは、この竜の心を知りたかった。知らなくてはいけない気がした。

　何度威嚇されても諦あきらめずに、時間をかけて慎しん重ちように近づく。そっと手を伸のばす。

　硬いものに触れた。竜の胴どう体たいだ。ぬくもりを持った滑なめらかな岩いわ肌はだのような感かん触しよくだった。狂くるおしいくらいの怒りが指先からどっとなだれこんでくる。

〈逃にげた。この女はやはり逃げたのだ。誰だれもかれも変わらぬ、身を穢してまで救ってやっても一人残らず去っていく。よくも逃げた！　そのくせ逃げ切れずに連れ戻もどされたのか、ああ嫌いやだ、化け物だと泣かれながら身を洗われる。これほど屈くつ辱じよく的なことがあるのか！〉

　紗良は、ぎゅっと目を瞑つぶった。誤解させ、ひどく苦しませてしまった。

　そうではないのだ、立ち去る気なんてちっともなかった……。

「──竜の方、あなたの冶や古こでありながら、こちらでお帰りをお待ちできず申し訳ありませんでした。蓬ほう萊らい樹じゆの葉が足りないかもと思ったのです。念のために予備を用意したほうが、という浅い考えに取り憑つかれ、池のほうへ向かっていたのです。どうかお許しください」

　疑う気配を感じる。信じまいとする荒すさんだ意志も。

「よく戻ってきてくださいました。私も地の生まれの者、天の方が里人を見捨てずにいてくださることが、どれほど救いになるでしょうか。伏ふして感謝をお伝え申し上げます。ありがとうございます、優やさしい竜の方。地を助けてくれてありがとう」

〈わからぬ、保身の噓うそか、そうでないのか。嚙かみ殺されたくないから媚こびを売り、機き嫌げんを取るのか。人の思いなど、わかるものか〉

　頑かたくなに疑い続ける由衣王の心が寂さびしい。彼の孤こ独どくを垣かい間ま見みたような気がする。

　岩肌めいた胴体に両手を押し当てて寄り添そうと、わずかに竜の息が落ち着いた。

　紗良は思わず微笑ほほえんだ。もう恐ろしくはなかった。

「本当に大きくていらっしゃるのですね！　それに[image: 鱗]うろこがあたたかくていらっしゃる。さあ、そろそろ明かりをつけさせてください。お顔をしっかり拝見しないと私は安心できないのです」

　竜の身に強い警戒が走る。明かりを嫌がっている。

〈醜さを知られる。いや、それでもまた偽いつわりの感謝を口にするだろう、どうせ心は知られぬからと高をくくり。どんなに怯おびえていようとも──〉

「竜の君」

　紗良は、この竜に本心を告げることに決めた。

　疑いを解こうとしないのは、紗良が誠実でないからだ。賢かしこい竜はそれに気づいている。

「私はなにがあっても冶古のお役目を放ほう棄きいたしません。竜の君もご存じである通り、私は姉し妹まいのように育った里人の代わりに、こちらへ召めしていただきました」

　竜が怒りのような、困こん惑わくしているような重い息を吐はき出す。少し身じろぎしただけで、紗良は弾はじき飛ばされそうになる。踏み潰つぶす恐れがあると思ったのか、竜は動くのをやめた。

「あの村に、私は心を残らず置いてきたのです」

　竜の思念がふいに、凍こおったような気がした。声が伝わってこない。

「いまの私は空っぽなのかもしれません。きっと不義理であることでしょう。ですが実のない空箱でも、あとひとつ残っているものがあります。その空箱……卑いやしいこの身です。お許しいただけるのでしたら、私は竜の君のために死にたいのです。あなたのために死ねたら、望むものはもうなにもありません」

　新たな冶古選定の日をできる限り遠ざけるため、少しでも長く生きねばと思う。

　それでもいつか終わりはくる。そのときは、気高くも傷つきやすい竜のために、眠ねむりたい。紗良は自然に、そう思った。

　そよ、となにかが紗良の頰ほおにあたる。すべらかであたたかく、柔らかいのに芯しんがある。自分の二の腕うでより太い。不思議に思って、両手で感触を確かめる。

「これはなんでしょうか？　太い筒つつ……のような？　竹に似ているような……。引っぱっても取れない……あっ、髭ですね？」

　あやうく力任せに引っこ抜ぬくところだった。太い髭を上へと辿たどるようにして触れていき、背せ伸のびをする。空気がかすかに動いた。硬かたくてちくちくしたものに指先が触れる。竜りゆうが顔を近づけてくれたようだ。いま触さわっているのは、口のあたりらしい。

「竜の君、御おん身みを清めましょう。あなたが醜くても美しくても、私はここにおります」

　少しして、竜の心の声がふたたび密ひそやかに届く。

〈──俺は天の竜。不義理もなにも、冶古の心などほしがるものか。思い上がるな〉

　紗良は、はい、と胸の内で寂しく答える。

〈だが、そこまで願うのなら、あと少しそばに置いてやる〉

　紗良は微笑んだ。なんだか強がっているような声に聞こえた。それが可愛かわいらしくも切ない。







　梨乃の説明では、直接竜の姿を目にしてはいけないのだという。

　紗良はその忠告を思い出し、明かりをつけたのちは下を見ながら祭さい壇だんへ歩いた。

　手しゆ巾きんを盥たらいの水に浸ひたし、薙刀なぎなたも持って、大鏡の前に移動する。竜の身に付着した穢れに直接触れてもいけないと言われている。しかし先ほどよく見えないのをいいことに髭や体軀に触れてしまったが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　鏡越ごしに、竜を見る。

　なぜ醜いと評価されたのか、その理由がなんとなくわかった。

　黒竜だったからだ。醜い、というよりは全身の黒さが闇やみや穢けがれを連想させ、不ふ吉きつと判断されたのかもしれない。

　形なりは、想像した通り、というより巻物に描かれていた通りだった。

　──醜くなんてないわ。

　紗良は鏡に向かってにっこりした。

　多少はとんでもなく怪かい奇き的な姿形であったらどうしようかと心配していたのでほっとする。それでとっさに嫌悪してしまうかもといった理由ではない。知らず顔を強こわ張ばらせてしまい、竜を落ちこませるのではと、そちらのほうが気がかりだったのだ。

　黒竜は、紗良の視線に耐たえるように目を閉じてじっとしている。しげしげと見つめるうち、鏡面に変化が現れた。ぼこっと黒い染しみのようなものが飛び出てきたのだ。

　きっとこれを拭ふき取るのだろう。そう納なつ得とくし、作業を始める。頑がん固こな汚よごれと同じで、しっかりこすらないと取れない。硬く盛り上がったところは櫛くしで削けずる。大鏡は紗良の背せ丈たけよりずっと高いので、上部に飛び出てきた穢れは踏み板や梯子はしごを使う。

　思いがけず重労働だった。鏡面の穢れは、竜が動きすぎるとすうっと消えてしまうのだ。また出現するまで待つ他ほかない。

　動いてはいけないと竜自身わかっているようなのだが、どうやら鏡越しであってもこすられると大層くすぐったいらしい。最初は宥なだめるように「もう少しですのでどうか我が慢まんなさってくださいね」と優しく励はげましていたのだが、梯子使用時に動かれるということが何度も続けばとても甘い顔なんかできなくなる。

「もう！　動かないでくださいましって、お願いしたでしょ！」

　竜のほうも、はじめは紗良が怯えていないかと緊きん張ちようした態度で反応をうかがっていたくせに、気がつけば、鏡越しにふてぶてしい視線を送ってくるようになっている。

「ですから、私に近づいてはいけません！　この、お髭ひげが邪じや魔まです!!　引っこ抜きますよ！　……袖そでを嚙まないでくださいったら、あー！　また穢れが消えた!!」

　紗良は大声で叫さけんだ。はっきり言って、どつきたい。

「いい加減になさってください。あんまりうるさいと、お身体からだを縛しばりますよ!!」

　腹が立ったのか、髭でびしりと背を叩たたかれる。その衝しよう撃げきで身がふらついた。

　──この方、面めん倒どうくさい!!

　こちらは遊んでいるわけではないのだ。なのにさっきからちょっかいをかけてくる。髭の先でこしょこしょと首の後ろをつついたり、腕に絡からませてきたり。子どもだろうか？

「なんて聞き分けのない方なんです!?　あとで皆みな様さまに叱しかってもらいますからね！」

　二度、叩かれた。
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　転化できるほど穢れを除去できたのは、数刻がすぎた頃ころか。

　着き替がえまできっちりさせたのち、紗良は疲ひ労ろう困こん憊ぱいのていで社を出た。悪戯いたずらを控ひかえぬあまのじゃくな竜にずっと叫び続けていたせいで、喉のどががらがらになっている。

　よろめきながら階きざはしを降りて、ふと視線を上げれば、なぜか他の竜たちや式の女たちがその場に伏していた。なかには、こちらの様子が気になって駆かけつけたらしき白長督の姿もあった。唯ゆい一いつ、大たい輔ふの広杜だけが涼すずしい顔で立っている。

　まさかここで襲しゆう撃げきでもあったのかと慌あわてて近づけば、とんでもない。皆みな、倒たおれているのではなく笑い悶もだえているのだった。

　ぽかんとする紗良に、大輔の広杜が言う。

「恙つつがなく……、恙なくお役目を果たしたようだ」

　ぶふっと誰だれかが噴ふき出した。

「縄なわで縛りたいー、髭引っこ抜くー、とか……」

　紗良の声こわ音ねをぼそりと真似まねする者までいた。いまのは多々王だ。

　紗良は真っ赤になった。自分の声が外まで響ひびいていたのか。思い返せばずいぶん無礼な発言を連発していた気がする。

　遅おくれて、由衣王も社から出てきた。いつもの彼のように冷れい淡たんな態度だったが、笑い転げている人々を眺ながめまわして啞あ然ぜんとする。

「よかったですわ、宵霧の君。大層楽しく甘えられたようで……、いえ、無事に禊みそぎをすまされましたこと、心よりお喜び申し上げます」

　梨乃が目め尻じりに浮うかんだ笑いの涙なみだを拭ぬぐいながら言った。

　なにやら自覚があるのだろう、由衣王は赤い顔をして皆を睨にらみつける。その様子を見た者たちが、また噴き出す。

「おまえたちは、暇ひまなのか？　散れ」

　由衣王は横を向くと、羞しゆう恥ちをごまかすように思い切り舌打ちした。

　ようやく顔を上げた白長督が、彼に向かって慇いん懃ぎんに礼をした。

「楽しまれたようでなによりですが、こうも時間がかかっては冶や古この負担となりましょう。やれ、私が叱る役を引き受けねばなりませぬか」

　そこでついに、ふっと大輔の広杜までもが笑いをこぼした。

　由衣王はとうとう袖で顔全体を隠かくした。
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　禊後、直接竜に触ふれてしまったことが原因か、紗さ良らはしばらく熱を出した。他の三竜に関しては大社での禊が必要なほど穢れていなかったので、休ませてもらうことにした。

　泡あわを食ったのは由ゆ衣い王おうで、わざわざ白しろ長ながの督かみを引っぱり出して加か持じ祈き禱とうをさせ、陰おん陽みよう師じまで呼ぼうとする。最後には梨り乃のらに騒さわぎすぎだと叱られていた。

　やはり穢れの影えい響きようか、竜たちの心の声がまったく聞こえなくなった。安あん堵どとほのかな寂さびしさが入り交じり複雑な気持ちになったが、これでいいのだろう。

　──心の声が届かなくなったのは、単に以前竜たちが飲ませた涙の効力が失うせたせいなのだが、そのことを紗良は知らない。

　倉に閉じこめられた件だが、梨乃たちはなにが起きたかだいたい勘かんづいているようだった。白しろ羽ばは無事だ。紗良が倉で奮ふん闘とうしている最中に、巫かんなぎが式たちに詰つめ寄ったらしいが、皆、白羽を奥の部屋に隠し、ごまかしたのだという。そのようなわけで、白羽は相変わらず、くぇーとのどかに鳴きながら紗良の肩かたにくっついている。







「紗良。紗良、どこに？」

　呼ぶ声に、紗良は慌てて立ち上がる。西の対の部屋でともに絵巻物を眺めていた式の女によう房ぼうたちが、口元に手を当てておかしそうな顔をする。

「あの声は藍らん桜おうの君ね。雛ひなのように紗良様を捜さがしていらっしゃるわ」

　梨乃が笑いを含ふくんだ声で言った。藍桜の君とは小こ瑠る王おうのことだ。彼は南の路みちの果てに藍らん桜おうの宮みやを持っている。

「紗良様も落ち着く暇がないわねえ」

「竜りゆうの方々ったら、あれで嫌いやがらせしているつもりなのよ」

「嫌がらせ？」

「紗良様が宮から逃にげたくなるように、仕事を押しつけたり意地悪を言ったりしているの」

「ただかまってほしいというふうにしか見えないわ」

「そりゃあ、竜に怯おびえぬ冶古ですから。嬉うれしくて仕方がないのでしょうよ」

「行ってあげてくださいな、紗良様」

　女たちの柔やわらかな手で部屋の外へと押し出される。廂ひさしから壺つぼ庭にわのうかがえる透すき渡わた殿どのへ出ると、こちらへ歩み寄ってくる小瑠王と鉢はち合あわせした。露つゆ草くさ色の髪かみより濃こい青の袍ほうがよく似合っている。

　彼は、やや不ふ機き嫌げんそうに紗良を見下ろし、腕うでを組んだ。

「また式たちと戯たわむれていたんですか。冶古のくせにずいぶん怠なまけていますね」

　そら厭いや味みを言ってやったぞ、とほんのり得意げな顔をする小瑠王に、紗良は頭を下げる。まだ一応、紗良を追い出すという作戦は続行されているようだ。

「申し訳ありません、藍桜の君」

「最近のおまえは絵巻物ばかり眺めていません？　女は派手やかな絵やら衣ころもが好きですね。──こちらへ来なさい」

　小瑠王は冷たく言うと、紗良についてくるよう促うながした。

　絵巻物に興味があるというより、紗良を倉に閉じこめたあの巫が捜していた絵に興味がある、というほうが正しい。白羽に関することらしいから、なおさらだ。ひょっとすると右う記きノの國くにに出現したことのある白い動物を描えがいた絵巻物が存在するのかもしれない。そう思って、式たちに自分が見てもいいような巻物はあるだろうか、と話を持ちかけた。

　それがなぜか、女たちできゃいきゃいと賑にぎやかに楽しむような流れになったのだ。同じ人間の女には遠巻きにされるが、なぜか人外の式とは親しくなっている。

　小瑠王に連れられてきたのは、西の対の広廂だ。そこには既すでに先客がいた。様々な長さの絵巻を前にして、月つき時じ王おうがゆったりと脇きよう息そくに寄りかかっている。朽くち葉色の髪と紅くれないの衣で、来きたる秋の装い。幽ゆう玄げんの美を思わせる。彼はこちらに気づくと、「見つけたか」と苦く笑しようした。

「また式につかまっていたんですよ。あの女たちは姦かしましいから追い出したいです」

　小瑠王は、円座に紗良を座らせると、不満げに言いながら隣となりに腰こしかけた。

「式が下がれば、困るのは俺たちだろう？　宮には下人もろくにいないんだぞ」

　月時王が笑って言う。

「それに、囀さえずらねば女ではない」

　この月時王は、他三竜よりも寛かん容ようだ。紗良にもめったに嫌がらせもどきの言葉を投げつけない。皆より一歩引いた場所から全体を眺めているような雰ふん囲い気きがある。

「白長督は故意に、やかましい式を選んで寄よ越こしているに違ちがいありません。……紗良、なにをぼさっとしているんですか。絵巻を片づけなさい」

「はい、藍桜の君」

　散らかしたものを整理させるため呼びつけたのかと納なつ得とくする。が──。

「どうです。これは秋山絵巻の一巻です」

「はい」

　片づけようとする手をわざわざとめさせて、小瑠王が絵巻を指差す。

「榔ろう月げつ府ふの南にこんもりとした小山があるんですが、そこの紅葉もみじがすばらしい。秋の日差しを受けると葉が皆、黄色に染まるんです。あまりに見事だから、天人天てん女によも思わずふらりと舞まい降りてくるほど。その密ひそやかな宴うたげの様子を描いた絵巻なんですよ」

「そうなのですか」

「こちらは、おはぐろ大たい輔ふ絵巻。稚ち児ご好きの大輔が引き起こした滑こつ稽けいな物語です」

　と、こんな調子で巻物の内容に逐ちく一いち触ふれるため、いっこうに整理が進まない。

　内心首を傾かしげたのちに、気づく。

　──嫌がらせと称しようして、私に絵巻物を見せてやろう、と考えてくださったような気がする。

　きっと紗良が絵巻物を見たがっていることを式たちから聞いたのだ。

　嬉しそうに絵巻を解説する小瑠王の繊せん細さいな横顔を、紗良は微笑ほほえましい思いで見つめる。

　日々竜たちに振ふりまわされているのは確かだが、嫌がらせがこれっぽっちも嫌がらせになっていない。あるときは、「こんな貧しいもの口にしたくないからおまえがなんとかしろ」と豪ごう勢せいな食しよく膳ぜんをこちらへ押しやって食べさせようとするし、またあるときは、「室しつ礼らいが気に食わない」と言って、新しい調度類を用意させ、「やっぱりそれもいらぬから捨てろ」と紗良に持たせようとする。膝ひざを貸せだの髪を梳とかせだのという理由で呼びつけられるときもあるが、それも実際は餅もち菓が子しを渡わたすための口実なのではと思わざるを得ない。竜は内だい裏りに参内しないので、朝から晩まで「嫌がらせってなんだろう？」と首を傾げたくなるようなあれこれにつき合わされることになる。最近、四竜を見る白羽の目がとてもぬるい。

　起き床しよう後の湯ゆ浴あみの手伝いだけは誰だれかに代わってほしいと思うときもあるが、彼らが恥はじらう様子を見せないので、なんとか紗良もこなすことができている。小瑠王の腿もも肉にくもいまのところ問題ない。

　二竜と巻物鑑かん賞しよう会の時間をすごしていると、水干姿の式の少年がこちらに歩み寄ってきた。腕には組み紐ひもでくくられた仰ぎよう々ぎようしい細長な文ふ箱ばこが抱かかえられている。

「文ふみが届いております」

　文箱を受け取ったのは月時王で、すぐさま開き、料紙を広げる。

　文字を目で追う彼の眉まゆが、面めん倒どうそうに寄せられる。

「ああ、忘れていた。枇ひ儺だ式しきの時期だった」

　彼の言葉を聞いた小瑠王も、途と端たんに気け怠だるげな表情を浮うかべた。

　ふいに、髪がなびくほどの強い夏風が吹ふく。紗良は片手で髪を押さえた。ざあざあと木立がざわめく。夏の終わりを予感させる、どこかひんやりとした風だった。

　しばらくして、ぱたりと風がやんだ。肩の白羽が頰ほおにすり寄る。

　少しのあいだ、誰も口を利きかなかった。
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「枇儺式って、なんでしょうか？」

　小瑠王たちのもとを辞したのち、紗良は簀すの子こ縁えんにいた梨乃をつかまえて尋たずねた。

　急に強風が吹き始めたので、寝しん殿でんはてんやわんやのありさまだ。式の女たちが慌あわてて格こう子し戸どを閉めようと簀子を右往左往している。紗良も作業を手伝おうと踏ふみ台に乗った。

　返事がないことに気づいたのは、格子戸を閉めたあとだ。

　梨乃のほうをうかがうと、彼女は驚おどろいた様子で踏み台の上の紗良を見上げていた。

「まあ……、そうでしたわね。そろそろ枇儺式が行われる時期でしたわ」

　梨乃は何度もうなずくと、風になびく髪を煩わずらわしげに両手で押さえた。

「枇儺式とは、文月の甲きのえ辰たつの日に大内裏の迦か瀬せ院いんで開かれる祭事のひとつです。迦瀬院は、公く事じの一部を開かい催さいする場所のことですよ。庭に高たか舞ぶ台たいを用意し、歌か舞ぶを披ひ露ろうします」

「祭事……竜の方々に関係があるのですか？」

「ええ」

　梨乃は渋しぶい表情でうなずく。なんとなく、あまり紗良には聞かせたくない、という雰囲気を感じた。

「この日は竜にとっての忌いみ日にあたります。甲は木の気、辰は土の気ですので相そう剋こくの面を持つのです」

「竜の忌み日に祭事が開かれる？」

「ええ、これは竜の枇ひ儺な……女め雛びなを召めす儀ぎとなりますから。竜の方々を守護、あるいは封ふうじられる斎さい王おうを選ぶのです。そのお役目の姫ひめ君ぎみを斎さい花かとお呼びします」

　斎花、と紗良は口のなかでつぶやいた。

「巫女みこ姫ひめ、という意味でしょうか」

「そうですね。神かみ嫁よめというほうが正しいかもしれません」

　紗良は目を瞬またたかせた。神嫁？　帝みかどの代だい替がわりの際、未み婚こんの女王を神の依より代しろとして選び、斎さい宮ぐうにこもらせるというが、それとはまた別だろうか。

「朝ちよう廷ていではなんのかんのともっともらしい理由をつけていますが……竜りゆうは強い獣けものです。人よりもずっと強いのです。時に人が御ぎよせなくなるほどに。竜の加護はほしい、でも荒あれてほしくない。この巨きよたる天そらの将が大いに宙を駆かけ巡めぐればどうなるか。竜の咆ほう哮こうは宙を揺ゆらがせます。少し鳴いただけでも突とつ風ぷうを招くほどですもの。竜に自由を許すと、時の巡りが下界と少しずつ嚙かみ合わなくなるのです」

「……地上の山さん月げつ府ふと、この榔月府の昼夜の刻ときがずれる？」

「その通りです。放っておけば、こちらでは昼なのに地上では夜が来る、といったひずみが生じてしまいます。この危険性に気づき、人のみならず、天てん帝ていも悩なやまれました。天そらの将がみだりに吼ほえぬよう、鎮しずめる者が必要ではないか。では竜が好む如によ意い珠じゆのごとき女雛を授さずけよう。……これが枇儺式の始まりです」

　梨乃は困ったように庭へ目を向ける。まだ風が強い。簀子にいる女たちが、髪かみや袖そでを押さえてきゃあきゃあと騒さわいでいる。

「天そらの竜が額ぬか突ずく斎王ですので、ある意味においては大きな権力を手に入れるも同然です。それに皆みな様さま、人のなりのときは極きわめて美しいですから……安全な斎花のお役目を望まれる姫君も意外と多いのです」

　冶や古こと違って死ぬ心配がないからだろう、と紗良はぼんやり思った。そういえば、この頃ごろまた身体からだが重くなり始めている。呼吸もしにくい。

「ですが！　いまの竜の方々は、まだ一度も本当の斎花を選ばれていないのですよ！」

　なぜか梨乃は風に泳ぐ髪も気にせず、胸を張った。

「だって、斎花の赤せつ鼓こが鳴らないんですもの！　赤鼓は神器で、これももとは神しん獣じゆう、赤い虎とらが変じたものなのです。虎が鳴かねば天そらが認めていないという意味です。でも斎花がずっと不在では困るので、これまではかりそめの女雛を選んできました。二年毎ごと……次の儀までのお役目となりますね。正式な巫かんなぎではないので山月府まで報は出しませんが」

　竜を鎮める巫についてはぼんやりと聞いた覚えがある。なんだかすごいお役目なんだなあ、と紗良は戸と惑まどった。それから改めて、あの竜たちは本来なら気軽に話しかけられるような存在ではなかったのだと思い知る。

　──なんでいま、竜の方々を遠く感じてしまったんだろう？

　遠いもなにも、はじめから手の届かぬ天上人ではないか。

　対して自分は、近い未来に死ぬ下人だ。

　紗良は視線を庭へ向ける。木々が、紗良の胸の内を笑うようにざあとなびく。
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　昼時の強風が不安をもたらしたのだろうか。

　紗良は不ふ吉きつな夢を見た。愛する故郷が、恐おそろしい怪かい・水み鹿か神がみに襲おそわれている。

　里人たちが月光も届かぬ木々の合間を逃にげまわっている。紗良は懸けん命めいに彼らに声をかけるけれど、誰にも届かない。皆みな、闇やみのなかを右往左往しているせいで手足が傷だらけだ。衣ころももあちこち引っかけて襤ぼ褸ろ布ぬののようだった。ある者は樹幹に激げき突とつし、額から血を流して昏こん倒とうした。その身体を、不気味な生物が闇の向こうへずるずると引きずっていく。やめてと手を伸のばしても自分の身体は幽ゆう鬼きのように透すけていて、人々に触ふれることができない。

　紗良は泣きそうになりながら浜はま辺べのほうへ走った。

　そこで姉し妹まいのように育った紗和子を発見する。彼女だけが紗良の存在に気づいた。

　紗良たちは波の音が響ひびく静かな夜の浜辺で見つめ合った。彼女のほうが少しだけ髪が短く、小こ柄がらだ。いつだって楽しいものを探そうとして輝かがやいていた黒い瞳ひとみはいま、洞ほら穴あなのように黒々としていた。

「ひどいわ紗良。なんであんただけがそんなにきれいな衣を着て、幸せでいるの？」

　紗和子は疲つかれた表情で言った。

「身も心もすっかり天上人ってわけ？　もうあたしたちのことなんて忘れちゃったのね」

　違ちがうと紗良は必死に叫さけぶ。だが彼女の闇に染まった目は、噓うそを見み逃のがさない。

「噓つきね。あたしたちを思い出す時間が、日に日に減っているんでしょう？　あたしの身代わりだなんてご大層なことを言っていたけれど、あんたは天てん都とでいい暮らしをしてるじゃない……」

　胸に剣けんを突き立てられたような気持ちになった。

「ねえ紗良。あたしは、ここに残らなかったあんたの代わりに殺されるのよ」

　彼女の背後に、水鹿神が忍しのび寄る。逃げてと叫んでも、紗和子はただ疲れ切った様子で首を振ふるだけだ──……。







　紗良は、跳はね起きた。

　夜具を蹴け飛とばし、猪いのししのように帳とばりへ突とつ進しんして廂ひさしから簀子縁へ出る。流れ落ちる涙なみだもそのままに、闇のなかを無我夢中で走った。ほのかに届く庭の石いし灯どう籠ろうの明かりは怪かい火かのように見えた。

「紗良！」

　どっとなにかにぶつかった。逃げ惑まどう里人が衝しよう突とつした樹幹とは違って、柔やわらかな生き地じを頰に感じた。

「紗良、どうしたんだ」

　誰だれかに両手で顔をすくい上げられる。黒い瞳に一いつ瞬しゆんぞくっとした。紗和子の、洞穴のような光のない瞳と錯さつ覚かくしたからだ。けれどその瞳は、星と月の輝きを閉じこめているようにきらきらしていた。ああ竜の君、由衣王だ、と頭の片かた隅すみで納なつ得とくした。

「なぜこんなに泣いている？」

　由衣王は見るからに狼狽うろたえた。異変を察したのか、彼の後方からぞろぞろと三竜が寄ってくる。ぽかんとしている多た々た王おうの手には酒しゆ杯はいが握にぎられていた。

　紗良は少しずつ冷静になった。どうやら自分は、西の対から、釣つり殿どのへと続く中門廊を突っ走ってきたようだ。竜たちはこんな遅おそい時間まで酒しゆ宴えんに興じていたらしい。紗良の足音に気づいて腰こしを上げた由衣王に抱だきとめられたのだろう。彼が腕うでを伸ばしてくれなかったら、釣り殿から池に落下していたかもしれない。

「なんですおまえ。子どもみたいに泣いて」

　隣となりに立った小瑠王が冷たい声こわ音ねで吐はき捨てながらも、優やさしげな手つきで紗良の頰ほおを拭ぬぐう。

「怖こわい夢でも見たのか？」

　月時王がぐりぐりと紗良の頭を撫なでる。

「酒でもどうだ？　かなり強い酒だからな、数杯ぐっと飲み干せばよく眠ねむれるぞ」

　こちらにおずおずと酒杯を差し出そうとした多々王の頭を、小瑠王が無言で叩たたく。
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「ばかめ。夢ごときのなにを恐れるのか」

　我われは天そらの将たる竜りゆうだぞ、とでも言いたげな顔をしながら由衣王が紗良の背を軽く撫でる。

「俺に蹴け散ちらせぬ悪夢などひとつもない」

　紗良は涙を流し続けた。彼らの惜おしみない優しさが、いまは刃やいばと変わり、紗良の胸をずたずたに切り裂さく。

　もっと無む慈じ悲ひで、里人を虫けらのように扱あつかうような憎にく々にくしい竜であったらどんなに救われたか。

　彼らのために生きていきたい、だなんて欲よく深ふかな考えは、きっと目覚めなかったろうに。
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　翌日。なぜか四竜とともに紅こう梅ばいの里のほうへ足を運ぶことになった。

　そちらはとくに花が豊富とのこと。南庭から反り橋を渡わたり、夏の花が咲さき乱れる一角へ向かう。木槿むくげに桔き梗きよう、梔子くちなし、百合ゆり。名も知らぬ花々も数多くあった。さわやかな甘い香かおりがふわりと周囲に漂ただよっていた。

　どうやら本日の四竜は、この花はな園ぞのでまったりと昼の刻をすごしたいらしい。

　衣が汚よごれるのもかまわず地面に直接座ったり、寝ね転ころがったりする。獣けものの子のような屈くつ託たくない様子に、知らず笑えみが漏もれる。

「どうだ？」と片かた膝ひざを立てて座っている由衣王が尋たずねた。その意味を考え、紗良はうなずく。

「心輝くような、すばらしいところですね」

「だろう。草花はよい。気を整える」

　心の声は聞こえなくなっているけれど、わかる。これはきっと昨夜、自分の様子が変だったから、慰なぐさめようとしてこちらの里へ連れてきたに違いない。

　肩かたに乗っていた白羽が地面に飛び降り、嘴くちばしでつんつんと小花を引っぱった。

　紗良はふと思い立ち、小花をいくつか摘つんだ。今日の由衣王は髪かみ飾かざりをしていない。小花をちょっとまとめて、「失礼します」と彼の髪に挿さす。由衣王は迷めい惑わくそうに横を向いたが、避さける素そ振ぶりは見せない。表情ほどには嫌いやがっていないだろうと判断する。

　この様子を見ていた小瑠王が、「不器用ですね、花挿しひとつうまくできないんですか。……俺は紫むらさきの花がいいです」と憎にくまれ口を叩きつつ控ひかえめに要求してきたので、紗良は微笑ほほえんで新たな花を摘んだ。螺ら鈿でんの髪飾りに合わせてその花を挿してやると、「まことに手て際ぎわが悪い。こんな無ぶ粋すいな飾りをつけられるなんて憂ゆう鬱うつです」などと言いながらも、ぱあっと嬉うれしそうに頰を染める。厭いや味みを聞かせてじゅうぶん嫌がらせした気分でいるらしいが、もう少しがんばれと言いたくなる。

　紗良もちょっと意地悪したくなり、「すみません、では外しましょうか？」と聞けば、「好きにすればいいのでは……」と、ものすごく悲しげな顔をされてしまう。萎しおれた花のような風ふ情ぜいを目にし、かなり罪悪感が生まれたのでもう意地悪はよそうと反省する。

「ところで紗良。好みのものは探したのか。……こんな花ではごまかされないぞ」

　由衣王に据すわった目で見つめられた。そうだった。彼の好みを考える約束だった。

「それではしばし、お暇いとまをいただけますか？」

「なんだと？」

「西さい藍らん国には珍めずらかなものが数えきれぬほどあるそうです。探しにいって参ります」

　冗じよう談だんのつもりだったが、由衣王は、ほほう、と悪い微び笑しようを見せて、立ち上がった。

「では、俺も行くか」

　彼がそう言えば、寝転んでいた多々王も身を起こして、「行くか」とうなずく。

「なに、竜化すれば西藍国など瞬またたく間」

　由衣王がにやにやする。多々王も、気を取り直した小瑠王も、紗良を見つめて怪あやしく笑う。

「西藍国は砂さ漠ばくの向こうだったな。じゃあ夜の砂漠で星をひとつ、摘んできてやろうか？　……それで誰かの命運が変わるかもしれんが、ま、大した問題じゃないさ」

「おや。では俺は月を叩き割って、欠片かけらを拾ってきましょうか」

「なら俺は暴雨を招いて山を動かし、金脈を暴あばこうか。西藍は黄金も豊富だったな」

　由衣王もそんな危険な発言をし、衣ころもを脱ぬごうとする。竜に変身するつもりだ。

「えっ、お、お待ちください！」

　慌あわててとめる紗良に、月時王が笑って言う。

「竜をからかうなら命いのち懸がけで来い。こいつらは本気で星でも月でも金でも拾ってくるぞ」

「も、申し訳ありませんでした。……宵よい霧ぎりの君、好みのものは、もう少しお待ちください！」

「仕方がない」

　座り直した由衣王が、ふと近くに落ちていた小枝に気づき、それを手に取った。

　熱心に枝を矯ためつ眇すがめつ眺ながめてから、軽く振ふりまわす。が、いじりすぎたせいか、それとも手の力が強すぎたせいなのか、ぽきっと小気味よい音を立てて枝が折れた。

　由衣王は目を見開き、青ざめた。彼だけでなく、三竜までもが一いつ斉せいに蒼そう白はくになる。

　なぜか彼らは、折れたその枝と紗良の腕を交こう互ごに見た。ますます顔色を悪くする。

　──……。この方たち、もしかして私の腕のなかには本当に骨じゃなくて枝が入っているって誤解しているんじゃ……。

「皆みな様さま」と呼びかけると、四竜はびくっとした。誤解をとくためにも、紗良は張り切って立ち上がった。

「私、体力には自信があるのです。腕わん力りよくもあります。弓で獲え物ものを狩かることもできますし、木登りも得意なんですよ。そうだわ、あの木の花を取って参りますね」

「まっ、待て」やら、「山やま猿ざるにでもなるつもりですか」などと竜たちに慌てられたが、紗良は笑顔で振り切って近くにある花の木に歩み寄った。木登りが得意というのは決して誇こ張ちようでもなんでもなかったのだが、重要なことを忘れていた。いまの自分は小こ綺ぎ麗れいな水干姿なのだ。

「あっ？」

　樹幹に足をかけ、まず一番低い枝によじ登ろうとしたとき、布地を傷いためてはいけないと気づく。意識が散さん漫まんになったせいで指の力が抜ぬけ、樹幹からぽろりと身体からだが剝はがれてしまい、そのまま落下した。が、落ちたといっても、ほんの少しの高さだ。

　手のひらにちょっと傷を作っただけで、他ほかに怪け我がはない。しかし──。

「ば、ばかだろ！」

　多々王がうろたえながら紗良の前に身を屈かがめた。他の竜たちも、「なんて鈍どん臭くさいんですか！」「なにをしているんだ」「どこか折れたんじゃないか」などと怒おこりながらあたふたする。

　由衣王は、紗良の手のひらにうっすらと滲にじむ血に気づくと、額を押さえてふらりとその場に座りこんだ。「折れた……、枝が……」と絶望的な様子でつぶやいている。

　間ま違ちがいない、彼らは紗良の身体が枝でできていると信じこんでいる。無言で紗良の手の血を拭ぬぐい始めた月時王の様子も、かなり怖こわかった。表情がごっそりと抜け落ちている。

「噓うそだろ……、樹の幹を摑つかんだくらいで傷ができるのかよ」

　多々王が信じられないというように小声で言う。それに月時王が、「人間の脆もろさは尋じん常じようではないな」と返す。

「知っていますかおまえたち。人というのは、この程度のかすり傷が治るまでに、数日もかかるのです……」

「な、なんだと」

「冗談だろ」

　小瑠王の言葉に、由衣王と多々王が驚きよう愕がくする。紗良は虚うつろな目をした。なんの話だろうか。

「噓ではないし、もっと衝しよう撃げき的な事実があります。人には、俺たちのような蘇そ生せい能力がまったくありません。つまり……ちょっと腕うでの肉を抉えぐるとするでしょう？　そうしたら、その部分はいつまでたってもほとんど再生せず傷のまま残るのですよ……」

　えー!!　と竜たちが口を押さえて叫さけぶ。

　本当にこの竜たちは、人間をどんな目で見ているのか。

「ま、まことか。再生せぬのか……いや、確かに腕を切断すれば二度と生えぬな」

「そうだな、人は呆気あつけなく死ぬよな」

「ちょっとしたことで病にも罹かかるな。日に当たりすぎたら、溶とけ出すんじゃないか？」

　竜たちは深刻な顔で囁ささやき合った。

　どうすればいいのか。紗良へ向けられる目が、もはや蟬せみを見るそれと同じだ。

　落ち着きなく紗良のまわりをうろうろする竜たちを宥なだめるのに、しばらくの時間を要した。

　辛しん抱ぼう強づよく笑みを作って、自分は頑がん丈じようだ、大だい丈じよう夫ぶだと繰くり返し、なんとか納なつ得とくしてもらう。

　ほうと溜ため息いきを落とし、片膝を立てて座り直した月時王が、ふいに自分の手へ視線を向けて渋じゆう面めんを作る。

「ああ、参った。蜘蛛くもに嚙かまれたぞ」

「はい？　蜘蛛ですか？」

「うん」

　うなずく彼の手の甲こうに、確かに小さな蜘蛛が乗っている。皆みなの視線が集まって迷惑だというように、蜘蛛は彼の手を降りてそそくさと去っていった。

「蜘蛛はな、竜りゆうの天敵なんだ。今日の俺はもう動けそうにない」

　月時王はそう嘆なげくと、紗良の膝ひざに頭を乗せて寝ね転ころんだ。

「そら、癒いやせ」

「は、はい」

　うろたえながら月時王の髪を撫なでる。座り直した三竜がにんまりし、「蜘蛛はな」「ならぬな」「なりませんね」と口々にうなずき合う。

「もしかして……冗談ですか？」

　怪しんで問えば、竜たちは顔を見合わせて、「天敵」と繰り返す。

　そして紗良に、蜘蛛が居ぬ間にもっと癒やせ、宥めろと言う。

　竜はこのように、時折稚ち気きを見せて戯たわむれる。
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　文ふみ月づき。夜空に白い霞かすみが棚たな引びき、星月がもっとも煌きらめく秋の季。日はあっという間に流れる。

　昼は竜たちに翻ほん弄ろうされ、夜は故郷を偲しのび──そうして忙せわしなくすごすうちに、紗良はやっとこの暮らしに馴な染じみ始めた。

　桔き梗きようの里でも七夕行事、雨あま乞ごいの儀ぎなどが開かれる。そちらはあまりに豪ごう華かだったり厳おごそかだったりして途と方ほうに暮れてしまったが。

　大だい内だい裏りへの随ずい行こうを命じられたのは、文月前半の儀を恙つつがなく終え、葉月の匂においがうっすらと漂ただよってくる頃ころのことだ。女め雛びなを選びに、竜が動く。







　枇儺式の日、紗良も式らとともに美しい衣をまとい、神か車ぐるまに乗りこんだ。

　といっても紗良が着用しているのは女によう房ぼう装そう束ぞくではなく、辰たつ弥み庁ちようの上級女官の礼服に似た動きやすい衣だ。布をたっぷりと使った艶つやのある紅色の大おお袖そでに白の内衣。紕そえ帯おびに裙くん、鼻び高こう沓ぐつ。髪かみは軽く結ゆい上げて花を挿さしている。

　白羽は目立つので連れていかないほうがいい。留守を守る式に世話を頼んでおく。

　雅みやびやかな神車が東西南北の路みちを埋うめ尽つくす。大内裏の迦瀬院へ向かう車の行列だ。

　梨乃たちに言われるままこうして着き飾かざりはしたが、それはあくまでも人数合わせ。なにしろ竜の宮は、使用人の数が極きよく端たんに少ない。これでは体てい裁さいが悪いので、威い儀ぎを整えるため式のみならず紗良も担かつぎ出されたというわけだ。辰弥庁からも羽う羽ば獅し童どう子じや官人が派は遣けんされている。おかげで、どこの公きん達だちにも劣おとらぬ立派な行列が作られた。このあたり、当の竜たちはというと、まったく頓とん着ちやくしていなかった。気を揉もんだのは白長督である。今年の枇儺式には榔ろう帝ていも臨幸されるとの話であり、なおさら列の見み栄ばえに頭を悩なやませたようだ。

　迦瀬院の正せい殿でんまで随ずい従じゆうするのは天上人の官かん吏りのみだ。

　無位の冶や古こでしかない紗良は供とも人びととともに、比ひ来らい舎しやで待機する。

　比来舎とは供人が主人たちを待つ所で、大たい抵ていは外門付近に設けられている。男女の舎が区別されているのは、やはり見栄えを気にした公く家げが容姿の整った女房に上等な袿うちきを着せて連れてくることがあるためだ。競きそうのはなにも神車行列や殿でん舎しやでの出いだし衣ぎぬのみとは限らない。こちらの車寄せからも女房たちの華はなやかな衣ころもを出いだし、栄えい華がの在り処かを天下に知らしめる。

　枇儺式は、女雛の儀だ。出いだし車ぐるまにも力を入れ、ここぞとばかりに色の美を咲さかせる。普ふ段だんは屋や敷しきにこもりっきりの女たちにとっても楽しい日となる。気のきく天上人なら舎人とねりにも絹の衣を振る舞まい、飾かざり立てる。禁色や生き地じ、文様の縛しばりが緩かん和わされたことにより衣文化は花はな盛ざかりの期を迎むかえている。もちろん伝統の配色で勝負するのもひとつの手。

　先年においては紀きの務つかさ庁ちようの大臣が随身から雑ぞう色しきの衣、神車の装そう飾しよくまで抜かりなく、多た彩さいな季節の花で色を匂わせ、『花香かおる』さまを見事に表現した。政治よりも芸能のほうに傾けい倒とうしがちな榔帝は、この様子を大層喜んだ。天上人らは妬ねたみまじりに「あれはしょせん、おんぞ大臣よ」と陰かげで顔を寄せ合い、嘲ちよう笑しようした。しかしこれが絵巻にもされたのだから大臣の作戦勝ちと言える。

　逆に、季節も配色も無視してそのとき着たいものを着る、というのが気ままな竜たちで、だからこそ白長督はあちこち奔ほん走そうするはめになっているのだが、それでも彼らの場合は人々の感かん嘆たんを誘さそう。そもそもの姿形が極きわめて美しいからだ。

　枇儺式が賑にぎわうのは、わずか二年の任期であれば斎さい花かとして就つくのも悪くない、と判断されるためである。俗ぞくなことをいえば、田畑の支給がある上、位階も上がる。また、竜気は天の気。彼らに侍はべってその神気を浴びれば徳を積むも同然。右記ノ國ではとくに女のほうが信心深い。別の大陸から伝わる仏法そして古来の宗教、どちらも受け入れている。

　──というような四よ方も山やま話ばなしを紗良は、比来舎の一室で、人のよい他家の女房らからきゃいきゃいと既すでに数刻聞かされている。

　もはや夜の刻にさしかかる頃。彼女らは、どうやら紗良のことをどこかの女によ官かんだと勘かん違ちがいしているらしかった。女たちも天上人ではなく下級女官なので、その分気安い面がある。

　舎では干ひ菓が子しが振ふる舞われるから、はしゃいだ女たちの声でどこの室へやも賑にぎ々にぎしい。

「今年はどこの姫ひめ様が斎花に任ぜられるのかしらね」

　女房の一人が言う。基本的には女によう御ごや更こう衣い、既に夫を持つ女などが選ばれることはない。ただし斎さい宮ぐう同様に、皇女が選任されることならあるという。

　どこぞの家のだれだれが、いや、あちらの家の姫君が、と紗良の知らない公く卿ぎようの娘むすめの名が宙をぽんぽん飛び交かう。月時王の言っていた通り、女は囀さえずるものなのだ。

「やっぱり紹しよう子こ内親王様が一番の有力候補よ」

「ご本人が乗り気なんですってね」

「竜の方に一ひと目め惚ぼれしたって噂うわさは本当なの？」

「本当よ。数々の求きゆう婚こんを蹴けっていらっしゃるって。この日のために潔けつ斎さいをされたとか」

「じゃあ、紹子内親王様に決まったも同然だわ。舞いのときに花が落ちてきた者が斎花の証あかしなんでしょ。でもあれって陰おん陽みよう師じがこっそり飛ばしているんだもの」

「えっ？　なんであなた、そんなことを知ってるの？」

「お仕えしているお屋敷に陰陽師が来るのよ。そこのお弟で子しが教えてくれたわ。式に参列される天上人の方々も当然、知っているわよ」

　彼女たちの話を聞きながら、紗良は微び妙みような思いを抱いだく。

　斎花に就任したとしても期間はわずか二年。だから竜たちとともに暮らすわけではないという。斎花が望めば宮へ移ってもかまわぬようだが、だいたいはいままで通り安全な邸てい宅たくで暮らし、祭事のときだけ顔を合わせるらしい。

「それにしても竜の君の美しさったら！」

　とある女房がうっとりと言う。どの貴人も例外なく外門前で車を降り、徒歩で殿舎へと向かうので、そこで竜を見たのだろう。

　紗良は内心胸むねを撫で下ろす。別の車に乗っていてよかった。

「美青年と評判の方々さえ茄子なすか蕪かぶにしか見えなくなる」

「そりゃあ、どうしようもないでしょうよ」

　女たちが意地の悪い顔をしてくすくすと笑う。女は数が集まると、ぎょっとするほど辛しん辣らつにも大だい胆たんにもなるものだ。

「一日でもいいから、召めされたい」

「でも、あんなに美しくたって本物の人間ではないのよ。不興を買えば嚙かみ殺されるかもしれないわ」

「そうよねえ。人の姿のときはいいけれど、本ほん性しようは物の怪けのようだわ。私、天門から飛び立つ竜の方々を見たことがあるのよ。あれはなに？　異国の神話にある八や岐またの大蛇おろちの化け身しんではなくて？」

「山月府から里人を攫さらっては食い殺しているとも聞いたけれど」

　女たちが笑えみを消して、ぞっとした顔を見せる。

「そんなことはしません！　──と、思います」

　いきなり叫さけんだ紗良に、女たちが驚おどろいたような視線を寄よ越こす。

「まあ、あなた。ずっと黙だまっていたと思ったら」

「やっぱりあれだけきれいな顔ですもの、人でなしとはわかっていても見み惚ほれるわよねえ」

「そ、そうですね……」

　紗良は肩かたを小さくした。目立つまいと思い、なるべく会話には参加しないようにしていたのに、どうしても言わずにはいられなくなったのだ。

「私はいくら美男でもああいう冷れい酷こくな目つきの方は嫌いやだわ。竜りゆうですもの、人みたいな心なんて持ってないわよ」

　一人の女がきつい口調で吐はき捨てた。

「心ある優やさしい方です！　……というふうに見えます」

　紗良はまた叫んだ。女たちが奇き妙みような表情を浮うかべる。

「どうかしら。美しいけれど、優しそうにはまったく見えないわよ？」

「ええ。いかにも下々のことなど虫けらとしか思っていない冷たい顔つきだわ」

「まあ、天上人なんてみんな、そんなもんですけど」

「粗そ相そうをしたら、命まで取られかねないわよね」

　散々な評価に、紗良は唸うなる。どうにかして竜の評判をよくしたい。

「確かに見た目は冷酷以外の何ものでもありませんが！　竜の方々はとても慈じ悲ひ深ぶかいのです！　……と信じています。そうでなければ、なんの得にもならないのに人々を怪かいから守ってくれるはずがありません」

　あら、と女たちが驚く。

「言われてみれば」

「本当ね」

　うんうんと女たちは素す直なおにうなずいた。しかし、先ほど、人みたいな心なんて持っていないと言い切った女が、不満そうに反論する。

「慈悲深いかしら？　私には神々の気まぐれにしか見えないわ」

「どうしてよ」

「竜の方々がこの榔月府を守ってくれているのは知っているけれど、地の山月府はどうなのよ？　国で一番恐おそろしい怪は水み鹿か神がみでしょ。でもその大半は山月府のほうに出しゆつ没ぼつするじゃない。辰弥庁の占せんで水鹿神の訪おとずれを知り、警笛を鳴らすのよね。でも私、知ってるのよ。わざと警笛を鳴らさない日がほとんどだって」

「え、どういうこと」

　女たちが興きよう味み津しん々しんという様子で身を乗り出す。紗良は密ひそかに身を強こわ張ばらせた。

　それについては、かつて紗良も疑問に思ったことがある。水鹿神による被ひ害がいでいくつもの村が消しよう滅めつしているが、救助されぬことのほうが断然多いのだ。なぜなのか。

「だから、竜は助ける漁村を選んでいるのよ。貢こう物もつを多くおさめている漁村は助けて、貧しい漁村は見捨てているの」

　紗良は奥歯を嚙み締しめた。まさか。

　──そんな卑ひ劣れつな選別をされる方々じゃない！

　冶や古この徴ちよう令れいをあんなに嫌がっていたのだ。それに警笛を鳴らすのは辰弥庁である。なら、そちらで占いの結果を伏ふせていると考えるほうが正しい。

　でもと紗良は訝いぶかしむ。あの白長督が卑劣な真似まねをするだろうか。いや、占は彼だけがするとは限らない。他ほかの神官たちだって日常的に行うはずだ。

「今日だって、そうよ？」

　その女が、勝ち誇ほこった顔で言った。

「今日？」

　紗良は彼女に視線を向けた。得意げに胸を張った女は、紗良をじろじろと眺ながめまわした。

「私、辰弥庁の太史様のお屋や敷しきに勤めているから、そのあたりは詳くわしいのよ」

「太史の沖おき貞さだ様ですか!?」

「あら、知ってるの？」

　紗良は頰ほおを引きつらせた。白羽を奪うばおうとした官かん吏りだ。なんていう因いん縁ねんだろう。

「ええ、前に、大変立派な方であるという噂を耳にしたことが……。それで、その今日というのは？」

「やけに食いついてくるわね、あなた。……あら。見事な指ゆび環わをしてるじゃない！　それって赤あか珊さん瑚ごでしょ？」

　女の目に欲よくが宿った。

　一いつ瞬しゆん、指環を渡わたして話を聞き出そうかと迷う。だが、だめだ。この指環にはきっと、多々王の心の雫しずくが一いつ滴てき、落ちている。欲と引き換かえにしていいものではない。

「ごめんなさい、これは今日のためにと借りたものなんです。後日に必ずお礼をしますので、教えてくれませんか？」

「……私は別に、そんな指環がほしいなんて一言も言ってないでしょ」

　女は明らかに機き嫌げんを損そこねた。紗良が困っていると、隣となりにいた別の女が呆あきれ顔で彼女に言った。

「この子、こんなに必死な顔をしているんだから、もったいぶらずに教えてあげればいいじゃないの」

「な、なによ。吹ふい聴ちようしたら折せつ檻かんされるのは私なんだからね」

「言いたくってたまらないくせに、あんたは意地悪なんだから！　また男に逃にげられるわよ」

　女は、かっと頰を赤くした。八つ当たりするように紗良を睨にらみつける。

「巫女みこの占いで、今日も地に水鹿神が現れるってわかっただけよ！　五本の弓の弦げんが切れたから間ま違ちがいない、かなりの大物が出るって。でも今日は枇儺式があるじゃない。どうでもいい漁村より儀ぎ式しきのほうが大事なんだから、警笛なんか鳴らすはずないわよ！」

　女は早口で吐き捨てると、足音を立てて去っていった。

　紗良は、しばらく放心した。五本の弓の弦？

　──噓うそでしょう？

　紗良の住んでいた弧こ張ばり村のことだ。

　すぐにそうわかったのは、弓の弦が村名の由来になっているからだった。

　五人の弦打ちがそこに住んでいた物の怪を払はらい、村を作った。それで弧張りと呼ぶ。護ご歌かに優すぐれているのも、弦打ちの呪まじないの力が引き継つがれているためだという。

「ちょっと大だい丈じよう夫ぶなの？　あなた、真っ青よ──」

　隣の女に顔を覗のぞきこまれ、紗良は我われに返った。ふらつきながら立ち上がり、ぼうっとあたりを見まわす。それから、勢いよく駆かけ出した。

　女たちの驚く声が、後ろで聞こえた。紗良の頭に以前見た悪夢が蘇よみがえる。

　あれは予知夢だったのか。
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　迦瀬院の外門を、雨う呂ろ門もんという。そして内門を、虞ぐ礼れ門もんと呼ぶ。

　無位の紗良は、雨呂門さえくぐることが許されない。

　息を切らして駆けつければ、門番の護兵たちが警けい戒かいの目で紗良を見下ろした。

　既すでに歌か舞ぶが始まっているのか、弦楽器の音色が聞こえてくる。

「お願いです、竜の君に急ぎ言づてを！」

「誰だれだ、おまえは？　名乗れ」

「宵よい霧ぎりの宮みやの紗良と申します。どうか言づてをお願いいたします」

「竜たつの神かみの宵霧宮？　……ではあなたは辰弥庁の巫女か？」

「──そうではありません。宮に仕える者です」

　親の地位、あるいは自分の身の上を明かせないという時点でもう望みは絶たれたに等しい。最初は真しん剣けんに話を聞こうとしていた護兵たちの顔に、呆れと苛いら立だちが滲にじむ。

　今日は皇族も参席しているため、ここで不備があれば自分たちの首が飛ぶ。

「おまえの私情を汲くんで開門せよというのか？　戯たわ言ごとを抜ぬかすな」

「火急を要するのです。どうか──竜の君が無理でしたら、辰弥庁の伯、いえ、それも無理なら大たい輔ふの広ひろ杜もり様にお目通りを！」

「おい、なんなんだ、この娘むすめは？」

　竜、辰弥庁の長官、大輔と大物の名前ばかり出す紗良を、若い護兵は気味悪そうに見下ろす。多少の迷いがその目にあるのを知った。もしも本当に火急の用事なら、と。

　もしかしたら伝言を頼たのめるかもしれないと希望を持ったとき、年とし嵩かさのほうの護兵が疑うたぐり深い目をして口を開く。

「そこまでの火急の用件とはなんだ」

「それは、水鹿神の──」

　仔し細さいを説明しようとして、紗良は息を吞のむ。太史の沖貞の屋敷に仕える女が教えてくれた、今日の占にて山月府の弧張り村に水鹿神が出没する、けれども枇儺式を優先させて情報を隠いん匿とくした──これを伝えてどうなるというのか。

　信じてもらえるはずがない。試ためさなくてもわかる。仮にこの護兵たちが念のためと思って調べてくれたとしても、沖貞と女は間違いなく否定する。それどころか、紗良がありもしない話を捏ねつ造ぞうして騒さわいでいるだけだ、などと批判されかねない。

　──門が、高い……。

　紗良は虚うつろな目で雨呂門を見上げる。紺こんの屋根、緋ひの扉とびら。この門は、山のようだ。たとえここを突とつ破ぱできたとしても、次の門が待っている。

　いや、ふたつの門も通過できたところでいったいなにが変わるのか。

　もしも女の言う通り、辰弥庁で救う村を選別していたのだとしたら？

　竜りゆうたちもその事実を黙もく認にんしていたのだとしたら？

「おい！　なんだっていうんだ！」

　年嵩の護兵が声を潜ひそめて怒ど鳴なる。

「おまえは本当に宵霧宮の女によう房ぼうか？　それにしては垢あか抜ぬけない雰ふん囲い気きだな」

「待て。竜の宮に、辰弥庁の女によ官かん以外の女がいるのか？　あそこは端はした女めさえもいないって聞いたことがあるぞ」

　護兵たちの視線が険しさを増す。

　紗良は答えられない。頭のなかに姉し妹まいのように育った紗和子や、彼女の夫となる青年、それから海女あまたち、漁に赴おもむく男たちの姿がぐるぐると流れている。

　──私はここでなにをしているんだろう？

　一人だけこんなきれいな衣ころもを着て、髪かみも飾かざって……外見だけは天てん都との女のように取り繕つくろっているけれど、結局違う。

　紗良は一歩下がった。美しいものがほしかったわけじゃない。金も銀も、真しん珠じゆもいらない。

「帰りたい」

　つぶやいた瞬間、心臓をぎゅっと絞しぼられたかのような痛みを感じた。

　あと少しそばに置いてやる──いつか聞いた竜の強がりが何度も何度も胸に響ひびいた。帰らないでくれ、という切なげな声も。

　あの方は、もしも自分が本当に村へ帰ったら入にゆう水すいしてしまうんじゃないだろうか？

　多々王だって、東とう宮ぐうのもとに殴なぐりこみに行ったりしないだろうか？

　小瑠王なんか、まったく嫌いやがらせになっていない嫌がらせを得意げな顔でしながら、紗良になんでも与あたえようとしてくれた。

　月時王は飄ひよう々ひようとしていながらも案外甘え上手で、ほとんど嫌がらせをしてこなかったように思う。

「おい!!」

　年嵩の護兵が焦じれた様子で手を伸のばしてきた。

　ところが紗良の背後を見て動きをとめ、奇き妙みような顔をする。

「なんの騒ぎだ」

　背後から若い男の声が響く。紗良はのろのろと振ふり向いた。おかしな三人組がいた。

　門の左右に置かれている石いし灯どう籠ろうの明かりに浮うかぶのは、若い随身二人に、大きな白しろ貂てんに乗った男だ。きっちりとまとめた黒くろ髪かみに冠かんむり、目に鮮あざやかな茜あかね色いろの縫ほう腋えきの袍ほう、大おお口くち袴ばかま、表うえの袴はかま、浅あさ沓ぐつという整った身なりからして天上人だろうが、なぜ白貂に直接騎き乗じようしているのだろう。

　白い獣けものは天そらの使い。とくに白貂は希少価値が高いはず。気軽な調子でひょいと乗るものではない。

「この娘は？」

　白貂にのんびりと跨またがっている天上人が紗良たちを眺ながめまわして首を傾かしげる。すっと目め尻じりの上がった、優やさしげな雰囲気の男だ。年は二十ほどか。

　年嵩の護兵が彼の全身を凝ぎよう視しし、やがてなにかに気づいたように顔色を変え、跪ひざまずいた。焦あせった表情で口を開こうとした護兵を、その天上人が一いち瞥べつして黙だまらせる。

「おまえではなく、私は娘の口から聞きたいんだが」

　彼の視線が、ふと紗良の手に向かう。おや、というように黒い瞳ひとみに驚おどろきと楽しげな色が滲んだ。思いの外身軽な動作で白貂から降りると、紗良の前に立つ。威い圧あつされたわけでもないのになぜかひれ伏ふしたくなるような、不可思議な気配を男は持っていた。

「門の内に入りたいのかな？」

　男は浮かべた微び笑しようを裏切らぬ柔やわらかい声こわ音ねで尋たずねた。

　紗良はじっと彼を見つめた。すると男の表情がだんだん強こわ張ばっていき、目のまわりが淡あわく染まり始める。逆に、紗良を油断なく観察していた二人の随身が警戒するような空気をまとい始めた。

「あのな、私は、ううむ、女のまっすぐな視線が苦手で、そうもぐっさり刺さすように見つめられると、ならんのだ。……恥はずかしいだろう？　もしも恋れん情じようを抱いだいたら、責任を取ってくれるのか？」

　天上人の弱ったような声を聞いて、随身二人が脱だつ力りよくする。紗良も少し反応に困った。

「よし、門のなかへ入りたいのなら、私もちょうどそうするところだったし、ともに行ってやってもよいぞ」

「なにをおっしゃっているんですか」

　随身の一人が苦々しげに天上人を見やる。

　紗良はぼんやりと考えた。私は入りたいのだろうか。先ほどまでは確かになんとしてでもこの門の向こうへ行きたかった。けれどいまはどうだろう。

　自分の手を見下ろす。指には赤あか珊さん瑚ごの指ゆび環わ。そして胸には、黒い竜の心の声が響き続けている。紗良が逃にげることを恐おそれていた、そのくせ早く帰れと言い続けていた。四竜は誰も彼も紗良に甘かった。

　──この胸から心を一度取り出したはずなのに。

　竜の偽いつわりない声が、紗良の胸に新しい心を作ってしまったのだ。

　うおっ、と天上人が慌あわてた声を上げた。紗良の瞳から涙なみだがこぼれたせいだった。

　紗良はその場に両りよう膝ひざを落とした。自分の罪深さに打ちのめされる。

「名も知らない高貴な方、もしも私に一いつ滴てきの慈じ悲ひをくださるなら、伏してお願いしたいことがございます」

「なっ、なにかな」

「私は紗良と申します。どうか高貴なる方、あなたが竜の方々をご存じなら、地の冶や古こが──心より感謝をしていたとお伝えいただきたいのです」

　冶古!?　と護兵たちが目を剝むく。

　天上人は、ん、と瞬まばたきをして紗良の次の言葉を待った。冶古と知っても耳を傾かたむけようとしてくれたことに、勇気を得る。

「ひとつの季節が巡めぐるまでの短い日々のなかに、身に余るほどの喜びをいただきました。竜の君はまことに天そのもの、晴れのように心美しく、雨のごとく慈悲を降らせてくださる。夏の嵐あらしのような強い命の息い吹ぶきも吹ふきこんでくださった。──もしも私が本物の……選ばれた者でしたら、一いつ片ぺんの曇くもりもなく、身も心も捧ささげられたのでしょうか。お許しください、竜の君。私はもうおそばにいられません」

「それでおまえは、どこかへゆくのか？」

　天上人は調子を変えずに、優しく問う。

「地へ」

　天門まで行き、そこから地へ飛び降りようと思っている。それ以外に方法があるだろうか。

　女の話が真実かどうかちゃんと調べてからにしろ、という冷静な声が頭のなかに響いている。調べてどうなる、という反論の声も響く。

　紗良の胸に芽め吹ぶいた新たな心は、竜に添そいたがっている。それはだめだ、許されない。空っぽの自分が猛もう然ぜんと主張する。どうせ近々死ぬんだから悩なやむほうがばかみたいだ。まごまごするあいだに本当に紗和子たちが死んでしまったら、こんなに不幸なことはないだろう。それにいま以上、竜たちに情を抱くなんて、皆みなに対する裏切りに等しいじゃないか。心は全部捧げたなんて嘯うそぶきながら、一人だけきれいな衣を着て、お腹なかいっぱい食べて。ずっと後ろめたさを感じていたくせに、この暮らしが手放しがたくなって見て見ぬ振りをしてきたんだろう、ずるいやつだ。喜んで死ぬためにここへ来たんだからぐたぐた言い訳せずに、さっさとそうしろ！　──そんな痛つう烈れつな声に屈くつしてしまった。

　新たな心が希望を糧かてにしてぐんぐんと膨ふくらんでしまうのが怖こわい。

　紗良にとっての一番は弧張り村で、そこに危機が迫せまっているかもしれないのに、竜たちを案じてどうする。他ほかに大切と思うものができてしまうなど、あっていいわけがない。

　いつかの悪夢が執しゆう念ねん深ぶかい蛇へびのごとく紗良の全身に巻きついている。

　あの夜、すぐにお宮を抜ぬけ出して地上へ向かうべきだった。逃げろ、ここには水み鹿か神がみが来る。皆にそう忠告できたじゃないか。

「……あー、これは参ったなあー。私の白貂が暴走して娘むすめを一人地上へ攫さらってしまうようだなあ」

　突とつ然ぜん、天上人がわざとらしく空中へ顔を向けながら奇妙な発言をした。

　すると、白貂がやれやれと言いたげにこちらへ近づいてきて、わずかに身を低くする。背に乗るよう合図している。

　随身二人は、頭が痛いという表情で天上人を見ている。護兵たちも途と方ほうに暮れた様子で紗良たちをうかがっていた。
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「私がよそ見をしているあいだに、なんたることだあ」

「──高貴なる方、あなたの恩情は黄泉よみへ渡わたっても忘れません」

「よ、黄泉。待て。黄泉はだめだ」

　ぎょっと振り向く天上人の脇わきをすり抜け、紗良は袖そでを払はらって白貂に飛び乗った。白貂は心得たようにとんっと勢いをつけて駆かけ出した。

　明日までに戻もどるのだぞ、という慌てた天上人の声が背にぶつかった。

　紗良はなにも答えられなかった。白貂が驚くような速度で走っていたからだ。しっかり毛並みを握にぎり締しめておかないと、簡単に振り落とされる。

　天門まではあっという間だった。十二ある門のうち、向かったのはここへ来たときにも通ってきた桃とう天てん門もん。ぴたりと固く閉とざされているその門をどう突とつ破ぱするのかと思いきや、白しろ貂てんは垣かきを蹴けって飛び越こえた。身体からだが宙に浮ういたよう。その瞬しゆん間かん、夜空を覆おおう雲が割れ、皓こう々こうと、この世のものとは思えぬ澄すんだ月光が輝かがやきを放ち、川の流れのごとくに路みちを織り上げる。たん、と白貂が軽かろやかに月光路を踏ふむ。地面を打つ雨あま粒つぶのように次々と光が弾はじけ、煌きらめいた。

　地を目指す白貂のため、銀の糸、金の糸、夜の機はたは月の雫しずくを紡つむいでいく。結ゆっていた髪かみがほどけ、ゆらりとなびく。振ふり向かず、この路を走り抜ければ愛いとしい故郷が待っている。

　紗良は、両手で白貂の毛を摑つかみながら天を仰あおぐ。星々の瞬またたくなかに自分がいた。耳を澄ませば、その瞬きの音すら聞こえてきそうな瑞みず々みずしい夜だった。言葉もないほど美しかった。

　この月が、明日も美しければいい。紗良の愛する地をいつまでも限りなく惜おしみなく、照らしてくれたらいい。

　そして、あの孤こ独どくな竜の君の心にもとびきりきれいなひと雫を落としてくれたら、もう思い残すことはない。

　きっといつか偽りなく竜を慕したう者が現れる。磨みがく必要もない高潔な心に、誰だれかが気づく。

　──お別れです、竜の君。

　もしも生まれ変われたらまた里人になりたい。草の匂においが満ちる地上で、護ご歌かを口ずさみながら恋こいするようにこの月を見上げ、あなたの幸さちを想おもうのだ。

　もう一度だけあなたに逢あいたい。そんな祈いのりをこめて。
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「あれは──」

　月光路を辿たどるうち、浜はま辺べが見えてきた。月光を吸いこんで[image: 鱗]うろこのように輝く海面に、いくつかの巨きよ大だいな魚ぎよ影えいが浮き沈しずみしていた。

　──水鹿神だ。

　紗良は息をとめた。

　水鹿神は、これという確実な姿を持たない。どのようにして生じた怪かいなのかも判然としていない。ある地方では海に沈んだ漁師の魂たましいが絡からみ合ったものだとされている。天上人が垂れ流す汚お水すいだという説もある。闇やみが凝こごって形をなしたという説もある。人の怨おん念ねん、名もなき神、獣けものの霊れい、悟さとりを得られぬ山やま伏ぶしの未練、異界の来訪者、海の巨人、大だい蛇じやの化け身しん、未来の自分の霊、年を経へた人魚……これらの例は枚挙に遑いとまがない。

　ただ、海から来ることだけは間ま違ちがいがなかった。海中では大たい抵てい尾おびれを揺ゆらめかせて泳ぐ。だがそれさえ形は様々で、鯨くじらのように巨大であったり小魚の群れのようであったり人魚のようであったりした。あるいは水母くらげのようでもあった。蛇のようでも、海老えびのようでもあった。

　上陸するとさらに姿を変化させる。これもひとつにとどまらないが、もっとも多い例は、人に化けて接近するというものだ。

　一見、人の姿をしているし、濡ぬれそぼって震ふるえているから、「どうした、溺おぼれたのか」と心配になって声をかける。すると怪は、再度の変化を見せる。だいだらぼっちのようにぐんと伸のび、人をぱくりと食べてしまう。

　しかし、巨人に変化するとは限らない。次に多いのが、人の顔を持った、黒々とした巨大な海老や蟹かにである。百足むかでのような身になることもある。恐おそろしいことに、三日も人に化けてすごした例もある。死んだ家族に化けてくることも多いため、正体が怪とわかっているのに匿かくまってしまうという悲しい話もあった。

　水鹿神は、その強さもまったく定まっていない。子どもでも倒たおせるほど弱いものもいる。だが、いま紗良が見下ろしているような──鯨のように大きな魚影を持つ水鹿神は、『巨の者』と呼ばれ、村ひとつなんなく消しよう滅めつさせるほど強い。

　これほどの大物はめったに出現しない。早くて四、五年。十年ほど出なかったという例もある。紗良が巨の者を最後に見たのは、あの夜だ。両親が死んだ夜。

　──二体もいる……！

　紗良は奥歯を嚙かみ締めた。巨の者の影かげが二体。その他に、水母のような小さな形の群れがいる。紗良の故郷近くの浜辺を目指して進んでいる。

「お願いよ、白貂。もっと早く路を駆けて！　怪が浜はまに到とう達たつする前に、皆に会いたいのよ!!」

　間に合わなければ、愛する人々の顔をひとめ見ることさえ叶かなわなければ、なんのために竜のもとを去ってきたのか。

　利口な白貂は紗良の願いを聞き届け、さらに速く駆けた。

　怪の接近に気づくのが遅おくれたのか、村のある場所で複数の松明たいまつがちらちらと揺れている。それに浜辺を駆けまわる複数の影も見えた。

「──紗和子!!」

　紗良は叫さけんだ。必死に浜から遠ざかろうとしていた三つの人影が、動きをとめて空を仰いだ。

　白貂が、どんっと重い音を立てて砂すな浜はまに着地する。

　紗良は転がるようにして白貂の背から降り、人影に駆け寄った。

　一人は紗和子で、あとの二人は顔なじみの海女あまだった。どうやら漁の途と中ちゆうで異変を察し、慌あわてて上がってきたらしい。その際に岩にでもぶつかったのか、一人の海女の臑すねからだらだらと血が流れていた。紗良は、彼女たちを見つめて、全身にぐっと力を入れる。ばかな里人たち。仲間を絶対に見捨てない。逃にげ遅れるとわかっていても差し伸べた手を引っこめない。

「あんた、紗良……？　紗良なの？」

　紗和子が、紗良の全身を眺ながめまわして、驚おどろいたようにつぶやく。

　はっとした。いまの紗良は、きれいな女によ官かん衣い装しようをまとっている。あでやかな大袖に内衣、裙くん。いつかの悪夢が蘇よみがえる。──自分だけが不相応にも着き飾かざって、楽な日々をすごし……。

「──ばか!!」

　紗和子が顔を真っ赤にして怒ど鳴なり、摑み掛かかってきた。

「ばか！　ばか紗良!!　あんた、なんで戻ってきたの！　なんでこんなときに戻ってきたのよ!!」

「さ、紗和子、ごめんなさい、私」

「なんであんたはこんなにばかなのよ、戻ってきたらだめでしょう、海に水み鹿か神がみが現れたのよ！　ここにあんたがいなくてよかったと安心していたのに、どうして」

　紗和子が泣きながら、紗良の頰ほおを両手で強くこする。

「ああ、紗良、こんなにきれいになって。とても似合うわ、月の国のお姫ひめ様みたいよ。ずっと心配していたの。紗良は、本当は寂さびしがりやで誰かとくっついていないと寝ねられないんだから、大だい丈じよう夫ぶかしらって。よかった、大事にされているのね？」

「紗和──」

「ちゃんと眠ねむれているの？　お腹なかいっぱい食べさせてもらってる？　誰にも意地悪なんかされていないでしょうね？　そんなやつがいたら、あたしが殴なぐりに行くんだから」

「──」

　紗良は、もうだめだった。両手で顔を覆い、子どものようにしゃくり上げた。夢は夢でしかない、本物の紗和子はこんなにもあたたかい。

「ばかね、なぜ泣くの。ひとめ会えてよかった、無事ならいいのよ。もうここはあんたの住むところじゃないんだから、早く天に帰りなさい！」

　紗和子が、姉のような口調で叱しかる。

「あたしね、好きな人と結けつ婚こんしたのよ。あんたのおかげよ。だから紗良もしっかり幸せにならなきゃだめよ。あんたの幸せは、あたしの幸せだわ。そうでしょう？　──そこの、白い大きなやつ。この子を早く連れていってあげて」

　紗良を抱だき締しめる紗和子の腕うでは、震えていた。

　紗良は顔から手をおろすと、紗和子の腕を引っぱった。それから怪け我がをした海女の肩かたを支える。

　海女たちは驚いたように紗良を見つめたのち、泣き笑いのような表情を浮かべた。

「白貂、彼女たちを乗せてあげて」

　全員が乗るのは難しい。二人が限度だ。海女たちを白貂のほうに押しやる。白貂は、それでいいのかというように鼻をひくつかせたが、素す直なおに海女を騎き乗じようさせた。

「水鹿神の手が届かないところまで連れていって」

　二人を乗せた白貂が浜辺の向こう──木々の密生するほうへ駆かけ去ったあと、紗良は、紗和子の手を握にぎる指に力をこめた。見つめ合って、お互たがいぐちゃぐちゃの泣き顔をしていると笑う。逃げなきゃいけないとわかっていたが、どちらも動かなかった。[image: 囮]おとりが必要だからだ。

　水鹿神がもうすぐ水みず際ぎわに到とう着ちやくする。おそらくまだ村の人々は安全な場所まで移動できていない。空から松明が慌ただしく蠢うごめく様子を見たのだ。

「紗和子、私はここへ、お役目を果たしにきたの」

　紗良は、大きく息を吸いこんでから告げた。

「お役目？」

「そうよ──これは神か奴め冶や古こ、畏かしこき竜りゆうの神に侍はべる者。神々は私におっしゃった、地の者を守りなさいと。竜の神が天あ降もるときまで、私はここで怪をとめるの」

　紗和子が、言葉なく紗良を凝ぎよう視しする。恐れも、噓うそも見破られないよう紗良は背筋を伸ばす。

「天の意思を、地が覆くつがえしてはなりません。さあ、走って。息が切れても、走り続けて」

「紗良、あんた──」

「行って!!」

　両手で紗和子を突つき飛ばす。よろめいた紗和子が困ったように振ふり向く。

「行きなさいったら！」

　紗良は、怒鳴った。紗和子が叱られた犬のように目め尻じりを下げ、ゆっくりと後退する。それでいい、早く浜はまから離はなれて。

　祈いのるように拳こぶしを握った直後のことだった。

　ざぱりと、水際からいくつもの不気味な影が立ち上がる。

　紗良は全身を震わせ、振り向いた。

　海中で鯨のような形を作っていた影は、ずるずると砂の上を這はうあいだに、巨人の姿へと変わっていく。水母のようだった影は、犬ほどの大きさの蟹に化けた。

　紗良はがくがくしそうな足に力を入れると、くるりと両の袖そでを振って笑った。

「こっちよ、化け物たち。残念ね、皆みんなとっくに逃げたの。浜に残っているのはこの私だけよ」

　少しでも時間を稼かせぐため、浜辺を逃げまわろうと決意したときだ。

「──そっちじゃない！　こ、こっちよ！　こっちへ来なさい！　そこの紗良なんて、手足なんかがりがりで食べても全然美味おいしくないんだから!!」

　遠ざかっていたはずの紗和子が駆け戻もどってきて、対たい抗こうするように叫んだ。

　紗良は啞あ然ぜんとそちらへ顔を向けた。

「な──なんで逃げないの!?　だいたいがりがりってひどくない!?　出るところは出てるわ！」

「はああ!?　冗じよう談だんやめてよ、丸太に枝をくっつけたような体型のくせに調子に乗らないで！」

「聞き捨てならない!!　紗和子だって似たような体型のくせに！」

「あんたの目にはこの豊かな肉体が見えないっていうの!?」

「見えない!!」

　本気で腹が立った。逃げろと言ったのに逃げないで、あげくに丸太扱あつかい。そこは、ありがとう紗良あんたの分まで幸せに生きるわ、と感謝でもしてさっさと去るべきだ。

　お互いにばかだの丸太だの枝だのと罵ののしり合ったが、月光を遮さえぎるようにして大きな影が迫せまってきたことに気づき、青ざめながら口を噤つぐむ。

　巨きよの者が、紗良たちを見下ろしていた。

　いや、目がどこにあるかわからない。ただの真っ黒い人の形だったから。だが顔の部分に、口があった。やけに白く、歯並びがいい。

　紗和子が無言で紗良に抱きついた。しがみついたというほうが正しいかもしれない。

　もうだめだ。ばか紗和子、なんで逃げずに戻ってきたの。──きっと紗和子も同じことを考え、心のなかで自分を罵っているに違ちがいない。

　そう思いながらぎゅっと目を閉じたとき。




　天が、鳴いた。




　突とつ然ぜん嵐あらしが訪おとずれたのかと思った。ごおっと音が響ひびく。海面が揺ゆれ、葉は擦ずれのような音を立てる。

　これは竜の咆ほう哮こうだ。天そらを狂くるわせる怒いかりの声。

　木々もすべてが大きく傾かたむき、葉を散らす。砂が舞まい上がった。衣ころもの裾すそが雨あま粒つぶを受けたときのようにばたばたとはためいた。

　紗良は片かた腕うでで顔を庇かばおうとした。だが、そうする前に気づいた。天からまっすぐ、降りてくる者が──竜が駆けてくる。

「竜の君」

　瞬またたく間に黒竜が浜辺に迫った。横から勢いよく巨の者に嚙かみつき、そしてそのままもんどり打つように地を転がる。続いて、三竜も次々と地に駆けつけ、上陸した水鹿神たちに食くらいつく。紗良と紗和子は寄り添そいながらその場にへたりこんだ。

　水鹿神は、様々な形に変じた。虎とらに化けたり、竜の姿を模したりもした。竜たちはいささかも怯ひるまず、大気がびりびりするくらいの咆哮を聞かせて水鹿神を攻こう撃げきした。

　これぞ野や蛮ばんな獣けものという荒あら々あらしい戦いぶりだった。大口を開けて水鹿神に嚙みつき、爪つめで引き裂さき、太い尾おで容よう赦しやなく打ち据すえる。たまらず海へと逃にげ帰る水鹿神がいた。巨の者は最後まで残っていたが、竜のひと嚙みで、とうとう消しよう滅めつした。

　──気がつけば、あんなにいた水鹿神がすべて滅ほろぼされていた。

　黒竜が、荒あらい呼吸を響かせながら浜辺を巡めぐり紗良を見下ろす。紗和子が小さな悲鳴を上げて紗良の腕に縋すがった。

「竜の方々、助けに来てくださったのですか。……図と京きように警笛は鳴らなかった、枇儺式だってまだ終わっていなかったのに」

　紗良はしばし放心した。

　まさか来てくださるなんて。

　ここで死ぬんだろうと覚かく悟ごしていたのだ。二度と会えないと。

　竜は腹立たしげに吼ほえる。天てん都とから脱だつ走そうしたことを詰なじっているのか、噓つきだと責めているのか。紗良は涙なみだを堪こらえて、竜の髭ひげに手を伸のばす。

「──竜の方々。心から感謝を申し上げます。守ってくださって、ありがとう。私たちはきっとこの日を語り継つぐ。夜明けの陽ひは、これ以上なく美しいに違いありません。竜の方々が守ってくださった朝です、ええ、本当に美しいに違いない」
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　その後のことだ。

　竜の訪れを別の場所から隠かくれて見ていたらしき里人たちが、わらわらとこちらへ集まってきた。が、竜の姿の恐おそろしさに青ざめ、後ずさりする。

　紗さ良らは、竜が着用できるような衣を用意してくれるよう里人たちに頼たのんだ。

　なにしろその──当然ながら人の姿になれば、丸まる裸はだかなのだ。

　浜のそばの緒お屋やに彼らを連れこみ、手を借りながら小こ袖そでと単衣ひとえを着てもらう。

　里人から渡わたされたのは狩かり衣ぎぬ一式だったので、これなら紗良一人でもなんとか着つけを手伝える。彼らの裸はもう見慣れた。手て燭しよくの明かりに浮うかぶ姿がどれほど悩なやましかろうと、動どう揺ようを顔に出すことなく世話できる。

「粗そ末まつなところで申し訳ありませんが、いま少し我が慢まんしてくださいまし」

「──紗良、勘かん違ちがいしないでくださいね」

　最初に口を開いたのは、繊せん細さいな美び貌ぼうを持つ露つゆ草くさ色の髪かみの小こ瑠る王おうだ。精せい一いつ杯ぱい冷たい声を出しているようだが、目が潤うるんでいる。

「たかが冶古など助けに来たわけではありませんから」

「──はい、藍らん桜おうの君」

　次に、赤あか菊ぎくのような色を持つ長い髪を煩わずらわしげに払はらって、多た々た王おうが睨にらみつけてくる。

「まだ殺されていなかったとはな。草というのは実にしぶとい」

　悪態をついているが、声こわ音ねには安あん堵どが滲にじんでいる。

「はい、赤あか鴇つきの君」

　最後に、当あて帯おびの位置を確かめながら月つき時じ王おうが苦く笑しようする。

「我われら戦いくさの神だからな。地を荒あらす怪かいを討とう伐ばつに来ただけだ。……本当におまえを救おうとしたわけじゃないぞ」

「はい、月つき鷹たかの君」

　三竜りゆうは着き替がえがすむと、紗良のまわりを落ち着きなくうろうろした。

　もう心の声は届かないはずなのに、どうしたことか、『どこも怪け我がはしていないか？　恐ろしかっただろう？』といった幻げん聴ちようが聞こえる。

　緒屋には由ゆ衣い王おうだけがいない。人の姿に変身せず、外の岩いわ陰かげにうずくまって動こうとしないのだ。

　もしかしていまの戦いで多量の穢けがれを浴びたため、竜の姿のままでいるのだろうか。

「宵よい霧ぎりの君はお身体からだがつらいのでしょうか。早く禊みそぎをしないと……」

　だがここでは儀ぎを行えないと、途と中ちゆうで気づく。蓬ほう萊らい樹じゆの葉も大鏡もない。

　三竜は、顔を見合わせると、「あー…」というなんとも言えぬ表情を浮かべた。

「放っておけばいいんじゃないですか？」

「放っておけよ」

「うん、そうしろ」

　などと三竜はひどい発言をする。

「い、いけません！　ちょっと様子を見てきますね」

　黒竜用の衣を腕うでに抱かかえ、緒屋を出る。三竜も渋しぶ々しぶといった様子でついてきた。

　里人たちが、かなり遠くの木陰からこちらをうかがっている。緒屋のそばにうずくまっている黒竜が恐ろしくてそれ以上近づけないでいるのだろう。

　怖こわくないよ、という意味をこめて彼らに手を振ふると、そちら側に交ざっていた紗さ和わ子こが覚悟を決めた表情を浮かべて近づいてきた。

　が、そこで急に黒竜が身を起こす。途と端たんに紗和子が顔を引きつらせ、「やっぱり無理だわ！」と一言叫さけんで木陰へと逃げ帰った。

　黒竜は長い背をうねらせると、紗良に顔を近づけた。

「さっ、紗良！　それ、それ竜！　竜よね!?」

　木陰に待機していた夫──惚ほれに惚れて口説き落としたという例の若者にしがみつきながら、紗和子が声を上げる。

　それ扱あつかいに、三竜が笑う。この竜たちは人間にかなり甘いのではないかと思う。

「紗和子、大だい丈じよう夫ぶよ。天の竜は少し口が悪くていらっしゃるけれど、とても優やさしいの。冶や古この命も惜おしんでくださる」

　紗良の返事に、竜たちが一様に動揺する。

「誰だれがおまえの命を惜しんでいると言ったんです？　図ずう々ずうしい娘むすめですね」

「はい、私は図々しいのです」

　つんつんする小瑠王に微笑ほほえむ。

「おまえなど、死のうが生きようがどうでもいいんだが」

「許されるのでしたら、生きたく思います」

　迷めい惑わくそうな多々王に、しんみりと返す。

「まあ、好きにすればいいんじゃないか？」

「──生きようと、思います」

　困った顔をする月時王に、静かに告げる。

「そうか」と月時王は表情を緩ゆるめる。それから笑って、身を丸めている黒竜の髭をぱしりと叩たたく。

「由衣、変身できぬほどの穢れは浴びてないだろう。巨きよの者をこれほど早く、被ひ害がいもなく制したのははじめてじゃないか。そら、いつまでも拗すねていないで、さっさと顔を見せてやれ」

「宵霧の君は、機き嫌げんを損そこねていらっしゃるのですか？」

「そりゃおまえが地へ戻もどったから」

　月時王はふと目を伏ふせたが、すぐに微笑んだ。

「あのまま見み逃のがしてやってもよかったが、よりによって水み鹿か神がみが出しゆつ没ぼつした地へ降りたと知った。……いや、決しておまえのためにこちらへ来たわけではないぞ。地を守るは竜の定め、というものだ」

「はい」

　紗良は深く追つい及きゆうせず、従順にうなずいた。彼らはまだ嫌いやがらせもどきを続行しているようだから。

　黒竜に目を向ける。顔を見せてはくれないのだろうか。

　──そんなに腹を立てている？

「宵霧の君、誓ちかいを破って申し訳ありませんでした。あなたのために死にたいとそう思っておりましたのに」

　告げた瞬しゆん間かん、黒竜の姿がぬるりと溶とけた。代わりに、黒くろ髪かみの、冷たい表情を浮かべた美貌の貴人がそこに現れる。紗良は慌あわてて腕に抱えていた小袖を彼に着させ、緒屋の陰へ導いた。

　そこで、急いで単衣ひとえや袴はかまを身につけさせる。やんごとなき竜たちは人前で裸ら体たいを晒さらすことにちっとも抵てい抗こうがないから、本当に困る。

「──ばからしい……。誰が拗ねているって？」

　由衣王は鬱うつ陶とうしげに紗良を睨み下ろす。もしも心の声を知らなければ、きっとこの、温度のない声音や愛あい想その欠片かけらもない美しさに圧あつ倒とうされ、めげていただろう。いや、それでも、あるときにふと気づくかもしれない。暴言を吐はいたあとに伏せられる悲しげな目や、嬉うれしいときにうっすらと染まる目め尻じりに。

「俺を理由に死のうとは、迷惑極きわまりない。よせ」

「はい、申し訳ありません」

　わかっている。死んではいけない、という意味なのだと。

「こんな磯いそ臭くさいところへなど来たくなかったというのに……」

　憂ゆう鬱うつな溜ため息いきをこぼす由衣王に、ひょいとこちらを覗のぞきこんだ多々王が呆あきれた目を向ける。

「よく言う。演えん舞ぶの途中にやっと現れた東とう宮ぐうとの会話の直後、いきなり『入にゆう水すいの時が来た』などとつぶやき、場を騒そう然ぜんとさせておきながら……」

「は、はいっ？　東宮様の御ご前ぜんで!?」

　紗良は、由衣王の腰こし帯おびを結ぶ手をとめて、仰ぎよう天てんした。なぜ東宮に入水宣言をしたのだろう。紗良が上げた声に反応したらしく、多々王に続いて残りの二竜も顔を覗かせた。

「おまえは夢でも見たのか？　俺がそんなばかげた発言をするはずがない」

　由衣王が平然と否定する。しかし、彼に向けられる三竜の視線が生ぬるい。

「まあ、あの騒そう動どうのおかげで紗良がなぜ地上へ向かったのかもわかったし……。辰たつ弥みの巫かんなぎが、怪出現の卦けを故意に伏せていた事実も発覚したわけだしな」

　月時王が緩く腕を組んで告げた。竜たちの表情が曇くもる。

「前からおかしいとは思っていましたけれどね。占せんはないのに、なぜか地から被害があったという凶きよう報ほうが度たび々たび上がっていたでしょう」

　小瑠王も長い髪をいじりながら重い息を落とす。変身の直後なので、いつものように髪をまとめていない。殿との方がたの噂うわさにのぼる幻まぼろしの美び姫き、というような儚はかなげな美しさだ。

　紗良は内心ほっとしながら、由衣王の帯を結んだ。竜たちは、巫の不正を黙もく認にんしていたわけではないようだ。狩かり衣ぎぬのたくり上げの部分を整え、袖そでを通させる。完成して、ほっとする。

　由衣王の手を引いて緒お屋やの陰から出たとき、「あの……」という、紗和子の遠えん慮りよがちな小さい声が聞こえた。松明たいまつを掲かかげた夫の腕に縋すがりながらも、紗和子がすぐそばまで来ていた。

　彼女は紗良を見て力なく微笑むと、気き後おくれした表情で竜たちをうかがった。

「りゅ、竜の方々で、よろしいでしょうか……？」

「ええ、よろしいですけれど、なんですおまえは？」

　小瑠王が無愛想に返す。紗和子は畏い縮しゆくした様子で俯うつむき、目を瞑つぶった。駆かけ寄って教えてあげようか。冷たいのは声だけで、本当はあたたかい方なんだと。

「あ、あの、たっ、助けてくださって、感謝しております！」

　紗和子がぎゅっと目を瞑ったまま掠かすれた声で言う。ああ、目を開けて。そう伝えたい。竜たちの表情を見てほしい。

「あたしも紗良も、竜りゆうの方々が来てくださらなかったらもう絶対に終わっていたっていうか、食べられていたと思うんです。この子はとんでもなくばかだから、こういう日に限って戻ってくるし！　ですので、あたしたちを見捨てずにいてくださって、ありがとうございます」

「──思い上がらないでください、地の者のためではありません。竜としてのつとめです」

「馴なれ馴れしい娘だな」

　小瑠王と多々王が横を向きながら吐き捨てる。

　紗良はやきもきした。違ちがうでしょう、そうじゃないでしょう。どうしてこの竜たちは心にもない暴言をとっさに口にしてしまうの。あとで死ぬほど落ちこむくせに！

「娘」と由衣王が威い圧あつ的に紗和子を呼ぶ。

「は、はいっ」

「この生意気な冶古は愚おろかしくも天から逃にげたが、故郷たる地に巨の怪が出たゆえ、戻らずにはいられなかったのだろう」

「……はい」

「その心情を汲くみ、一度は見逃してやるが、次はない。これはもはや、竜の冶古だ。生かすも殺すも我われらが決める」

　由衣王は、紗良の腕うでを摑つかむと、紗和子に向かって強気に言い放った。

　月時王が後ろでぼそりと「逃がしてやるんじゃなかったのか？」とつぶやく。多々王たちは聞こえぬ振ふりをしている。紗良も、どう判断していいのか迷った。

「竜のものだ。地のものではない。いいな」

　やけに必死な由衣王を、紗和子はまじまじと見つめる。彼女の顔に、先ほどまでの恐おそれはない。しばらく由衣王を観察していたその瞳ひとみが、ふっと紗良のほうへ向く。

　紗良は、なんだか焦あせった。紗和子は時々、胸の奥まで見通すような目をする。

「……よくわかりました、竜の方」

　緊きん迫ぱくした空気が流れ始めた頃ころ、紗和子が表情をやわらげて優しくうなずいた。

「この子の定めは、もう天へ移ったんですね」

「そうだ」

「あたしも、紗良も、未練の糸で定めを揺ゆらがせてはいけないんですね。それをしてしまうと、紗良はどちらにも足がつかなくなる」

　嚙かみ締しめるように紗和子が言う。

　紗良は、不安が胸に広がるのを感じた。急に紗和子が遠い人間になってしまったように思えた。

　紗和子は、いつも元気な彼女らしくない、落ち着いた所作で由衣王に恭うやうやしく頭こうべを垂れた。

「とても見み栄えっ張りで寂さびしがりな上に粗そ相そうばかりする面めん倒どうな子ですが、お許しください。できましたら、少しだけ長生きさせてあげてほしいのです。あたしたちが、この子から親の愛を奪うばってしまいました。深い孤こ独どくが心にある子です。どうかかわいがってくださいませ。天の方々からすれば、たやすく吹ふき飛ぶ草のような命でしかないでしょうが、あたしたちには代わりのきかぬ宝なのです」

「な、なにを言っているの紗和子、やめてよ」

「このように貧相な娘むすめをかわいがる趣しゆ味みはない」

　由衣王がぱさりと袖を払はらって、そっぽを向く。が、紗良の腕を摑んでいた手にわずかに力がこめられる。

「里人とはまこと厚かましく、やかましいものですね。ああ、早く天へ戻りたい」

　小瑠王が寂しげに俯いて告げた。

「まったくだ。──いつまでもこんな場所にいられるか。行くぞ」

　多々王がいきなり紗良の腰こしを摑み、抱だき上げる。

　竜たちは、頭を下げ続けている紗和子を一いち瞥べつすると、一瞬迷うような表情を見せたが、すぐに頰ほおを引き締め、背を向けた。あとは振り向くことなくずんずんと歩き出す。紗良は慌てた。このまま天へ戻もどれば、紗和子に非情な竜だと誤解されてしまう。

　違うのだと、説明しようとしたとき、ゆっくりと頭を上げた紗和子と目が合った。嬉しそうな笑えみが彼女の顔に広がった。

「さよなら、紗良。心のままに生きるのよ」

「紗和子──」

　心のままに？

「あんたが幸せで、あたしもここで幸せになる。それでいいんだわ！」

　──いいんだろうか。

　新しく芽め吹ぶいた心を握にぎり締め、竜のそばで死んでも？

　母はこの地で死んだ。愛する者たちを守った。

　だったら娘の自分もそうすべきじゃないのか。紗良だってここをたとえようもなく愛している。だから心のすべてを捧ささげて、天の役目に挑いどんだ。

　けれど新しく生まれたこの心は、つむじ曲がりな竜のほうを見つめてしまう。不幸という言葉がこの世から消しよう滅めつするくらい、とびきり優やさしくしてあげたくなる。

　それと、いつだって竜たちは本音と逆のことを口にして落ちこむから、しっかり慰なぐさめなきゃいけない。目も眩くらむほど甘やかし、私は傷ついていない、あなたのそばにいられて嬉しいのだとうんざりするほど伝えたい。

　そんな我が儘ままな心に従って、いいのだろうか？

　泣きたいような気持ちになる。なにもかもが愛いとおしいのに、なぜこんなにも寂しさや切なさが増えていくのだろう。

　こちらを見守る紗和子へ手を伸のばしかけたとき、ふいに多々王が上空へ顔を向け、足をとめた。三竜もいぶかしげに立ち止まり、空を仰あおぐ。

　天はいまだ濃こい闇やみに染まっている。しかし月光路が浜はまを照らしている。そこから神か車ぐるまがするすると降りてくるのが見えた。竜たちの迎むかえにしては、車の数が多すぎないか。

　戸と惑まどうあいだに、神車が浜辺に到とう着ちやくする。屋根から垂れる糸毛は紅べにに黄に橙だいだい、簾すだれは蘇す芳おう。まわる車輪は銀。豊ほう饒じようの楽土を思わせるような豪ごう華かな色しき彩さい。

　手前の神車から直衣のうし姿の少年が降り立ち、優ゆう雅がに頭を垂れる。その後に天人のような美しい女たちが並んだ。

「仰ぎよう々ぎようしいことだ」

　由衣王が警けい戒かいの表情で言う。

　直衣姿の少年──白しろ長ながの督かみがゆるりと顔を上げ、「お迎えに参りました」と返す。

「ただの迎えに、辰たつ弥み庁ちようの車をこれほど動かしたのか？」

　月時王が、普ふ段だんと変わらぬ声で尋たずねる。

　白長督は竜たちを順に見ると、最後にこちらへ視線を向けた。

　多々王の腕のなかにいるのだったと我に返り、紗良は軽くもがく。多々王は疑いの表情で白長督を見つめながらも、紗良を地面に下ろしてくれた。

　白長督は、白しろ菫すみれの袖そでを払って紗良に近づいた。凜りんとした顔立ちながらも、どこか老成した雰ふん囲い気きを持つ不思議な少年は、紗良と目を合わせて静かに問う。

「虎とらの鳴き声を聞きましたな？」

「はい？」

「宵よい霧ぎりの宮みやの留守を守る式より報が入りました。斎さいの姫ひめが天あ降もられてから虎が鳴き止やまぬ、花散る前に連れ戻せと。赤い虎は、たやすくは鳴かぬのです。たとえ百年に一人の美び姫きに触ふれられようとも、麗うるわしき花精の化け身しんに望まれようとも。屈くつするのは唯ゆい一いつの君と決まっているのです」

「なんのお話でしょうか？」

「虎の話です」

　紗良は目を瞬またたかせた。なぜこの督かみは、冶や古この紗良に対し、こんなに丁てい寧ねいな態度で話すのか。

　わずかな間のあと、突とつ然ぜん小瑠王が声を上げて笑い出した。

「なんだ、そうか。だから瑞ずい鳥ちようが！」

　はじめは小瑠王を奇き妙みような目で見ていた三竜も、ふとなにかに気づいた様子で紗良を振り向く。

「これはおもしろい」と月時王が興味深げに言う。

「ああ、なるほど。枇ひ儺だ式しきの日だったな、今日は」と、多々王も笑う。

　慌あわてふためく紗良を、由衣王が驚おどろいたように見つめる。

　やがて彼は、観念したように微笑ほほえんだ。紗良は目を見張った。由衣王の、そういうおっとりした甘い微笑みをはじめて見た。

「虎が鳴いたか。そうか」

「宵霧の君、ど、どういう意味でしょうか。私はさっそく粗相をいたしましたか？」

「由衣と呼ぶのを許す」

　紗良は困こん惑わくし、皆みなを眺ながめる。

　わけがわからない。どの虎が鳴いたというのか。というより、どこに赤い虎が？

「二百年、お待ち申し上げた」

「宵霧の君？」

　高貴な竜りゆうは袖を払い、裾すそを広げて優雅に跪ひざまずく。

「斎の花よ、末永く、我われらを愛めでよ」

　固まる紗良に、三竜も膝ひざをつく。

　彼らは、楽しげに笑った。愛でねば吼ほえる。吼えれば天が震ふるえるぞと、そう脅おどすのだ。







　こうして、竜を統すべる女王が天てん都とに帰き還かんを果たす。
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あとがき






　こんにちは、あるいは初めまして、糸いと森もりです。

　本書をお読みくださりありがとうございます。




　ビーンズ文庫様、この十月で創刊16周年とのこと、心よりお祝い申し上げます。

　振ふり返ると、自分もビーンズ文庫様の片かた隅すみにて書かせていただけるようになってから数年が経過しているんですね。最初の本が完成した時、とても感動しました。

　二十年、二十五年と、これからもたくさんの面おも白しろい小説を読ませていただけたらと思います。




　この物語は平安時代をベースにしておりますが、随ずい所しよに創作を加えております。装そう束ぞく、制度等も物語に合わせて変へん更こうしています。

　和風ファンタジーを書くのは久しぶりかと思います。華はなやかなものを！　という案をいただき、気合いを入れつつ楽しく進めさせていただきました。

　和風のものが大好きです。平安時代の色の組み合わせや言葉は本当に美しいと思います。資料を眺ながめる時間も楽しく想像が広がります。

　本編に登場する鳥（白しろ羽ば）ですが、プロットの段階では存在しませんでした。気がつけば鳥ちよう獣じゆうを出してしまいます…！

　もふもふした獣けものを書かずにはいられない自分の業ごうの深さに、そろそろ観念しようかと思います。獣ばんざい。獣にはあらゆる可能性が秘められています。一部分のみの獣化もよし、条件付きで全身獣化もよし。人型に変身せずずっと獣のままでも素す晴ばらしくよいと思います。

　竜りゆうも大変好きです。西洋風、中ちゆう華か風ふう、どちらの竜もいいですよね。

　獣＆人外の組み合わせなんてもう最高すぎます、むしろ至宝と呼んでいいんじゃないでしょうか。無限大のロマンがあります、考えるだけで鼓こ動どうが高まります。敵役を含ふくめて、人外や怪あやしいものが登場するシーンにかかると俄が然ぜん漲みなぎります。




　獣語りにずれてしまいましたが、この『竜りゆう宮ぐう輝かぐ夜や記き』はシリアスと見せかけて、勘かん違ちがいが加速した結果お互たがいに振りまわされるというような、吞気のんきな竜達と主人公の変愛騒そう動どう記です。糸森比で鞭むち展開はほぼないかと思います。




　謝辞を。

　担当者様には大変お世話になっております。スケジュール等、いつもご迷めい惑わくをおかけして申し訳ありません！　今後ともどうぞよろしくお願い致いたします。

　青せい月づきまどか様。ご一いつ緒しよにお仕事をさせていただけてとても光栄に思います。登場人物達を素す敵てきに描えがいてくださってありがとうございました！

　編集部の皆みな様さま、関係者の方々、書店さん、校正さん、営業さんに厚くお礼申し上げます。家族や知人方にもお礼を。

　この本をお手に取ってくださった読者様に、楽しんでいただけましたら本当に嬉うれしいです。

　またお会いできる日まで！


糸森 環たまき
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　紗さ良らは現在、由ゆ衣い王おうと多た々た王おうの二竜とともに図と京きようを出て、西の向こうにある櫛くし枝え山に来ている。

　なんとなく遠出したくなったという彼らに無理やり連れてこられたのだ。残りの二竜──小こ瑠る王おうと月つき時じ王おうは「暑い」と呻うめき、屋敷から出るのを嫌がったため同行していない。

　麓ふもとの手前までは神か車ぐるまを利用し、そこからは羽う羽ば獅しという虎に似た獣に直接騎乗して進む。……基本、種族に関係なく大半の獣は竜の強烈な神気を恐れて近寄ってこない。この羽羽獅も根気よく特訓を重ね、馴らしに馴らしてやっと竜たちを乗せられるようになったのだとか。ちなみに、特訓に移るまでのあいだに何十頭もの羽羽獅に逃げられている。

　つまり今、竜たちを乗せているのは胆きもが据わった選ばれし羽羽獅なのだ。

　そういう誇りが羽羽獅の中にもあるせいか、竜以外の人間を下に見て、乗せようとしない。

　紗良が乗っているのは、彼らよりも小柄な羽羽獅だ。

「こちらの山には珍しい草花が多い」

　紗良の前方を進んでいた由衣王が振り向き、そう口にする。彼の言う通り、こちらは、他の地域ではあまり見られない花々が混生している。

　よく晴れた夏の日の午後である。木々の枝からこぼれる日差しは美しく、葉の間をすり抜ける風もまた快い。黄金の毛の羽羽獅に乗る二竜の狩かり衣ぎぬ姿も目に鮮やか。濃い青が由衣王、淡い青の衣が多々王だ。

　途中、片腕分の幅もないような、細い小川を発見した。四竜たちは器用に羽羽獅を操り、ひょいと飛び越えさせる。

　紗良はわずかな思案ののち、羽羽獅から一旦下りた。

「どうした？　渡れないのか？」

　と、こちらの様子に気づいて羽羽獅を止まらせ、尋ねてきたのは、赤菊のような色の髪を持つ多々王だ。その長い赤髪も、月の光を受けてきらきらしている。

「この程度の川幅、羽羽獅なら軽く越えられるが」と由衣王も言う。

　二竜は、細い川を挟んだ向こう側から不思議そうに紗良を見つめた。

「すみません、少しお待ちくださいまし」

　彼らに頭を下げると、紗良は笹の葉を一枚手に取った。それで笹舟を作り、目にとまった小花を摘んで乗せてから、川面に浮かべる。

　緩やかに流れていく笹舟に向かって跪き拝はい。

「なんの儀式だ？」と、戸惑った様子で由衣王が問う。紗良は笑って立ち上がった。

「いえ、儀式というほど大げさなものではありません。初めて見る川を跨またぐ時、『どうかこの舟のように無事に渡らせてください』という意味をこめて笹舟を流すことにしているんです。……川の主に不敬と思われないように」

　大地の恵みに感謝する意味もこめて里人は皆、山川を敬い、そこに神聖なモノを見る。

　二竜は顔を見合わせると、同時に羽羽獅から下りた。

「なんだ、つまり紗良は川の神の祟たたりが恐ろしいってことか？」

　ふんぞり返って言い放ったのは多々王だ。

　由衣王も、彼と似たような尊大な態度を取ってこちらを見やる。

「我ら竜が、川の神の祟りを容易に寄せつけるほど軟弱に映るのか？」

　彼らは揃そろって、ふむんと自慢げに薄く笑う。

「俺たちは戦いくさの神だぞ？」

「川の神だろうが泉の神だろうが、まったく負ける気がせぬ」

「負けんわな」

「むしろ我らを一瞬でも呪のろおうとするなど、それこそ不敬の極みだろう」

「そうとも。俺たちは、えらーい竜だしな。強すぎて困るっていうほど強いしな」

　うんうんと彼らは言い合う。

　紗良は目を見張った。正直なところ祟りを恐れているわけではないので、彼らの認識はかなりズレていると言えるのだが──ふと、理解する。彼らは気高い竜の神々である。自身が敬われる立場なのだ。だから他を敬うという概念が遠い。人と同じ目線に、彼らの意識はないということか。

「そら、祟りも呪いも恐れんでいい。早く来い」

「飛び越えろ」

　と、二竜が川の向こう側から腕を伸ばす。

　紗良は、くすっと笑った。

　──川の主様。竜の方々は大層口が悪くていらっしゃいますが、本当はとても高潔なんです。どうか寛大なお心で見逃してくださいませ。

　一応、心の中でそんな断りを入れ──。

　紗良は、とんっと軽く地を蹴けり、夏の日を浴び煌きらめく小川を飛び越える。
















カバー・本文イラスト／青月まどか

デザイン／世古口敦志＋清水朝美（coil）










竜りゆう宮ぐう輝かぐ夜や記き




時ときめきたるは、月つきの竜りゆう王おう




【電でん子し特とく典てん付つき】








糸いと森もり 環たまき





[image: ]





平成29年10月1日　発行





(C)Tamaki Itomori 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ビーンズ文庫『竜宮輝夜記　時めきたるは、月の竜王』

平成29年10月1日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］http://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/image/cover.jpg





item/image/gaiji-cid20099-m-v.png
it






item/image/p199.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p237.jpg
A 20 - 35850 73° QKK






item/image/p037.jpg
| [ L 8- R 5850 28" IRQRIR

L3






item/image/p158.jpg
B AEEEEEEE






item/image/p004-005.jpg
SA 37T 0 ; / o7 - XL

_, @ .E A S
\ '\ \ ] mreneromus
1 = [ AR YRR

| / Y . ‘%Ww > L ﬁ

;

AXAS RN/ BAZED

Lx

'

2z PEBNTINNORY |/
EROHOH

= ﬁﬂﬁ‘ == o
p \ N hx( .

P B

TR B e
FEF<LSESDv=®
7/ |\ [l mesmeH
,: ,,

FEF<LESDva’
$HECHOM

- ' W0 VYA

I”J mm TI [B PR
FEF<L0E/D’
K OB H






item/image/p153.jpg





item/image/p068.jpg
118 2 - R 780 28 DQERR

L3






item/image/p187.jpg





item/image/kugiri.jpg





item/image/p105.jpg
B S K1 R X480 8" IS £ Rk






item/image/p027.jpg





item/image/p225.jpg





item/image/gaiji-cid14092-m-v.png
ik





item/image/gaiji-cid13810-m-v.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		一章　華やかなるは、月の秘儀



		二章　貴やかなるは、夜の花鳥



		三章　円やかなるは、心の鏡花



		四章　密やかなるは、言の奏楽



		五章　赤やかなるは、鼓の定約



		六章　煌やかなるは、緋の花宴



		七章　花やかなるは、月の女王



		あとがき



		『竜宮輝夜記　時めきたるは、月の竜王』　電子版特別ショートストーリー



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/logo-beans.png





item/image/toc-001.jpg
e Rise mMORE

252 237 187 158 105 068 037 007






item/image/p175.jpg





item/image/p053.jpg





item/image/p097.jpg





item/image/p251.jpg





item/image/p003.jpg
. s .. ... o
T RCSEED
5 QRA VT 0

ey

525 P
WREL SIS oI 0 250 )RS S

MR A’ :ﬁ?mm,xl,?wc#oo

S e

L4 {





item/image/p007.jpg
e CEECEEREERE






